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　夕日が頰ほおを赤く染そめ、石いし畳だたみに濃く長い影を落としている。

　ジュリは、海からの冷たい風を避さけるように首を縮め、足早に坂を下っていた。

　肩かたにかけた帆はん布ぷ製せいの布袋ははち切れそうなほどに膨ふくらんでいて、歩くたびに持ち手が軋きしみ、ギチギチと鳴っている。

「パン屋さんのつけが一万五千ギリム、八や百お屋やさんが六千二百ギリム……」

　つぶやきながら大おお股またに歩くジュリの長い髪かみが時折、風に煽あおられて女神の翼つばさのように広がった。

　一目で女おんな傭よう兵へいとわかる独特の衣い装しようともあいまって、なかなかに目を惹ひく光景だったが、本人は計算に忙いそがしく、それどころではない。

「水道料が五千三百四十ギリム、燃料費が一万とんで十五ギリム、今月の家や賃ちんが三万八千ギリム。本屋さんのつけが十六万四千三百ギリム、〈稀き覯こう本ぼん愛好会〉の年会費が二万五千ギリム、〈嗜し好こうの逸いつ品ぴん俱く楽ら部ぶ〉の積立金が四千八百ギリム、〈匠たくみの文具商会〉の、名入れ品の手付け金が三万ギリム……」

　どれもこれも、月末までに支払わなければならない代金だ。

　が。

「今月の収入は八万ギリムぽっきり。うわあああ～～。どうしようううう！」

　突とつ如じよ叫さけんだジュリは、頭を抱かかえてしゃがみこんだ。どう考えても大赤字だ。

「とりあえず、なにから支払えばいいの？　最優先は万年筆の手付け金だよね？　いや、本屋さんのほうが先か。この本だって、拝おがみ倒して先渡しにしてもらったんだから」

　帆布の布袋には、革かわ装そう丁ていの高価な書籍がみっちり詰まっている。

「だけど〈稀覯本愛好会〉の年会費も、納めるのが遅れたら恥はじをかくし、〈嗜好の逸品俱楽部〉だって、みっともなくて使えなくなっちゃうよね……」

『どうしてぼくに恥をかかせるの？　がっかりだよ、ジュリ』

　耳みみ許もとでユヅルの声が聞こえたような気がして、ジュリは慌あわてて否ひ定ていした。

「ううん、ううん、大丈夫だから。わたしがあなたを悲しませるわけないじゃない」

　お金を稼かせごう。

　身を粉こにして、一いつ睡すいもせずに必死で働いたら、不足分の二十一万八千六百五十五ギリムくらいひねりだせる。かもしれない。

　いや、なんとしてもひねりだす！

「まずは、徹てつ底てい節約！　一日、パン一個と水のみ！」

　決意とともに拳こぶしを突きあげると、すぐ後ろで老婦人の悲鳴があがった。はっと見み遣やると、散歩をしていた子犬の首輪から引き綱づながはずれたところだった。

「待ってジョン！　だめよそっちは！」

　老婦人の悲鳴を喜びの声と勘かん違ちがいした大型犬のジョンが、飛び跳はねながら駆かけてゆく。まだほんの子犬で遊びたい盛さかりなのだろう。

　だが、この坂道の先は波止場。仕事に追われた荷役人が、通行人を怒ど鳴なり散らしながら荷馬車を走らせている。

「！」

　ジュリは、考えるより先に動いていた。遊んでくれる人が来た！　とはしゃぐ犬を全速力で追い、飛びかかって抱えこむ。

　刹せつ那な、ジュリの腕うですれすれを荷馬車が通過した。「ふざけるな！」と罵ば声せいを浴あびせる馭ぎよ者しやに、どっと冷や汗を搔かきながらも「すみません！」と謝り返す。

　ジョンは無事だった。あと少しで荷馬車に撥はねられるところだったことも知らず、目を輝かがやかせて尻尾しつぽを振っている。

「無茶するなぁ」「だいじょうぶか、お嬢じようちゃん」と集まってきた人々に助け起こされたジュリは、泣き顔でへたりこんでいる老婦人のところにジョンを連れていった。

　引き綱の金具が壊れていたため、首輪に固く結びつける。

「ありがとうお嬢さん。危ない目に遭あわせてしまってごめんなさい」

「いいえ、わたしはなんとも。ジョンくんがかわいそうなことにならなくてよかった」

　声を震ふるわせる老婦人に笑顔で応じたとたん、ジュリのお腹なかが派手に鳴った。そう、今日は出がけにしなびかけた小さなリンゴを一つ齧かじっただけで、駆けずり回っていたのだ。

　ふと、焼き菓が子しの屋台から、甘い匂いが漂ただよってきた。

「波止場名物〈恋人たちの石畳〉、ただいま焼きたてで～す！」

　銀色の呼び鈴りんを振りながら、かわいらしい売り子が行き交かう人々に呼びかけている。

「よかったら、お詫わびに一つ、ごちそうさせてくださらない？」

　老婦人の申し出に、ジュリは笑顔で言った。

「持ち帰りにしてもいいでしょうか？　あれ、うちのユーちゃんが大好きなんです！」























　港町マトは、世界の貿易の要所である。

　外海と内海をつなぐ半島の先せん端たんに位置しているため、様々な人やものが集まり、また散ってゆく。

　町はいつも賑にぎやかで、いくつもの国の言葉が飛び交かい、海軍兵がつかのまの休きゆう暇かを楽しみに、船乗りたちが酒場で命の洗せん濯たくをしに、山の手の女学生たちがカフェでお喋しやべりをしに、紳しん士し淑しゆく女じよたちが高級服飾店で最新流行の衣装を誂あつらえにやってくる。

　そんなマトの下町。どちらかと言えば柄のよろしくない街区に、ジュリは飛ぶように帰ってきた。

　通りに面した表が店てん舗ぽ、奥や二階が住居になったタイプの長屋作りの一棟で、扉とびらには『おたすけ屋』と鋳ちゆう鉄てつの洒しや落れた飾り文字が躍おどっている。

　おたすけ屋とは言わば便利屋で、ジュリたちが亡なき両親から受け継ついだ家業だ。

　ただし最近、依頼人はサッパリ……。閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

「ただいま──おっと！」

　ジュリは店の床に散乱していた筆記具を踏ふみそうになって、かろうじてまたいだ。

　そういえば、出がけに上着の裾すそを引っかけてペン立てを倒したのだった。けれど、片づけよりも、デザートを運ぶほうが先である。

〈恋人たちの石いし畳だたみ〉は、堅かために焼きあげたワッフルを器に砕くだき入れ、その上にアイスや凍らせた果物を載せてある。時間が勝負だ。

　ジュリは住居をつなぐ狭せまい廊ろう下かを抜けて、突き当たりの扉を開けた。

　暖かく素そ朴ぼくな家具が並ぶこぢんまりとしたそこは、この家の居間だ。くたびれかけた花柄のクッション、モチーフをつないだ、手編みの膝ひざ掛かけ。端は布ぎれをつないで作ったキルトの壁かべ掛かけ。

　両親との思い出の品で一杯の居間は無人で、暖だん炉ろには火を入れた気配もない。

　居間を抜けて二階への階段をあがると、粗そ末まつな板が踏み抜けそうな音を立てて軋きしむ。

　階段をあがりきったところに、場違いに重厚な樫かし材ざいの扉がついていた。

　かすかに聞こえてくるのは、優ゆう雅がな管かん楽げん曲きよくだ。

　早く食べさせてあげたくて、ノックもそこそこに扉を開ける。

「ユーちゃん、ただいま。デザートだよ！」

「こんな時間まで、いったいどこに行ってたわけ？」

　かわいらしい、けれど予想外に不ふ機き嫌げんな声に迎えられ、ジュリは掲かかげた〈恋人たちの石畳〉を下ろした。

　西側に窓のない部屋はすっかり陰かげって、ユヅルの姿も黒い影だ。

「ええと、あのう。本屋とか掛け取りとか支払いとかだって言ったはずだけれど」

「ジュリって馬ば鹿かなの？　出かけるなら、ぼくの身の回りは快適にしておく約束は？」

　そう言われて、ジュリは気づいた。

　彼女が出かけた時刻には陽ひ射ざしで暖かだった部屋はすっかり冷え切って、表情も見分けられないほどだ。

「ごめんごめん、ごめんねっ」

　ジュリは布袋を床に下ろし、傍かたわらのテーブルに〈恋人たちの石畳〉を置くと、暖炉の火を熾おこしにかかった。

　ほんの少し、想像力を働かせればこうなることはわかったのに、と至いたらなさを悔くやむ。

「好きで籠こもってるんだろ、自分でさせろ」と人は言うが、とんでもない。

　ユヅルが前まえ髪がみでも焦こがしたら、どうするというのだ。

　暖炉に火が熾ると、ジュリは急ぎランプも灯ともして回った。

　まばゆい光が、階下とは別世界の部屋を照らす。

　磨みがき抜かれた深い飴あめ色いろの床に、優美な曲線の家具。足元の絨じゆう毯たんは、東方渡りの品だ。

　管楽曲を奏かなでているのは、テーブルの上に置かれた最新式の蓄ちく音おん機き。

　そして、大人三人がゆったりと眠れそうな天てん蓋がいつきの寝台に、最高級の長毛山や羊ぎの毛で織った毛布を巻きつけた天使がうずくまっている。

　北方の陽射しを紡つむいだような、やわらかにうねる金きん髪ぱつ。人形のようにすべらかな白い膚はだと、〈海色〉と称される深い青色の、やや吊つりぎみの目。

　小さな唇くちびるはツンと尖とがっていた。いまにも花のような文もん句くがこぼれそうである。

（天使だわぁ……）

　六つ下の弟に、ジュリは見とれずにはいられなかった。彼女だって、世間から見ればまんざらではない顔立ちなのだが、目一つ髪一つとっても、ユヅルには敵わない。

（天国のお父さん、お母さん。わたしにユーちゃんを遺のこしてくれてありがとう）

「ほんと、使えないよねジュリってば」

　身体からだに巻きつけていた毛布を解いて、悪態をつく姿も愛いとおしい。
















　毛布のなかからは、キジトラの猫ねこが飛びだしてきた。飼かい猫、というより半はん野の良らの「にゃにゃご」が、迷めい惑わくそうに胴どう震ぶるいして鳴いた。

「にゃにゃご」と聞こえるその独特な鳴き声が、名前の由来である。

「ほら、これお土産みやげ。ユーちゃん好きでしょう？」

　ジュリがデザートを差しだすと、これまでの不機嫌が噓うそのようにユヅルの顔がほころんだ。花の咲くような笑顔というのは、こういうのを指すのだろう。

　容器を受け取ったユヅルがささくれ一つない指でワッフルをつまむと、アイスをすくって口に運ぶ。

　次いで、摘つみたてをそのまま凍らせたという果物を、一種類ずつ。

　嬉うれしそうに食べ終えたところで、掌てのひらを返したように容器を押して寄よ越こした。

「え、もう食べないの？」

「だって溶けてる」

　たしかに指摘通り、アイスの輪りん郭かくがゆるみはじめている。

「残りはジュリが食べれば？」

　そう言ったきり見向きもしないので、ジュリはお相しよう伴ばんにあずかることにした。

　アイスの甘い冷たさが胃いにしみる。

　空腹だったので、脇目もふらずに半分ほど平らげてはたと気づいた。

（もしかして、ユーちゃん。アイスをひもじい姉に譲ゆずろうと……？）

　察しのいい子だ。お茶一杯飲む暇ひまもなかったとわかっているのかもしれない。

　むろん「溶けてる」と言ったのも、こちらに気を遣つかわせないようにするためだろう。きっとそうだ。

　優しいなぁ、ユーちゃんと、ジュリはしみじみと感かん慨がいに耽ふけった。

　その姉に、ユヅルが「ぼくの本は？」と催さい促そくする。

「ああ、はいはい」

　アイスを置いて、ジュリは帆布の布袋を寝台まで運んだ。「置け」という手ぶりをされ、本を枕元に積みあげてゆく。

　ユヅルの特大寝台は、そういった「モノ」で砦とりでが築かれていた。読みかけの本、書きかけの詩、ブリキの馬車、頭から藁わらのはみだしたぬいぐるみ……。

　ジュリさえ、滅多なことではお尻しりを下ろすことも許されない、ちょっとした王国である。

「全部で何冊受け取れたの？」

「十四冊」

「『趣しゆ味みの解かい剖ぼう学がく図ず』は持ってきたよね？」

「うん。真っ先に引き取り品のなかに入れてもらった」

「『美の棲すみ家か』は？」

「ユーちゃんの頼んだ特装の材料が品切れで、来月以降になりそうだって。それから『とある連続殺人犯へ捧ささげる恋歌』は、まだ原稿があがってなくて発売延期だって」

「どいつもこいつもノロマめ」

　悪態は楽しみにしていたゆえだろう、とジュリはほほえましく弟の言葉を聞き流した。

　ユヅルは目に留まった一冊を積みあげた山から引き抜き、頁ページをめくりながら問う。

「書店のオヤジ、本渡すのを渋った？」

「うん。でも言われた通りに『そこをなんとか』って頼みこんで」

「いまここで総注文を反ほ故ごにされて上得意を一人なくすのと、快く月末まで待って割かつ賦ぷ金きんを手に入れるのとどっちがいいですか？　って脅おどした？」

「うん。勇気が要いったけど」

「どうせオヤジは返事しなかったろう？　だから、カンセイ堂さんなら身寄りのない少年の向学心を否ひ定ていしないですよね、って言った？」

「言ったけど啞あ然ぜんとされたから、十歳で『神学原論』を読破したんです。いまに〈機関〉から声のかかる逸いつ材ざいになりますよ、これは投資ですよ──ってたたみかけてみた」

「よしよし」

「ああでも、ユーちゃんが考えた言葉なのはバレちゃったみたい。ジュリちゃん、それ言わされてんだろう？　って訊きかれちゃったから」

　五十がらみの書店主は、ものすごく大きなため息をついて眼鏡めがねを拭ふいていたっけ。

「バレたところで、かまいやしないよ。ジュリにごたくを並べさせた趣しゆ旨しは、オヤジをうんざりさせてツケで本を受け取ることだからね」

「ごめん、だけど千ギリムだけ手つけを入れちゃったよ」

　それが当店にできる最大の譲じよう歩ほだよジュリちゃん、と粘ねばられてしまったのだ。

「それも想定内。千ギリムで十四冊持ってこられたなら、上出来でしょ」

　特別装丁で一冊一万ギリム超えの本を忙いそがしくめくりながら、ユヅルがつづける。

「で？　どうすんのジュリ。月末に、パン屋、八や百お屋や、水道料、燃料費、家や賃ちん、ぼくの〈稀き覯こう本ぼん愛好会〉の年会費、ぼくの〈嗜し好こうの逸品俱く楽ら部ぶ〉の積立金、ぼくの〈匠たくみの文具商会〉の手付けも合わせて、総額二十九万八千六百五十五ギリム払えるわけ？」

　金額も内訳も、教えてないのに正確なのはなぜだ。

「ど、どうにかするよ。とりあえず、当分、一日、パン一個と水のみで節約してみる」

　提案すると、予想はしていたがユヅルが露骨に眉まゆをひそめた。

「ごめんねユーちゃん。わたしだけがそういう食事をするの、ユーちゃん嫌きらいだって知ってるんだけど。生活費すべての、削けずれるところを削らないとならない事態だから」

「働けば？」

　まっとうな指摘をしたユヅルは、腹ばいになって買ってきたばかりの本を広げた。やけに生々しい極ごく彩さい色しきの──人体解剖図に見入っている。

「馬車馬のように働きなよ、ジュリ。もちろん、家のこともぼくの世話も完かん璧ぺきにね」

　ジュリならできるよね、と訊かれ、勢いで「ま、任せて！」とは言ったものの、当座、おたすけ屋の仕事はない。

　今日の昼間も、港でビラを撒まいてみたのだが、いまいち興味を持ってもらえなかった。

「わかった。仕事を探してくるね。お隣となりで、なにかないか訊いてくるからっ」

　とりあえず日銭でもいいから稼かせいで、ユヅルが気に病やまないような食卓にしよう。

　志を高く掲げ、ジュリは隣家の『傭よう兵へい酒場』へ向かった。
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『傭兵酒場』は、傭兵たちの憩いこいの場であると同時に、職業安定所でもある。

　この界かい隈わいでは、臨時の兵を雇やといたい依い頼らい主ぬしは酒場の店主に頼み、店主が客の男たちにそれを斡あつ旋せんする仕組みなのだ。

　そのため、酒場はいつも職を求める男たちで賑わっている。

　錆さび止どめに鋼はがねの下張りを施ほどこした分厚い扉を両手で押し開けると、小ぶりの切り株をくり抜いて作った灰皿が、ぶん、とうなって飛んできた。

　おなじみの洗礼を、ジュリは動じることなく躱かわす。

　店内は男たちのふかす煙草たばこの煙で真っ白だった。酒杯を酌くみ交わす乾杯の音があちこちであがり、酒焼けしたガラガラの笑い声、終わりのない演説、肘ひじが当たったの当たらないのからはじまる喧けん嘩かの怒声が聞こえてくる。

　灰皿は、喧嘩をおっぱじめた酔すい客きやくが投げたようだ。近くの席で、「この野や郎ろう」「やるのかてめぇ」と二人の男がテーブルを挟はさんで立ちあがっている。

　その男たちの襟えり首くびを、二人同時に店員が後ろから摑つかんだ。

　赤毛を短髪に整えたその青年は無表情に、男たちを戸口まで引きずってゆく。

　その脇をすり抜けて店に入ったジュリは、「ようジュリ」「おっ、ジュリちゃん」という常連のあいさつに答えながらカウンターに近づいた。

　店内は立ち飲みが出るほど混んでいたが、カウンター前の止まり木は無人だった。ここは変わった酒場で、カウンターは独ひとり用の席ではなく、店主が認めた客のみが腰こしを下ろすことのできる特別席なのである。

「おう、元気か」

　ジュリが背の高い椅い子すによじ上のぼると、カウンターの内側で働いていた店主のジローが、顔もあげずにあいさつする。痺しびれるような、低くて渋い声だ。

　日焼けした膚の大柄な男で、かつては剣士だったことを物語る傷が、額ひたいから左ひだり頰ほおにかけて走っている。

　そのとき失明した左目は、黒い眼がん帯たいで覆おおわれていた。

　ジローとジュリたちの両親は戦友だった。両親亡きいま、ジローは姉きよう弟だいの親代わりのようなものである。

　と、カウンターをかなりの速さで皿が滑すべってきた。

　酔客を放りだした店員のハルトが戻ってきて、厨ちゆう房ぼうからあがってきたばかりのそれを寄越したものらしい。

　ジュリが皿を受け止めると、熱々の衣ころも揚あげが湯気を立てていた。

「ハルトさん」

　燃えるような紅あかい髪をしたハルトは、宝石のような緑の目を持っていた。かつて、西方ではその名を聞くだけで敵が震えあがった「猛もう将しよう」だったというが、退役して四年ほど経たついま、その名残なごりが窺うかがえるのは引き締まった体たい軀くだけだ。

「ええと、この料理。わたし頼んでないよ？」

「俺の奢おごり」

　だけどこの間合いで出てくるってことは、だれかの注文品の横流しでは……。

「俺の奢りでもいいぞ」とジローが言った。彼が盆ぼんに並べた酒を運んでいきながら、栗くり色いろの髪を背に波打たせたマーニャも片手をひらめかせる。

「アタシの奢りでもいいわよぅ」

　赤い絹きぬの、腰まで切れこみの入ったドレスを着たマーニャの声は、だれよりも太い。

　盛りあがった二の腕うでには、海軍の特殊兵だった証あかしである刺青いれずみが入っていた。

　海軍特殊部隊に、女性は入れない。そう、マーニャはれっきとした男である。

　まあ、ちょっと筋肉質の美女に見えなくもないのだが……。

「なんだよ姐ねえさん。こんなに通い詰めてる俺っちにゃ、豆一粒だって奢ってくれたことなんてないくせによぉ」

　酒を運んでいった席の客の文句に、「だってあの子、苦労しているのよぅ」とマーニャ。

（苦労してるのかな、わたし）

　とジュリは思った。たぶん、世間的にはしているのだろう。十歳で両親を亡くし、それから女手ならぬ子ども手一つで六歳下の弟を育ててきた。

　子守りから使い走り、掃そう除じまで、駄だ賃ちんの稼げる仕事ならなんでもやった。まあ、それらは『おたすけ屋』の仕事の範はん囲い内ないではあるけれども。孤こ児じ院いんにも入らず暮らしてこられたのは、ジローや町の人々が見守ってくれたからだ。

　それに、天使と暮らす喜びもあるので、つらいと思ったことはない。

「転んだのか？」とハルトに訊かれて目を丸くしたジュリは、膝ひざ頭がしらが擦すり剝むけて血が滲にじんでいるのに気づいた。

「あらら。ジョンを助けたときのだ」

「ジョン？」

　ジュリがあらましを話すと、ジロー、ハルト、マーニャが「またか」とため息をつく。

「気をつけてくれよ、ジュリ坊。おまえさんが死んだら、申しわけがたたん」とジロー。

「丈夫な傭兵服でよかったわぁ」とマーニャ。

　ハルトはなにも言わず、ジローが投げて寄越した強酒で擦り傷を消毒した。

　ちょっとしみる。

「冷めるぞ」とハルトに促うながされ、ジュリはありがたく料理をいただいた。

　かぶりついた衣揚げからじゅわっとしみだした鶏とり肉にくの旨うま味みに、知らず目が細くなる。

　目の前に、絞しぼりたての果汁が置かれた。ジュリの好みに合わせて炭たん酸さんで割ってある。

　ストローで盛大に吸いあげていると、ハルトがカウンターに寄りかかった。

　長身の美び丈じよう夫ふなので、そういう姿もサマになる。まだ二十四歳と若く、外見を活かした仕事もいくらでもありそうなものだが、本人はいまの暮らしが気に入っているそうだ。

「あんまり無茶するなよ。身体を壊すぞ」

　ハルトのいたわりは素す直なおに嬉しかったが、ジュリは言った。

「ありがとう。でも、わたしが働かないと、うちは食べていけないから」

　一瞬押し黙ったハルトが、眉をひそめつつ口をひらいた。

「一応確認だが、おまえの弟は歩けるし、どっこも悪くない健康体だよな？」

「うん。ユーちゃんはユーちゃんのお城を守ってるのよ」

「……。引きこもりの理由はともかく、世話の要る幼よう児じじゃなくて、十二歳だよな？　姉さんが外で働いてくるあいだ、家事くらいできるだろう」

「無理です！　だって料理は火を使うから危ないでしょ？　油が撥はねたら火傷やけどするし。掃除をして埃ほこりを吸いこんだら、肺はいが悪くなっちゃう！」

「──洗濯は？」

「とんでもないわっ。水を使うから手が荒れちゃう！」

　悲鳴をあげたジュリ本人の手は、あかぎれだらけだ。
















　ハルトは眉み間けんに太い皺しわを刻きざんでこめかみを揉もんでいた。

「おまえには、なにをどう言えばいいんだか」

「キョーイゾン」

　空の酒杯をさげながら二人のあいだに首を突っこんだマーニャが、謎なぞのひとことを言いおいて歩き去る。

　キョーイゾン。なんのことだかわからない上に、ハルトの悩みも不明だが、とにかく、これだけは間違いがないので、ジュリは拳こぶしを握にぎって笑顔を見せた。

「倒れたりしないから大丈夫。わたしの使命は、かわいいユーちゃんを守ることだもの」

「じゃあ、俺はおまえを守ることにする。これから夕飯の支し度たくだろう？　いいから、うちの料理持ってけ」

「えっ。だけど」

　それはハルトではなく店主の決めることでは……とジュリが思う側から、マーニャが厨房に向かって声を張りあげた。

「注文！　ゴボウのポタージュ、シェフの気まぐれサラダ特製ドレッシング仕立て、子羊のロースト杏あんずジャム添え、柑かん橘きつのシャーベットを二人前！　お持ち帰りよぅ！」

　どれもこれも、店では提供されない特別料理である。

「料理は冷ますなよ。シャーベットは銀の容器に入れとけ。溶かしたら減給だ」

　ジローまでもが振り返って厨房に念を押した。ジュリは涙がこぼれそうになる。

「おじさん。ユーちゃんにできたてをって心遣い、ありがとう」

「…………」

　ジローは疲れたように目をそらして無言を通した。照れなくったっていいのに。

「それで？　ジュリちゃんがウチに来るってことは、また仕事探しよねぇ？」

　今度は蒸じよう留りゆう酒しゆを酒さか甕がめごと運びながら尋たずねてきたマーニャに、ジュリはうなずく。

「『おたすけ屋』のほうはどうなんだ？」

　ハルトが訊いた。

「それが、いまは困っている人がいないみたいなんです。なのでこちらでなにか、わたし向きの仕事ってないですか？　今月は支払いが厳しくて」

「今月も、よね」とマーニャ。

「金髪の小こ僧ぞうが、天てん井じよう知らずの無む駄だ遣づかいをするからだろう」

「無駄遣いってハルトさん。本も洋服もユーちゃんには必要なもので」

「────。マスター、酒」

　ジローがハルトに無言で酒杯を放って寄越した。独特の匂においは、ドラゴンも仕留められるという強い酒〈竜ころし〉だ。

　頭痛をこらえるような顔でくいっと干し、考えながら口をひらく。

「おまえ向きの仕事っていうと、九時五時で帰れるやつか」

　ジュリのその条件は、ユヅルの朝食の支度と、夕食の支度があるからだ。

　本当はお昼にも抜けたいのだが、さすがにそれは無理だろうと言えずにいる。

「あ、夜でも出られます。夕食後から朝五時くらいまででしたら。夜や警けいとか」

「女の子なんだ、夜警はやめておけ」

「だったら、どこかのお店の用心棒とか、揉めごとの仲ちゆう裁さいとか。少々荒っぽくてもかまいません」

　ジュリの特技は剣だ。実際、酒場にも正規の傭兵登録をしており、評価も悪くない。

「────」

　応こたえあぐねたようにハルトがこめかみを搔くと、ジローが提案した。

「ジュリ坊を、おまえの仕事に加えてやればいいだろう」

「しかし、危険すぎます」

「そんなこともねぇだろうよ。ジュリ坊の剣は亡くなった親おや父じさんと俺が仕込んだんだ。おまえが一緒なら、時間も都合よく割り振ってやれるだろう？　危険だと思うなら、テメェで守りゃいい」

「それはそうですが──」

「お願いします。決してハルトさんの足手まといにはなりませんからっ」

　椅子から飛び下りたジュリは頭をさげた。

「顔をあげろ。俺はおまえが邪じや魔まになるとは思ってないが、怪け我が人にんが続出しているんだ」

「どんなお仕事なんですか、それ。どこかの犯罪組そ織しきの出入りかなにか？」

　縄なわ張ばり争いが高じて、双そう方ほうが傭兵を雇う──といったこともなくはない界隈だ。

「いや。ある屋や敷しきの警備なんだが」

　そこで言葉を切ったハルトは、ジュリを仲間に入れると決めたようだった。

「料理のできるあいだに、ざっと話しておこう」
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「予告つきの盗とう難なん？」

　パンを割る手を止めたユヅルは、ジュリの言葉をおうむ返しにした。

　ジュリとユヅルは、傭兵酒場からのお持ち帰り料理で夕食を摂とっていた。場所はユヅルの部屋。さすがに寝台の上ではなく、傍らのテーブルに真っ白に洗いあげたクロスを掛け、向かい合わせに座っている。

「そうなの。最近、ちょこちょこと放火なんかがあったでしょ？　あれ、物ぶつ騒そうだなぁと思ってたら、同じような時期に、山の手のお屋敷街で立てつづけに盗難の被害が出ていたんだって。この一ひと月つきで四件だそうよ」

「ふうん」

　ガウン姿のユヅルは、興味なさそうに相あい槌づちを打った。

「盗ぬすまれたのは、それぞれご主人の大切にしている品だったんだけれど、結局、四件とも盗とられちゃったそうよ」

「ご愁しゆう傷しようさま」

「それでね、ジローおじさんのところに依頼に来たのは、五通目の予告状が届いたカイマンさん。ほらあの、目抜き通りにある、大きな宝石屋さんのご主人よ」

　カイマン商会で取り扱うのは、宝飾品と骨こつ董とう。どちらも「高級」の文字がつく。

「カイマンさんはこれまでの四件の状況から、使用人やちょっとした私兵程度では防ふせぎぎれないって判断して、専門家を雇うことに決めたらしいの」

「つまり、警察は役立たず認定か」

　港町マトには、小規模ながらも市警が存在する。

「どうなのかな。いちおう、届けてはあるみたいだけれど──」

「これまでの事件で、たいした力になってくれなかったから？」

　言い当てたユヅルに、ジュリは目を丸くした。

「すごい。どうしてわかったの、ユーちゃん」

「同時期に放火があったら、そっちの犯人捜しにも人員を割さくに決まっているだろ」

　まさにその通りの理由で、警察から派は遣けんされる予定の人員が急きゆう遽きよ削られたという。

「でね。いままでの四件って、関係者が全員負傷してるんだって。指定時刻に、後ろから一いち撃げきを受けて昏こん倒とう」

「もれなく？」

　訊き咎とがめたユヅルに、ジュリは子羊を味わいながらうなずいてみせた。

「そうなの。あ、これ美お味いしい。だからだれ一人、犯人の顔を見ていないらしくて」

　複数犯だとは思うんだけど、と見解を述べると、ユヅルに鼻はな白じろまれた。それはそうだ。警備に立ったすべての者が同時に昏倒させられたのに、単独犯のはずがない。

「カイマンさん、絶対に盗まれたくないんですって。そのためなら、お金に糸目はつけないって言って、日当が一人二万。成功報ほう酬しゆうは、一人二十万だしてくれるみたいなの」

　はしたないが、声がはずんだ。この仕事を成功させれば、月末の支払いができる。

「予告日時は、三日後の午前零れい時じ。三日後って、まだ月のなかばでしょ。助かる」

　華か麗れいに成功させたのち、日雇い仕事を受けまくれば来月以降の備そなえも作れる。

「それでね、ユーちゃん。カイマンさんの守りたいものってなんだと思う？」

「興味ない」

　ユヅルがそっけないのはいつものことなので、ジュリはめげなかった。

「ダイヤモンドをちりばめた熊くま。っていっても、本物そっくりの木き彫ぼりみたいのじゃなくて、子どもの持つぬいぐるみみたいな、かわいらしいものだそうだけれど」

　大きさは鶏けい卵らんほど。カイマン氏が十六年前に、娘の誕たん生じようを祝いわって細さい工くさせたのだという。

「きっと、目の玉が飛びでるくらいの値打ちなのよね。前に、紅玉ルビーを刳くり抜いた指輪が話題になったことがあったじゃない？　あのくらいするのかしら」

　カイマン商会では、店のはめ殺しの小窓に月替わりで商品を飾っている。

　紅玉の指輪は、それ一つで小国が買える値段らしいとささやかれ、評判になった。ジュリたち庶民は一目見ようと飾り窓に詰めかけ、噂うわさを聞いた某ぼう国こくの王女が嫁よめ入いり支度の一つとして買いあげたときには、絹張りの盆に小箱を載せて捧ささげ持った侍じ従じゆうがものものしい騎き士したちに囲まれて馬車に乗りこむ姿を見物に行ったものだ。

「ダイヤモンドの価値は、形、色、透明度、重さで決まる」

「どういうもので誂えたかで、価値はゼンゼン変わってくるってこと？　そうよね、でも、逸品を使ったんじゃないかしら。記念だもの」

「それはどうだか」

　ユヅルに鼻で笑われ、ジュリはきょとんとした。

「あんがい、ケチって作ったのかもしれないだろ。盗まれたらそれがわかるから、必死で守るっていうこともある」

　ジュリはユヅルの言い分に感心した。

「なるほど。だったら、前の四件もそうなのかしら。どの家もね、ご主人自みずからが宝を抱かかえていたんですって」

　当然殴なぐられて昏倒し、怪我をしたと話すと、ユヅルはからかうように意見をひるがえす。

「ただがめついだけなんじゃない？」

　どっちなんだろう、とジュリは考えた。

「調べてみたら役に立つと思う？　ユーちゃん」

「なんの？　ジュリの仕事って警備なんでしょ？　探たん偵ていじゃなく」

「それはそうなんだけれど、ハルトさんが『真の敵がなにかわからないままじゃ、守るものも守れん』って」

　すでに、選抜された傭兵がカイマン氏の屋敷を交代で固めている。

「聞いたところ、なぁんか、うさんくさいのよ、一連の事件」とジュリは言った。

「まずね、被害に遭あった四軒は、どれも手引きがないと入れそうにない部屋で宝を守っていたらしいのね」

　ユヅルは子羊の肉から脂あぶら身みを切り離しながら「つづければ？」と身振りする。

「だけど、当時の状況の証言は、みんな口を揃そろえてこうよ。『予告時刻だ、と思ったら後ろから殴られて意識を失った。気がついたら、品物は盗まれていた』。ユーちゃんもヘンだと思うでしょ？　どうやったら予告時刻に、奥まった部屋で宝を抱えていたご主人を昏倒させられるのかしら？　賊ぞくがすごい手て練だれだとするわよね。だったら一度も顔を見られずに侵入できるかもしれないけれど。屋敷の外から見張りを倒しながらだと、相当、時間がかかると思うの」

「まあね」

「かといって、事前に忍びこんで時を待つのも無理だと思うの。隠れられそうな場所は、もちろん調べるわけだから」

「言葉に囚とらわれすぎてるだけじゃないの？　『予告時刻になった』を、全員が時刻ちょうどの意味で使うとは限らないでしょ」

「そうなのかなぁ。わたしは、さっき言ったことを合理的に説明することができるのは、『内部に犯人がもぐりこんでいた説』しかないかなと思ったんだけれど。たとえば、宝を守る主人についていた使用人が賊の息のかかった人物なら、『ご主人の頭をぽかり、お宝いただき！』ってできるかなぁって」

「その場合、見張りまで昏倒させる必然性はどこに？」

「ええと。内部の人間は一時的な協力者で、主人から奪った品物と報酬をその場で引き換える契約だった──とか」

「どうして、そんなに面倒くさいことをしなければならないのか、意味がわからない」

「それは、わたしもわからないけれど……」

　答えておいてなんだが、筋の通る説明を思いつかないのだ。

「一つ確実な手がある。今回は主人に宝は守らせず、使用人は一人も近づけるな」

　ユヅルの方針は明快だ。

　ジュリは、食後のシャーベットを冷凍容器からだして、器に盛りつけた。

「だけど、この犯人の狙ねらいってなんなのかしら」

　銀のスプーンを添えてシャーベットをユヅルの前に置きながら、いくら考えてもわからないのだ、と首をひねる。

「いままでに狙われたのは、材木商のノートンさん、貿易商のヒルコさん、服飾店のバッコスさん、地主のゴンドーさん。それから、今度のカイマンさん。全員、町の名士でお店も一流店だけれども、職種も年齢もバラバラなの」

　ノートンとカイマンは五十代で妻さい子し持ち、ゴンドーは七十代で孫もいる。ヒルコは来年に挙式を控ひかえた三十代で、もっとも若いバッコスは二十代後半。昨年子どもが生まれたばかりだという。

「たまたま、賊のほしいものをそいつらが持っていただけなんじゃないの？」

　ユヅルが顔もあげずに言ったのが不服で、ジュリは唇を尖らせて言いつのった。

「えー。ユーちゃんなら、紫し檀たんの木馬とか、白プラ金チナのスプーンってほしい？」

「いらない」

「音筺オルゴールと真珠の王おう冠かんは？」

「いらないけど、ジュリって馬鹿なの？　ぼくがほしいかどうかは関係ないでしょ」

「そうだった。でも、へんてこなものばっかりよね？　どれもこれも、ご主人が記念にと特別に誂えたり、由ゆい緒しよがあったりするものらしいんだけれど」

「なら、怨えん恨こんを考えればいい」

「ご主人を困らせるために盗んだってこと？　そっか！」

　ジュリは目の前にかかる霧きりが晴れたようにぱっと笑顔になった。

「つまり、犯人一味は悪質なお客さんなのかも！」

「はい？」

「だから、年齢も職業もバラバラな五人なわけでしょう？　その全員と知り合って復ふく讐しゆうしたいって思うのなら、不ふ愉ゆ快かいな応対をされたお客さんの集団とかなのかな、って」

　説明を聞いてため息をついたユヅルが、疲れたように言った。

「さっきの『内部犯説』と矛む盾じゆんするんですが」

「あ。じゃあ、そのお客さんと、お客さんに同情した内部の人が結けつ託たくしたとか──」

「もうやめときなよ。本気でジュリがかわいそうになってきた」

　お粗末な推すい理りだと首を振られると、ジュリもそんな気がしてきた。

「そうよね。やっぱり、あれこれ考えるには情報が足りないのよね」

「違うよジュリ。足りないのは、情報以外のなにか」

　はて。情報以外となると、なんだろうか。

　ジュリはしきりに首をひねったが、だめだ。お手上げである。

「とりあえず、ユーちゃんの言ってくれたこと、明日ハルトさんに伝えておくね。宝から、あるじと使用人を遠ざける。これは大事だと思うから」

　あとは万全の態勢で不意打ちに備える。それでなんとかなればいいのだが──。

「明日？」とユヅルに訊かれて、ジュリはうなずいた。

「ハルトさんがね、明日、被害に遭った屋敷を回ってみるつもりなの。それにつきあわないかって誘ってもらえたから」

「──行くの？」

　訊ねる声は不機嫌そのもので、ジュリは少しばかり慌あわてた。

「そのつもりだけど……ダメ？　九時から五時までだし、日当もでるんだけど」

「ハルトのやつ、聞きこみくらい一人で行けないの。使いっ走ぱがいないとムリなの？」

「悪口言わないの、ユーちゃん。おねえちゃんのために誘ってくれたんだから」

　正直なところ、即金でもらえる二万ギリムというのは、涙が出るほどありがたい。

「デート気分なんじゃないの、ハルト」

　いやそうに言ったユヅルに、ジュリは「まさか」と噴ふきだした。

「やだなあ。ユーちゃん、妬やいてるの？　心配しなくっても大丈夫。おねえちゃんの一番は、ずっとユーちゃんだからね」

　そう言いながら、ジュリの胸むねのなかに愛しさがきゅんきゅんこみあげてくる。

（変わらないなぁ、こういうカワイイところ。子どものころ、独りの留守番がさみしいからって、こんなふうにだだをこねてたっけ）

　涙目になっているのに強がっていた幼い日の姿が、目の前の呆あきれ顔と重なる。

「ジュリの理論って、ホント斜め上だよね」

「どういうこと？」とジュリは訊いたが、答えはもらえなかった。

　代わりにユヅルは、シャーベットを食べ終え、ナプキンで口を拭ぬぐってから言う。

「いいよ、行けば？　ジュリが働かないと支払いができないわけだし」

「ありがとうユーちゃん。終わりしだい、全速力で戻ってくるね！」

「必要ない。出かける前に、この部屋の状態を快適にしておく。これ必ひつ須す」

「わかった。明日もお土産買ってくるからね。今度はなにがいい、ユーちゃん」

「………………。フレイ通りのクレープを、チョコなしクリーム多めで」

　考えるような間を空けたユヅルが言った。

「合がつ点てん承しよう知ち。チョコレートソースなし、クリーム多めね」

　ジュリは心の帳面に書き留めた。日当も入るだろうし、そのくらいお安いものだ。

「そうだジュリ。ついでにシダー通りの食器店で、〈午後の海〉シリーズが入荷したか訊いてきて」

　ユヅルが言っているのは、外国の高級陶とう器き窯がまの最新作だ。

「いいけど……買うの？」

　ジュリは階下の小さな台所を思い浮かべた。しまう場所があるだろうか。

「検討のために、〈午後の海〉が評判通りの色か知りたいだけ」

「綺き麗れいな深い青、っていう話なんだよね。わかった。見てくる」

「それから『薔ば薇らの微笑ほほえみ』で、ぼくの手袋がどうなったかも訊いてきてよ」

『薔薇の微笑み』は大通りにある高級服飾店で、ユヅルが子ヤギの革手袋を注文している。

「あと、カイマンで思いだしたけれど、今月、飾られてるのってなんだろうね」

「じゃあ、それも見てくるね。宝飾店は『薔薇の微笑み』の近所だし」

　ジュリが明日の行動の段取りを考えているうちに、ユヅルはテーブルを離れて寝台に戻った。いつもの毛布にくるまりながら、食後のお茶を所しよ望もうする。

　ジュリは卓たく上じよう湯ゆ沸わかしを使い、薫かおり高い茉ま莉り花か茶ちやを入れた。白はく磁じに黒薔薇の描かれたカップに注いで、箱盆に載せて供する。

「ごくろうさま。あ、それ取って」

　ふいと枕元に積みあげられている本を示されたので、渡した。食後の一服のおともは、数年前に捕つかまった連続殺人鬼の告白本のようだ。

「明日、あちこち寄って忙しいんだからさ。ジュリももう寝たら？」

「あ……うん、そうだね。おやすみユーちゃん」

　追い立てるような空気を読んだジュリは部屋を出ようとし、呼ばれて振り向いた。

「ジュリ。せいぜい、いい夢見なよ？」

　毛布にくるまった天使に投げキスをされた。ドキッとしたジュリは、声をうわずらせながら弟をにらむ。

「も、もうっ。そんなことしてると、大きくなったらジゴロになるんだからねっ」

　怖こわい顔のまま扉を閉め、階段を駆け下りて台所横の小さな自室に逃にげ帰ると、ジュリは盛せい大だいににやけた。

「いやだユーちゃんたら～～！」

「せいぜい」だなんて、生意気ぶっちゃって。姉を悶もん死しさせるつもりだろうか。

　ジュリは寝支度をしながら、明日の段取りを確認した。

「九時からハルトさんと聞きこみ。そのあとユーちゃんのお使い。帰ったら夕食の支度」

　適当な時間に灯あかりや暖炉に火入れしてもらえるよう、お隣にも頼んでおかなければ。

　日向ひなたの匂いのする藁布団に倒れこんだジュリは、毛布を引き被る。

「さぁーて。明日もユーちゃんのために頑張ろうっと」
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　翌あくる日。ジュリはハルトとともに、これまでに盗難に遭った四軒を回りながらユヅルの案を伝えてみた。

　宝から主人も使用人も遠ざける──というあれである。

　すると、ハルトもそれをカイマン氏に提案するつもりだったことを聞かされた。この聞きこみは、説得材料づくりを兼ねているのだそうだ。

「経営者なら当然だとは思うが、こちらの意見を鵜う吞のみにはしてくれないからな」

「だけど、これ。報告しても、カイマンさんは納得してくれるのかなぁ」

　三軒目を辞し、最後の屋敷へ向かいながらジュリは言った。

　昨日の風が噓のように穏おだやかな日だ。坂の上にあるお屋敷街からは、賑やかに船の出入りする港と、陽射しにきらめく海が見渡せる。

「納得しないと思うか？」とハルトが訊いたのは、ジュリが首を傾かしげながら言ったせいだろう。

「だって、わたし自身が納得していないので。やっぱりあれ、なにか隠してますよね」

　関係者たちは「自分たちはまじめに持ち場を守っていた。予告時刻になり、気づいたら殴り倒されていたからなにも知らない、見てない覚えていない」と口を揃えて言う。

　そこまではいい──のだが。

「どんな小さなことでもいいから、なにか覚えてないかって訊くと、耳まで赤くなったり目をそらしたり。しまいには逆ギレって、やましいですって言ってるみたいで」

「しつこくすれば怒るのは当然だが、『あんたらも、そのときになってみればわかる』っていうのもあったしな」

「あの思わせぶりな発言は、墓ぼ穴けつですよね……？」

　詳くわしくは話せないが、ああいう証言になってしかるべき状況だったのだ、という告白に聞こえなくもない。

「明日もう一度、俺が一人で訊きに行ってみるかな」

　ハルトの口調に面倒くさそうな響ひびきはなく、むしろ楽しそうですらある。

「ハルトさんそれ……。もしかして『締めあげる』と書いて『訊きに行く』ですか？」

　赤毛の青年は答える代わりにニヤニヤした。

　ジュリは明日標的となる相手にひそかに合がつ掌しようし、そのせいで向こうからやってきた少年に危あやうくぶつかりそうになった。

　ハルトがジュリを、供の青年が少年を庇かばったことで、袖そでが触ふれ合っただけですれ違う。

「ご、ごめんなさい」

「いいえ。こちらこそ」

　振り返って詫わびたジュリに、同じように少年が詫びる。かるく辞じ儀ぎをすると黒髪がさらりと揺ゆれ、宝石のような深い緑の目がなごんだ。

「綺麗な子」と、思わずジュリは声を漏もらした。黒髪なので天使の趣おもむきはないが、だれもが振り返る美少年には違いない。

　供の青年が、大きな黒い革張りの楽器のケースを肩にかけていたのが印象的だった。習いごとの帰りなのだろう。

「いまの子って、大人びてたけど十歳くらい？　将来はユーちゃんみたいになりそうね」

「性悪にか？」

「もう、ハルトさんったら」

　からかうハルトを肘で押したとき、上着のポケットのなかでメモがかさりと音を立てた。

「そうだった。地主さんのところに行ったら、配水管のことを言わないと」

　これから向かう地主のゴンドーは、ジュリたちの住まいがある区画の持ち主なのだ。配水管の不具合については、大家にさんざん言っていたのだが改善されないため、所有者に直接談判するよう、今け朝さ出しなにユヅルから仰おおせつかったのである。

「フレイ通りでクレープを買う、チョコなしクリーム多め。シダー通りの食器店に寄る、『薔薇の微笑み』で手袋、カイマン宝飾店の飾り窓を確認」

　ジュリの手からひょいとメモを奪ったハルトが、読みあげてなんともいえない顔をした。

「外出しないのに、手袋──？」

　ため息交じりのひとりごとのあと、ハルトがジュリを見み遣やる。

「またいいように使われて」

「使われたわけじゃないですよ。それに、カイマンさんの飾り窓を見てくるのは、わたしが言いだしたんですし」

「そう仕向けられて、だろうが」

「違いますってば」

　むきになって言い返すとハルトは口をつぐみ、肩をすくめてぼそりと言った。

「まあ、ついでだから訊いておくか」

「なにをですか」とジュリは目を丸くしたが、ハルトは「いいからいいから」というように背を叩たたく。

「おまえの『ついで』にもつきあうよ。デート延長といこう」







　あちこちの家から夕食の匂いが漂ただよってくるころ、ジュリはユヅルの待つ家に帰ってきた。

　お土産のクレープを届けに二階に行くと、ユヅルはこちらに背を向けて、小さな筺はこをいじっていた。

「ただいまユーちゃん。はい、クレープだよ」

　差しだすと「にゃにゃごにやって」と頼まれた。名を呼ばれたキジトラ猫が、期待にヒゲを震わせながらジュリの足元に歩いてくる。

（そっか、「にゃにゃご」のおやつだったのかぁ）

　だから猫には毒どくであろうチョコレートソースをなしにしたのだ、とジュリは気づいた。

「にゃにゃご」用の平皿をだしてやり、クレープを置く。

　ジュリが指についた生クリームを舐なめていると、ユヅルが訊いた。

「夕食はなに？」

「ええとね。パンとサラダ、野菜のスープ、魚のバター焼きに平打ち麵めんの挽ひき肉にくソースがけ。平打ち麵、ユーちゃん好きでしょ？」

「好きだけど、いまからそれ全部作ったら何時間かかるの、ジュリ」

「二時間くらいかなぁ。あ、でもね、大丈夫。もう少ししたら、お隣から届くから」

　ハルトが「おまえばっかり働いているのに、帰ってから料理なんて大変だろう」と手配しておいてくれたのである。

（わたしばっかり働くのは、当然だからいいんだけれど）

　ユヅルとゆっくり差し向かいで、美味しい夕食を食べられるのは嬉しいしありがたい。

「それって今日一日、ジュリを無駄に歩き回らせた罪つみ滅ほろぼしなの？」

「そうじゃないと思うけれど。それにね、無駄でもなかったよ。妙なこともいくつかわかったし。そのこと、話してもいい？」

「聞いてなくてもよければ」

　ユヅルのお許しもでたので、ジュリはくつろぎの管楽曲代わりにと話しはじめた。

「現場が踏みこみにくい場所だってことも、関係者がみんな昏倒させられたのも本当だったの。でもね、どうも『ふいを襲おそわれたから犯人を見ていない』わけじゃないみたいで」

　ジュリたちが聞きこみをした際の、関係者の様子を聞かせる。「そのときになればわかる」という思わせぶりな台詞せりふも、もちろんコミでだ。

「なにがしかの理由があったから、後ろからの一撃を受けたのだとすると、それってなんなのかしらね？」

「さあ」

「理由って、動機と結びついていたりしないかしら」

「どちらかというと、ジュリたちの危険と、だと思うけれど」

　指摘を受けたジュリが目を丸くすると、「ジュリって馬鹿なの？」とユヅルが呆れる。

「四回ともふいを突かれてるんでしょ。で、そうなる理由があるなら、取り除のぞかない限り、同じ目に遭うのはジュリたちじゃなくて？」

「ほんとだ……」とジュリはいまさらながらに呆ぼう然ぜんとした。

「でも、ハルトさんは気づいていたのかも。明日、もう一度訊きに行くっていうから」

「『締めあげる』と書いて『訊きに行く』ね」

　さらりと、ジュリと同じ言い回しを使う。

「だけどわたし、わけがわからなくなっちゃった。犯人一味って、やっぱり逆さか恨うらみのお客さんじゃないのかなぁ」

「怨恨＝客の図式に囚われているのは、ジュリだけだろ」

「だって、年齢も職業もバラバラな五人──カイマンさんも含めてね──に、まんべんなく恨みを持つって難しいじゃない？　だから、それぞれに恨みがある人たちが結託したのかと思ったんだけれど」

　団結した客たちが内部の情にもろい人間に協力してもらったのでは──というのが、ジュリの説だ。

「荒こう唐とう無む稽けい」

　昨日に引きつづきばっさり斬きられたが、ジュリは頑張った。

「ユーちゃんはそう言うけど、全員が昏倒させられた理由があるほうが、不満を持つお客さん一味が手練れっていうよりは、真実味があると思うの」

「その点に関してはね。荒唐無稽なのは、ジュリの犯人一味の人物像」

「？？？　でも年齢も職業もバラバラな五人にまんべんなく恨みを持つのは無理だし」

「だから、それはもういいから」

　遮さえぎったユヅルにどうにかわかってもらおうと、ジュリは奮ふん闘とうする。

「だけど、そこがはっきりしないと、手引きがないと入るのが難しいことと結びつかないでしょう」

　ユヅルはジュリを無視して、手にしていた小筺のねじを巻いた。

　蓋ふたを開けると、ぎいっと耳みみ障ざわりな音を立ててストッパーがはずれ、曲が紡がれてゆく。

「音筺」

　傷だらけの小筺は、母の形見だった。目を瞠みはったジュリは、懐かしい曲に耳を傾かたむける。

「昔はよく、ねじを一杯に巻いて、これを聴きながら寝たよね」

　母の口ずさむ子こ守もり唄うたはいつも、この曲だった。さみしいとき、ジュリは音筺の音色に母の声を探して耳を澄すませたものだ。

「だけど、ユーちゃん。どうして急にこんなものを？」

　音筺はジュリの部屋の棚たなにしまわれていたはずだ。

「ゆうべ音筺の話を聞いて、聴いてみたくなって」

「ああ、盗まれた品物……。音筺はバッコスさんだっけ」

　ジュリは記き憶おくを引っぱりだした。

「ノートンさんが紫檀の木馬、ヒルコさんが白金のスプーン、バッコスさんが黄金の音筺、ゴンドーさんが真珠の王冠で、カイマンさんがダイヤモンドの熊。……あれ？」

　よく見ると、ユヅルの部屋にもそれらが並んでいる。ずいぶん前にしまったはずの、かつて遊んだおもちゃだ。

　なんやかや言いながらも、事件を検証するために並べてみたようである。

「こうやってみると、盗まれたものってみんなおもちゃっていうか、子どもや赤ちゃんに関わるものみたい」

　小さな王冠は子どもが被るとぴったりだし、銀のスプーンは生まれた子どもの幸せを願って贈ることが多い。

「っていうより、『おもちゃっぽい高級品』が正しいのかな。木馬が紫檀だったり、熊だって、ダイヤをちりばめてあるんだもの」

　そう言ったジュリは、あっと思って手を叩いた。

「もしかして！　これから赤ちゃんの生まれる盗賊団!?」

　音筺を置いたユヅルが、無言で毛布を引き被った。

「そんなぁ、ユーちゃん。そこまで思いきり否定しなくっても」

　ちょっとした冗じよう句くだったのだ。……半分くらいは。

「あ、そういえばね。バッコスさん、薄れてゆく意識のなかで音筺の音を聴いたって言ってた。持ち去るときに、犯人が蓋を開けたんだろうって」

　ひどいね、と共感してほしくて言ったのだが、ユヅルに聞き流される。

「ところで、ぼくの頼んだ用事は？」

「ええと、〈午後の海〉シリーズは、まだ未入荷。手袋は来月なかばに納品予定。配水管の件は、ゴンドーさんが謝ってくれた。管理人の怠たい慢まんにすっごく怒って、その場で呼びつけて怒ど鳴なってたくらい」

　いつのまにか、「にゃにゃご」はクレープを食べ終えていた。生クリームをヒゲから舐めとっているのを見て、ジュリは思いだした。

「そうそう。クレープを買ったとき、すぐそばにノートンさんのお店があったの。ハルトさんとちょっと覗のぞいてみたんだけど、人手が足りなくて大変みたいだった。お店が狙われて怪我人がでたせいで、小僧さんが怖がって辞めちゃったんだそう」

　このあたりの庶民は七、八歳から住みこみで働きはじめるのだが、十四、五歳くらいまでの見習いのことを「子どもさん」「小僧さん」などと呼ぶ。

「ノートンさんだけじゃなく、ほかの三件も似たようなことになってた」

「怖がった小僧が辞めたってこと？」

　毛布のなかから声が聞こえた。

「うん。ハルトさんが、本気で怖かったというより、騒さわぎに乗じて辞めたんだろうって」

　ジュリは、材木店で若い店員が年配の采さい配はい役やくにひどく叱しかりつけられていた話をした。采配役は頰に湿しつ布ぷを貼はり後頭部に包帯を巻いていたから、昏倒させられたうちの一人だろう。

　ゴンドー邸ていでもカイマン商店でも、似たような光景を見かけた。それを鑑かんがみると、厳しい店勤づとめに嫌気がさした者が、この事件を口実に辞めても不ふ思し議ぎはないように思う。

「ハルトの読みで、当たってるだろうね」とユヅルが言った。

「つまり『便乗退職』ってこと？」

「そ」

　ユヅルは音筺を閉じた。子守唄が途中でふつりと止まる。

「わたし、明日なにをすればいいと思う、ユーちゃん」

　ジュリは訊いた。ハルトは再聞きこみには一人で行くという。

「ぼくの世話。警備関係なら、ハルトに訊けば？」

「ゆっくりしていていいよ、って言われちゃったんだよね。もうはじまっている屋敷の警備は二交代で、わたしの希望時間とは合わないし、って」

　なのに、日当は出るのだ。ハルトが融ゆう通ずうしてくれるという。

「明後日あさつての夜が警備の全体打ち合わせで、それには出席するよう言われているんだけど。特別扱あつかいは申しわけないから、わたしも──そう！」

　話しながら後頭部に手をやったジュリは、ふとひらめいて声をあげる。

「なに？」

「頭の傷！　犯人はみんな左利きなのかもしれない」

「はあ？」

　正気かと呆れるユヅルに、ジュリは力説した。

「今日、会ってくれた人たちの怪我って、頭の左寄りに集中していたのを思いだしたの。左利きの人が後ろから襲いかかった場合、左側から殴ることになるでしょ？」

　殴る動きを実演してみせると、眉根を寄せて見ていたユヅルが訊いた。

「集中していた、ってことは全員じゃないよね」

「右側の耳の上あたりに包帯を巻いている人もいたけれど……」

「だったら左利き集団の証しよう拠こにはならないでしょ？」

「そうかも。あ、でも、犯人の背は高いはず！」

「根こん拠きよは？」

「どの人も、延えん髄ずいのやや上あたりを怪我していたから。ほら、犯人が小柄だったら傷は下のほうにつくだろうし、すっごい大男だったら、殴り下ろすことになるでしょ」

「……へえ。怪我をしたやつらは、全員、背の高さが同じなんだ」

「ううん、違うよ。背の低い人も高い人も──あ」

　ジュリは自説の矛盾に気づいた。怪我の位置で犯人の背の高さを推理するなら、犯人と怪我をした人間の身長差が、つねに同じでないとならない。

「そうよね。しかも、犯人は複数なんだから、犯人たちも身長が同じ？　それとも、だいたい同じ位置に怪我をさせられるように、小柄な警備員には小柄な犯人、大柄な警備員には大柄な犯人が当たったのかしら……？」

「だから、どうしてそんな面倒なことをするの。もっと合理的な説明があるのに」

「えっ。教えてユーちゃん！」

　飛びつかんばかりになったジュリに、ユヅルは笑みを浮かべた。

「宿題」

「宿題……って」

「明日、じっくり考えてみれば？　ほら、やることができたんだから感謝」

「あ、う、うん。ありがとうユーちゃん」

「ところで、明日はぼく、『牛肉の煮込み南国風』が食べたいんだけど」

（南国風って、にんにくと香こう辛しん料りようをたくさん使うんだけど、にんにく、あったかなぁ）

　ジュリは野菜の在庫を思いだしてみた。市場で買い物が必要そうだ。

「あと蜜みつ蠟ろうもね」

「どうして？」

「窓を開けようとすると、ギシギシうるさいから」

　このあいだ直したばかりなのに、もう効果がなくなったようだ。

　と、階下で人の声が聞こえた。夕食の宅配だろう。

「とってきて、ジュリ」

　お腹なかを空すかせた天使のために、ジュリはいそいそと階下に向かった。
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　二日後。

「──なにしにきたわけ？」

　夕食後、「本日貸切」の札を揺らして扉を開けたマーニャがジュリを見つめ、視線を隣にずらしてから訊いた。

　今日のマーニャは緑の女王のような装よそおいだった。身体にぴったりと沿う、切れこみの深い緑のドレスに緑玉エメラルドの首飾りや腕輪、指輪。

　まぶたにも金粉の混じった緑のアイシャドーがきらめいている。

「口紅も緑なら満点あげたのにね。それ、トカゲの仮装だろ？」

　不快そうなマーニャに対抗して、ユヅルが言った。装いを上から下まで検分後にだ。

「こんなに綺麗なトカゲがいるわけねえだろうが」

　野太い声で応じたマーニャが、先ほどの問いに対する答えをジュリに求める。

「ごめんなさい、マーニャさん。ユーちゃんが、どうしても行きたいって言うから……」

「だめだ」と強く言えなかったのは、ユヅルが外出する気になったのが、じつに二ふた月つきぶりだったからだ。寝間着が日常着と化しているため、膝小僧を拝おがんだのも久しぶりである。

　ユヅルは王立学校の制服ふうの紺色の上下を着て、襟元のフリルタイを貝かい殻がら細工のブローチで留とめていた。紋もん章しようのような図案が刺し繡しゆうされた靴下に、甲留めのあるぴかぴかの靴。

　長めの半ズボンからすんなり伸びた脚が眩まぶしい。

「会議をかき回すんじゃねぇぞ、ガキ」

　低い声で脅したマーニャの脇を、ユヅルはさっさとすり抜けた。

　あとにつづいたジュリに、集まっていた男たちが気づいて手を挙げる。革の上着をはち切れんばかりにした彼らのほとんどは、なじみの傭兵だ。

　彼らとはやや離れたカウンターの近くに、場違いな紳士が座っていた。

　小こ肥ぶとりで、年の頃は五十代。彼がカイマン氏だろう。

　カイマン氏は傭兵服のジュリを見て、あからさまに眉根を寄せ、ハルトに訊いた。

「こんな小娘が、警備の面子メンツに入っているのかね」

「有能さに性別は関係ありませんから。問題があるようなら、俺ごと切ってください」

　淡々とハルトが言うと、カイマン氏は慌てた。

「いや、きみに降りられるのは困る。部下のことは、きみが責任を負うならかまわない」

「部下ではなく、相あい棒ぼうですがね」とハルトは訂てい正せいしたが、カイマン氏は答えなかった。

　ユヅルのことは、はなから相手にしていないのか話題にもしない。

　ユヅルのほうもカイマン氏の態度など気にも留めず、カウンター前に陣取っていた。

「わー。あいかわらず汚きたないし酒くさいし脂くさいねー」

　懐かしそうに店内を見回すユヅルに、店主のジローが苦笑する。

「珍めずらしいなユー坊」

「たまには、場末の店も楽しいかなって思ってさ」

「おお、うらぶれた店もオツなもんだろう。なにを飲む？」

「新しん鮮せんで衛えい生せい的てきな材料を用いて、適切な方法で作られたものならなんでも」

「〈竜ころし〉を漏じよう斗ごで流しこんでやれ、マスター」と物騒な声でマーニャ。

　ジローは笑って、木の器に盛りつけてあった柑橘類を絞ってジュースにした。

「もぎたてを絞りたて、混ぜ物ナシ」

「及きゆう第だい点てんてとこ？」

　うそぶいたユヅルは、カウンターを滑ってきたグラスを気取った仕草で掲げる。

（こういうの、絵になるわぁ）

　感かん激げきしているジュリはハルトに肘で小突かれた。会議がはじまる。

　まずカイマン邸の動向についての報告があった。家族や主おも立だった使用人全員の出入りが監かん視しされていたが、了解ずみなのかカイマン氏はじっと聞いている。

　むしろ、不ふ審しん人物を見つけようとするかのごとく目つきが厳しい。

　つづいて、一昨日おととい、ジュリとハルトが聞きこんで回った結果の報告がなされた。さらにハルトが、昨日あらためて締めあげ──もとい、訊いてきた「襲しゆう撃げき者しやの顔を見られなかった理由」を明かす。

「隠しただけあって、外がい聞ぶんの悪い理由だった。やつらはどうも、予告時刻まぎわになってふらふらと持ち場を離れたらしい」

「褒ほめられたものではないという、その理由は」と眉をひそめたカイマン氏に、ハルトがいきさつを簡単に説明する。

「美女の悲鳴が聞こえたんだそうですよ」

「悲鳴なのに、美女？」

　カイマン氏が指摘すると、ハルトは「向こうがそう言い張ったので」と応じる。

「とにかく、助けを請こわれていてもたってもいられなくなり、駆かけつけたそうで」

「すると、美女が暴漢に襲われていて、助けるとぜひお礼をとしなだれかかられて、デレデレニヤニヤしているうちに予告時刻になり、まんまと宝を盗みだされた、とか？」

　ユヅルの言葉にハルトは目を丸くしたが、うなずいた。

「ああ、だいたい合ってる」

　ただ「しなだれかかられてデレデレニヤニヤ」の詳しよう細さいは、女子には聞かせられないような内容だという。先日、男たちが耳まで赤くなって口ごもったのは、質問したのが「女の子」、つまりジュリだったからなのだそうだ。

「その話、つづきはこうだろ？　我に返って青ざめてると、その美女が『襲われたことにすればいいわ、わたし協力するわ』、で殴られて昏倒」

「まんま、それだ。──よくある話なのか？」

　ぴたりと言い当てたユヅルに驚いたハルトが問うたが、ユヅルが答える前にマーニャが眉をひそめた。

「それより、全員が女に騙だまされての失態？」

「みなおのれを恥はじ、互いの話をすり合わせていないようだが。総合するとそうなる」

「迂う闊かつだったわ。美女の誘ゆう惑わくは、思いつかなかった。ユーちゃん、思いついてた？」

　おのれの浅はかさを呪のろいながらジュリが訊くと、ユヅルはどっちつかずに肩をすくめる。

「ってえと、ナニか？　敵は美女軍団とか!?」

　色めき立った傭兵たちは、カイマン氏の顔色を見て言いわけした。

「いえあの、安心してください」

「俺たちも、敵の手段を知りつつ乗るような馬鹿な真ま似ねはしないんで」

「そうだ、ハルトさん。わたしも報告いいでしょうか」

　思いだしたジュリは手を挙げた。

「昨日きのうと今日、わたしももう一度、話を訊きに行ってみたんです。怪我をしたときのことには触れないで、ほかの小さなことを思いだしてもらったんですけれど」

　なにもせずに日当を得ることは、ジュリにはできなかったのだ。「ごめんなさい」と首を縮めると、ハルトが苦笑する。

「おまえらしい」

「で？　なにがわかったの」

　マーニャに促され、ジュリはつづけた。

「結果として、いまの話の補足みたいなんだけれど。お宝を盗まれたあとのお屋敷には、お砂糖みたいな甘い匂いがしていた──って。それだけですけど」

「短期間でこれだけ集められたら上出来でしょ」とマーニャが言う。

　総合すると、見えてくるのはこんなところだろうか。




・見張りは美女軍団にたぶらかされた可能性がある。

・美女軍団は見張りの足止めが仕事なので、実行犯は別動隊か、内部の者。




「これまでの四件は、警備に当たった連中が甘すぎたとしか言えんな……」

　うんざりしたようなハルトの言葉に、カイマン氏が訊いた。

「むろん、今回はそのようなことはないでしょうな」

　ハルトは静かに肯こう定ていし、カイマン氏提供の屋敷の略図を広げた。

「カイマン氏とも相談したんだが、今回、宝は邸内の宝物庫に入れたままにしておくことになった。人員は宝物庫を中心に配置して、カイマン氏を含め、屋敷の人間は遠ざける」

　ハルトの意見をカイマン氏は受け入れたようだった。ハルトは略図の宝物庫を指し、それを取り囲むように傭兵たちの持ち場を決める。

「でもそれだと、天井裏からこっそり宝物庫に忍びこまれたりして」

　聞こえよがしなユヅルのひとりごとに、カイマン氏も答えを求める眼まな差ざしになる。

「考こう慮りよずみだ。宝物庫には、念のため俺とジュリで詰める」

　ハルトが応じ、「わたしですか!?」とジュリは慌てた。

「おまえの剣の腕は俺も承知している。充分に相棒が務つとまると思うんだが──」

「つ、務めます務まるよう頑張りますっ。夜中だけど、いいよねユーちゃん!?」

　家を空けることについて打診する。

「ぼくの明日の朝食が遅れずに供せて、内容も充実していればね」

「つか、パンくらい、テメエで切って食えねえのかこの穀ごく潰つぶし」

　低い声をだすマーニャに、ユヅルが呆れたように答える。

「それでぼくがうっかり指でも切っちゃったら、ジュリが泣くじゃないか」

「そうよやめてユーちゃん！　おねえちゃん、ちゃんと朝ご飯用意するから」

「ジュリちゃん……。アンタってなんて不ふ憫びんなの……」

　首を振ったマーニャがジュリの頭をかき抱いだいた。幼おさな子ごにするように頰を寄せたものの、我に返って離れる。

「ちょっと、アンタくさいわよ？」

　ジュリは赤くなった。

「ごめんなさい。夕食がにんにく祭りだったから」

　しかも二日連続でだ。

　ユヅルの要望に応えて張り切って作ったのだが、味がいまいちだったようで、ほとんど一人で平らげたのも要因だろう。

（っていうか、はっ！　これからハルトさんと密室なのに！）

　気づいて血の気が引いた。ああいう場所には窓がない。

　どうしようかと迷っていると、「腹が減った」とふいにハルトが言いだした。

　不快な表情を見せかけたカイマン氏が、一転、みなに食事をふるまう提案をする。

「夜中の仕事に向けて、腹ごしらえをしてくれたまえ。わたしの奢りだ」

「お言葉に甘えて」とハルトが先頭を切って酒場名物の「漢おとこステーキ」を注文し、傭兵たちが倣ならう。

　一人離れて座るカイマン氏の前には、ジローが赤ワインのグラスを置いた。

　料理人たちが作った料理が次々と運ばれてくると、温かな匂いの立ちこめた酒場は急に賑やかになった。仕事の前なので酒は飲まないが、どこか前祝いのような雰ふん囲い気きになる。

「お祭り気分なのはいいんだけどさ」

　スツールで足をぶらつかせていたユヅルが、小さいのによく通る声で言った。

「このまま出かけたら、これが最後の晩ばん餐さんってことになるけどいいの？」

　傭兵たちの食事の手が止まった。ワインのグラスを置いたカイマン氏が、気け色しきばむ。

「不吉なことを口にするんじゃない」

　ねじ伏せるような口調だったが、ユヅルは動じず肩をすくめただけだった。

「現実になったら困るから？　それはぼくが黙っていても同じだけれど」

「なぜだ」と冷静に問うたハルトに、ユヅルが言った。

「なぜって、怪我をした見張りたちが見たのは、〈幻げん覚かく〉だから。そこを踏まえ忘れたらダメだよね？」

「幻覚……ってユーちゃん」

　啞然としたジュリに、ユヅルはむしろ呆れたような眼差しを向ける。

「いくらなんでも、見張りという見張りが悲鳴に馳はせ参じるなんて異常すぎるでしょ？　しかも、まるっとたぶらかされるなんて、陳ちん腐ぷな芝しば居いの筋書き以下だし」

「だけどユーちゃん。見張りの人たちはみんな怪我をさせられてるのよ？」

「発想が貧ひん困こん」

「つまり、怪我をさせられて昏倒したのじゃなく、幻覚を見て前後不覚のところを殴られた？」

「ハルトのほうが感度がいいね。殴られたじゃなく、蹴けられただけど」

「そうか！　横たわっている人に怪我をさせるから、背の高さは関係ないんだ」

　ジュリはだされた宿題の答えに気づいた。

「やっとわかったの？　左側に怪我が集中していたのは、右を下にしているやつが多かったから。人間は、たいがい利き手を先につくからね」

「じゃあ、耳の上を怪我した人は、たんに仰あお向むけだったから──？」

「蹴る限定なのか？」と、ハルトが問う。

「限定。倒れている人間の側に膝を突いて一人一人殴ってたら、時間がかかりすぎる」

　ユヅルが断言した。

「同時多発に襲われたというのも、幻覚ゆえの思いこみなんだな。そして、犯人が怪我をさせたのは、意識を失わせるのが目的ではない」

「そうそう。動機とセットだよ」

「っていうか、ユーちゃん。犯人もわかってるの？」

　声をうわずらせたジュリに、小首を傾げたユヅルがとびきりのほほえみを見せた。

「やだなあジュリ。ぼくをだれだと？」

「くそ生意気で鼻持ちならないガキ」とマーニャが毒づく。

「言いたまえ」

　カイマン氏が命じた。

「犯人を知っているなら、勿もつ体たいぶるんじゃない」

「だったらおじさん、目の周りににんにくを塗ぬりなよ」

「なんだって？」

　ぎょっとしたカイマン氏にユヅルはつづけた。

「それから、歯もイカスミで染めて。ちょうどいいから、それ食べてさ」

　だれかの注文した細打ち麵のイカスミソースがけを、ユヅルが指す。

「で、鼻にこれ詰めてブサ顔にしてよ。その状態でぜひにと手をついてくれなきゃ」

　ユヅルの投げた蜜蠟の塊かたまりが、カイマン氏のテーブルで撥ねた。昨日、ジュリが窓の軋みを直すために買ってきたそれを、適当な大きさに切ったのだろう。

　愕がく然ぜんとするカイマン氏に、ユヅルがたたみかけた。




「だれが犯人か知りたいんでしょ？　いいですよ。ぼくの望む礼を尽つくしてくれたなら、

　おたすけしますがお客さま」



















（いやまあ、カイマンさんは『おたすけ屋』のお客さんじゃないけど……）

　のんびりしたジュリの感想とは裏腹に、激げつ昂こうしたカイマン氏が立ちあがる。

「ぶっ無礼だぞ！」

「無礼ってなに？　それ、美味しいの？」

　ユヅルが無む邪じや気きを装うと、いったん言葉に詰まったカイマン氏が、顔を赤くしてわめいた。

「子どもが、大人をからかうんじゃない！」

「えー？　なにそれ。ぼく、子どもだからわかんなぁい」

　甘えたように語尾を引き伸ばしたユヅルが、がらりと口調を変えた。

「小娘以下の扱いをしておいて、ほしい情報だけ取ろうなんて甘いよおじさん」

「ふざけるのはやめたまえ！」

「礼を尽くしてと頼むことのどこが無礼？　べつにぼく、ここでおじさんがどんな恰かつ好こうをしても、外で言わないよ？　店の小僧におじさんが馬鹿にされたら、かわいそうだし」

　カイマン氏は怒りで震えていた。ユヅルから目をそらすと、ハルトに言う。

「わたしは帰る。そこの子どもから犯人を聞きだすのは、そちらの仕事だ」

「あいにく、俺は傭兵です。今回の仕事は宝を守ることだったと記憶していますが」

「口を割らせる分の手当をはずめば問題あるまい。とにかく、命じられたことをこなしてくれたまえ。食事を終えたら、すぐ配置につくよう」

「了解です」とハルトが答えると、カイマン氏は店を去った。

「カイマンさんて、想像していたのとは違ったな」

　ジュリはつぶやいた。一流店にふさわしい立派な紳士を想像していたのだが、なんというか、ただの横おう暴ぼうなおじさんだ。

「生まれつき金と権力があると、弱い者の立場や思いが見えなくなるものなんだろう」

　ハルトがテーブルに残された蜜蠟をつまみあげた。「大きい、入らんぞ」などと、とぼけたことを言う。

「ハルトさん──？」

　ジュリのみならず、傭兵たちも意表を突かれて目を瞠る。

「ちょっとハルト、まさかアナタがカイマンの代わりをやろうっての？」

　慌てて問うマーニャに、ハルトは蜜蠟を腰にさげていたナイフで削りながら答える。

「イカスミは食わない。あれはフェイクだからな」

「フェイク？？？」と眉根を寄せたマーニャに、ハルトは削った蜜蠟を渡した。

「鼻柱と涙が必須なら、幻覚を見せるのは煙けむりだってことだ。まったく。ヘソの曲がったガキめ」

　にやりとしてみせると、ユヅルが認めた。

「ご明察」

　ニンニクで目を刺し激げきして涙で守る、蜜蠟で鼻を塞ふさいで吸いこまないようにする。

　仕上げに「口を塞ぐ濡ぬれ手ぬぐい」もあると、なおよいだろう。

「ちょっ。てことはつまり、あたしたちもにんにくくさいブサ顔になれってこと!?」

　理解したマーニャが悲鳴をあげ、腹の底から声を絞りだす。

「絶っっ対にイヤ！　断固拒否!!」

「だけどマーニャ姐さん。煙を吸いこまないために、鼻に蠟を詰めたほうが」とジュリ。

「濡れ手ぬぐいだけで充分よっ。アンタこそ、女子のくせに、醜みにくくなって平気なの!?」

「ええと、一時的にだし。それにユーちゃんがそうしろって言うなら正しいし」

「アンタの弟はフェイクでお歯黒を推すい奨しようしてくる性悪よっ──ていうかハルト!?」

　ハルトは黙もく々もくと、みなに配るにんにく片を作っていた。

「作戦に必要なことなら、俺はやる」

　傭兵たちはハルトに従う者と、マーニャと同意見の者が半々だった。ハルトは賛さん同どう者しやに蜜蠟を配り、大きさは各自で調整するように言う。

　出発時間になるころ、どこからともなく「にゃにゃご」が現れた。

　椅子、テーブル、と飛び移り、ユヅルの腕のなかにおさまる。

「一緒に行けなくて残念だけど」

「にゃにゃごぉ」

　満面の笑みのユヅルと猫に送りだされ、ジュリたちはカイマン邸へ向かった。
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　もうすぐ、予告時刻の午前零時になる。

　カイマン邸の宝物庫は、窓のない、ユヅルの私室と同じくらいの広さの部屋だった。宝飾店のあるじの屋敷として、その宝物庫が広いのか狭いのかはわからないが、作りつけの棚にびっしりと値の張る品々が置かれているのだから、すごいことはたしかだ。

（へんなハリコミだなぁ）

　小さなテーブルに置いたダイヤモンドの熊を挟んで、ハルトと隣り合わせに座ったジュリは、膝に置いた懐かい中ちゆう時計の時間を気にしていた。

　ほとんど話もしていないのは、お互い聞き取りにくい鼻声だからだ。意識して顔を背そむけ合っているのも、まともに見つめ合えば噴きだしかねないからである。

　漂うのは持参したにんにくのほのかな香り。どんな喜劇だとつっこみたい。

「そろそろ、泣く準備もしたほうがいいだろうな」

　ハルトが言ったので、ジュリはにんにくを手に取った。刺激臭でたちまち目が潤うるむ。

「これ……、敵が現れたときに対応できるのかしら。いまさらだけど、ゴーグルとか、そういうほうがよかったような」

「おまえ、ゴーグルなんて持っているのか？」

「持ってないですけど」

「だろ？　対応に関しては、意識がはっきりしていれば、どうにでもなる」

「それってハルトさん、犯人はそれほどの腕ではないということ？」

　もしかして、ハルトも犯人がだれなのかわかったのだろうか。

　尋ねようとしたジュリは、すぐそこにユヅルの顔があるのに気づいて混乱した。

「えっ？　あれっ？　ユーちゃん!?　どうしてここに？」

「どうしてって、邪魔の入らないところで、ジュリと話をしたかったから」

「二人暮らしなのに、なに寝ぼけたことを言ってるのユーちゃん。大丈夫？　っていうより、危ないから早く逃げて」

　いまにも犯人が現れる時刻で、ここは最前線だ。

「いやだ。ジュリが、ホントの気持ちを聞かせてくれるまで帰らないよ」

「ユーちゃん。拗すねている場合じゃないよ。時間がないの」

　連れだそうと腕を摑むと、力ずくでも動かないとしゃがみこまれてしまう。

「ジュリが、ぼくのことをどう思ってるか話してくれるまでは動かない」

「だめ。おねえちゃん、ユーちゃんを危険な目に遭わせるわけにはいかないんだから」

「そんなこと言って。本当はハルトといちゃいちゃしたいだけなんでしょ？」

「なに言ってるの、ユーちゃん。いまはハルトさんは関係ない。お願い、逃げて！」

「いやだってば」

「ユーちゃん！　あなたになにかあったら、おねえちゃん生きていけない。ユーちゃんは大事な大事な、この世にたった一人の弟なの。どんなことがあっても守るって、亡くなったお父さんとお母さんに誓ちかったの」

　床に膝を突いて言い聞かせながら、ジュリはもどかしかった。こんなときに限って、ユヅルはだだっこみたいだ。

「お願い、ユーちゃん。言うことを聞いて。逃げて」

「だったら、はっきり言って。ハルトなんか嫌いだって」

　ジュリは目を瞠った。しくりと胸が痛んだのを無視して、一息に言い切る。

「ハルトさんなんか嫌い。これでいいでしょ？　だからユーちゃん、早く！」

　せきたてて立ちあがらせたユヅルの腕を、ふいにハルトが摑んでひねりあげた。

「いてててて！」

「ハルトさん!?　やめてください！　ユーちゃんに乱暴するなら、あなたでも許さない」

　慌ててハルトに取りすがると、顔面を殴りつけられた。

　いや、違う。液体をかけられたのだと気づいて我に返る。

「あ……あれ？　っていうか、苦し、息が──」

　鼻と口が塞がっているのだとわかって血の気が引きかけたが、そうだった。煙を吸いこまない装備をしていたのだ。

　髪から滴しずくを垂たらしながら、やっと頭がはっきりしてくる。

「大丈夫かジュリ」

　ハルトが案じる眼差しで訊く。その彼が腕をひねりあげているのは──鼻と口を固く覆った、ありふれた茶色の髪をした見習いメイドだった。

「はっ放してよ！　放してってば！」

　ハルトはもがく少女をぶらさげるようにして宝物庫から出た。

　少女の持ってきたものらしい角かく灯とうをぶらさげていこうとすると、置いてゆくように指示される。

「なぜ」と訊こうとして、装備ごしにも砂糖のような甘い香りを嗅いだ。

　とたんに意識が乱れ、ジュリは急いでその場を離れるとハルトのあとを追う。

　廊下に出てみて、愕然とした。仲間の傭兵が、点々と座りこんで、うわごとを言っている。

　装備をいやがった者はもちろん、きちんと備えた者ですら目の焦しよう点てんが合っていない。

（わたしも、さっきはこうだったんだ）

　悟さとってジュリはぞっとした。

　宝物庫から充分に離れると、物音を聞きつけた屋敷の人間が集まってきた。

　みな、ハルトに腕を摑まれた少女に目を剝いている。

「カイマン氏は？」

　ハルトが訊いた。真っ先に駆けつけてきて、口こう角かく泡あわを飛ばして少女を罵ののしりそうなカイマン氏の姿がない。

「見てきます」

　捜しに行った執しつ事じらしい男が、奥のほうで悲鳴をあげた。

「だ、旦だん那なさまが……！」

　使用人たちがあるじの部屋に向かって駆けだすなか、少女が吐き捨てるように言った。

「あたしたちをゴミのように扱うからさ」
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　少女はそのまま、ジュリとハルトが警けい察さつに連れていった。

　警察署に着いてから、叩き起こされた署長の立ち会いのもと、ジュリが少女の服を探さぐると、肌はだ着ぎのあいだからダイヤモンドの熊が出てきた。

　それが証拠となって、少女は窃せつ盗とうの容疑で逮たい捕ほされ、署に留置されている。

　詳しい報告は後日すると約束し、ジュリたちは帰宅した。多少なりとも煙を吸いこんだ影えい響きようか、頭痛がしはじめていたのだ。

　なにはさておき風ふ呂ろに飛びこみ、髪を拭きながら出てくると居間のソファにユヅルが座り、音筺をいじっていた。

「幻覚を見てひっくり返ったバッコスは、蹴られる前に音筺をわざと聞かされたんだろうね。おまえの宝は失われるよ、ザマアミロ──って意味で」

「残ざん酷こくな子守唄」。そんな言葉がジュリの脳のう裏りに浮かんだ。

「カイマンのオヤジ、怪我したんじゃない？」

　ユヅルに訊かれてジュリは絶句した。どうしてわかったんだろう。

「犯人が殴ったんでしょ？　渾こん身しんの恨みをこめてね」

「うん。そうなんだって、あの子が言ってた」

　宝物庫に忍びこんだエリナという名の少女は、取調室で取りだされたダイヤモンドの熊を前に動機を明かした。

「カイマンさんは厳しくて、ずいぶんひどいことも言われてきたみたい。お屋敷勤めにはそういうところもあるから我が慢まんしてきたけれど、つらかったって」

「そんなときに、悪あく魔まのささやきがあったわけだ。『お嬢じようさん、憎にくい雇い主に一杯食わせてやりませんか？』って」

「うん……」

　ほぼユヅルの言った通りのことをエリナは喋った。お使いで町に出たとき、知らない青年から声をかけられたこと。警戒したが結局はお茶をともにし、帰り際ぎわには承知していたこと。

　予告状は青年の指導でエリナが書いた。警けい備び網もうをくぐるための香を渡され、小細工のために恨みのある主人だけでなく、全員を殴りつけることを約束させられたのだという。

「あの子、今回カイマン氏が宝を守らないのは知っていたから、真っ先に殴りに行ったんだって」

　逆に廊下で見張りをしていた傭兵たちは、帰りがけに傷つけるつもりだったそうで、彼らは負傷を免まぬかれた。

　それらを話して聞かせても、ユヅルはべつだん驚きもしない。

　むしろ、考えていた通りの結末だったという表情である。

「ハルトさんが、これまでの四件も辞めていった子たちの犯行だろうって」

　彼らは辞めたのではなく、逃とう亡ぼうしたというのだ。

「当然」というのがユヅルの返答だった。弟の千せん里り眼がんに驚きながらジュリは訊いてみる。

「ねえ、ユーちゃん。いつからわかってたの？」

「最初から。屋敷の使用人はともかく私兵や警察官までもが、ことごとく昏倒なんて不自然すぎる。なんらかの方法で操あやつったんだろうと考えた」

「あのとき『もれなく？』って訊いたのは、不自然だと思ったからなの？」

「そう。警備の人間が操られたのだとすれば、彼らが同時多発で襲撃されたと思いこんでいてもおかしくない。事前準備があったのに、だし抜かれたこととの矛盾も解消される」

　そのため、ユヅルはまず、催さい眠みん術じゆつを使う盗賊ではと疑ったのだそうだ。

「でもそこで二つめの矛盾だ。催眠術を使えるのならば、全員が怪我を負っている理由は？」

「ええと。操ったことを隠したかった、とか」

「集まった証言を聞く限り、操ったこともその方法も判明してなかったと思うけど」

「邪魔するぞ」

　ふいにハルトの声が聞こえ、ジュリは跳とびあがりそうになった。

　店に声をかけたがでなかったので、住居まで入ってきたのだろうハルトが、居間の扉を開ける。

　風呂あがりで濡れた短髪はいつもよりも色が濃く、昏くらい炎のようだ。

　ハルトは祝い酒代わりのケーキと紅茶を持参していた。

「でも、カイマンさんが怪我をしたのに」とジュリは気にしたが、ハルトは「俺たちの任務は、宝を守ることだ。あるじじゃなく」とそっけない。

　やはり、カイマン氏の怪我は自じ業ごう自じ得とくだと思っているのだろう。

「報酬、出ると思いますか？」

　それも気になっていたのだが、ハルトの答えは「ださせる」だった。

　ハルトがさっそくケーキを切り分け、紅茶を淹れるのを見ながらユヅルが解答した。

「全員に怪我をさせたのは、特定のだれかへの恨みを隠すため。そう考えるほうが、しっくりくる。ところで、盗むと予告を受けたものは、高価だけれど役に立たない、けれどあるじにとっては思い入れのあるものだったよね」

　ジュリたちがうなずくと、ユヅルが訊いた。

「さあ、主人に恨みを持ちやすいのってだれ？　不愉快な応対をされた客？　一度くらいであそこまでしたら、それはビョーキだ。数人が結託するのも、論外。赤ん坊の生まれる盗賊一味なんて、どうしちゃったの頭大丈夫レベルだから」

　ばっさばっさとジュリの推理を斬ったユヅルが、紅茶のカップを優雅に口へ運ぶ。

「ごく普通に考えるなら、主人の横暴にある程度の年数を耐えている周囲の人間。すなわち家族か使用人てことになると思わない？」

「店の様子を探らせて、犯人は使用人だと確信したわけか」

　ハルトの言葉に、ジュリは目を丸くした。

「え。それ初耳。ユーちゃん、だれに頼んだの？」

「ジュリって馬鹿なの？　自覚ないの？」

「へ？　おねえちゃんに？」

「食器店に寄る、手袋の件を尋ねる、飾り窓の確認」

　ハルトに言われて、間抜け顔を晒さらしていたジュリはようやく気づいた。

「あ──！　ヒルコ食器店、カイマン宝石店！」

　手袋を注文してあった『薔薇の微笑み』の店主はバッコスだ。

「もしかしてユーちゃん。フレイ通りのクレープって言ったのも、屋台のすぐ後ろがノートン材木店だから？」

「ほかにどんな理由が？　あんな猫の餌えさ」

　たしかに「にゃにゃご」にあげていたけれど……。

「ハルトさんは気づいたんですよね？　だから『ついで』って、お店で事件の話をだしてみたりしていたんでしょう？」

「まあな」

「そうだ、ハルトさん。ハルトさんはどうしてなんともなかったんですか？」

　のどと鼻を覆っていたのに、ジュリは幻覚に吞まれかけた。あとでわかったのだが、正気づいたのはハルトが手ぬぐいを湿しめすために携けい帯たいしていた水をかけてくれたからである。

「おまえを含め、みな装備が甘かったんじゃないのか？」

（それを言われると……）

　とはいえ、香を持ち歩いていたエリナは平気だったのだから、ハルトと二人きりになるのだと、多少見た目にこだわってしまったせいだと証明されたようなものだ。

「次から気をつけろよ。しかし、おまえはつくづく性悪なガキだな」

　ジュリを諭さとしたハルトは、次いで呆れたような眼差しをユヅルに向ける。

「目の周りににんにく、はいやがらせだろう？」

「え？」と驚くジュリに、ハルトが答える。

「煙というから、燻いぶし対策なのかと塗ってみたんだがな。お香だったろう？」

　作用は強力だが、あの煙は吸いこまなければ効果がなかったらしい。

「でも、ユーちゃんでも、さすがにそこまではわからなかったとか」

「まさか」とハルトとユヅルの声が被さった。

「でもじゃあ、ユーちゃん。どうして、そんなこと」

「訊かないでやれよ。やきもちだなんて、口が裂さけても言えないだろう？」

　騙された仕返しなのか、ハルトがケーキを並べながら澄まし顔で言った。

　ユヅルがこめかみをひくつかせたのも、どこ吹く風だ。

「にんにく料理だけじゃ不安で、だめ押ししたんだもんな？」

　ハルトの言葉にジュリはまごついた。

（だからユーちゃん、自分はほとんど食べなかった……とか？）

「部屋で食べる」

　ケーキ皿と紅茶のカップを持ったユヅルが、有う無むを言わせず部屋を出てゆく。

「えっ。待ってよ、ユーちゃん。いまのはハルトさんの冗談だってば」

「笑えない」

　おこぼれを期待して、「にゃにゃご」がのどを鳴らしながらついてゆく。

「どうしよう。もう、ハルトさん」

　ジュリは非難したが、ハルトは「事実だ」と澄ましている。

「うまいぞ、食えよケーキ」

　勧すすめられても、自室に行ってしまったユヅルが気になって仕方がない。

「訊きたいことがあるんだが、いいか？」

　やきもきしているジュリにハルトが言った。なんだろうと目を丸くしつつもうなずく。

「あのとき、どんな幻覚を見たんだ？　美女か？」

「いいえ。強しいて言えば、美しいところは共通してますけど」

「言ったこととか、覚えてるか？」

　訊かれたジュリは首を振る。

「切せつ羽ぱ詰つまった状況だったので、正確には。もしかして、わたし叫さけんでましたか？」

　ジュリが焦あせると、ハルトはなぜか傷ついたような笑みを浮かべたので、それでジュリは思いだしたことがある。

「だけど、噓をついたみたいで胸が痛くて。あのときは、とにかくユーちゃんを逃がそうと夢中で、それさえ叶かなえばって──あわわわわ」

　口を滑らせそうになったジュリはごまかし、間が持たなくなって言った。

「あの。ごめんなさい、ハルトさん。わたしユーちゃんを見てこないと！」

　胸のざわつきが静められず、ジュリはバタバタと二階に逃げていった。




　一人居間に残されたハルトは、ユヅルの部屋の扉がひらき、せわしなく閉まる音を聞いた。

　ときどき、ジュリが弟の機嫌を取っている声が聞こえてくるような気もするが、途切れ途切れなので、さだかではない。

　ハルトは自分の分のケーキを食べ終え、紅茶を飲み干すと食器を洗った。水切り籠かごに並べると、店を通って表に出る。

　満天の星空を見あげると、知らず苦笑が漏れた。

「やっぱり、あいつを逃がすためだったのか」

　おそらくユヅル（幻まぼろし）が、自分が避ひ難なんする条件としてハルトとの絶ぜつ縁えんを迫せまったのだろう。

　ハルトさんなんか嫌い。

　本音を言えばショックだった。幻覚のなかでまで、邪魔なクソガキめと思ってしまう。

　おまけに、ジュリもジュリで、弁当を作る申し出の意味も、夕食の仕出しも、ハルトがわざわざ『漢ステーキ』を頼んだ気遣いにも、気づいていないに違いない。

　どのみち、にんにくはユヅルのいやがらせで相そう殺さいされてしまったのだけれど。

「それでも」とハルトは思う。

　噓をついたみたいで胸が痛い、とジュリは言った。「みたい」と無意識なのが不安だが、もしかしたらジュリも……。

　ハルトの胸の奥が、ほんのりと温かくなる。

　──この町に流れ着いた日、ジュリはハルトの希望の灯ひになった。疲れきって、雨を避ける気力もなく歩いていたハルトに駆け寄り、傘かさを差しかけてくれた。

「使ってください、風か邪ぜ引いちゃいます」ととびきりの笑顔を見せ、自分は鞄かばんを雨よけ代わりに駆けだした。

　薄汚れた服装の、破れかぶれになった男に、微み塵じんもためらいはなかった。

　心が甦よみがえった気がした。

　せめて礼を言おうと、ハルトはジュリの駆けこんだ酒場の扉を開けた。じつはジュリは隣の『おたすけ屋』に帰ったので見間違いだったが、それが『傭兵酒場』との縁になり、身を落ち着けることに決めたのだ。

「あの悪魔みたいなガキがジュリの弟でさえなければな」

　いまごろもっと親しくなれているはずなのに。

　愚ぐ痴ちめいたことをつぶやいたハルトは、ひょいと肩をすくめて酒場に帰る。

「まあいまは、脈みやくがありそうなあたりで──よしとするか」























　くたびれた書しよ類るい鞄かばんを抱かかえた初老の男が『おたすけ屋』にやってきたのは、春も間近なある日の午後のことだった。

　建てつけの悪い扉とびらが軋きしみながらひらく音で、傷だらけの書き物机の上に広げた紙片をにらみつけていたジュリは、はっと顔をあげて笑顔で立ちあがる。

「ようこそ、おたすけ屋へ」

　頭頂部の薄くなった初老の男はなぜかジュリに目を瞠みはった。次いで不安そうな表情を作ると、背後を振り返る。

「おまえの店、人ひと捜さがしもするだろう？」

　そう言いながら、小柄な男の後ろからひょいと顔を覗のぞかせたのは、隣となりの『傭よう兵へい酒場』の店員ハルトだった。

「人捜しは、腕うでっぷしが頼りのうちよりも、こっちのほうが向いているような気がするんで連れてきたんだが──、いま、仕事を受ける余裕はあるか？」

「ありますぜんぜんっ！　いえあの、大丈夫ですゲホガホ」

　大喜びは警けい戒かいされるだろうと、ジュリは咳せき払ばらいでごまかして男にソファを勧すすめた。

　隣はそろそろ開店準備の時刻だ。忙いそがしいハルトは店に戻るだろうとジュリは考えたのだが、予想に反して手近な椅い子すを引き寄せた。

　なのでジュリは台所から三人分のお茶を運び、カップを初老の男、ハルト、自分の前に置いて、閉めたばかりの机の蓋ふたを開けると、ペンと手て帖ちようを取りだした。

　聞き取りをはじめる気まんまんのジュリに、初老の男は面食らう。

「ええと。こちらは、あなたが一人で切り盛りしているのですか？」

「ご心配なく。もう一人、天使のように賢い者がおりますので」

　男の不安を解消しようと、ジュリは笑顔でユヅルを挙げた。ユヅルが「天使のよう」で「賢い」のは噓うそではない。が、興味を持つか否いなかは神のみぞ知るところだろう。

　それでも男はいくぶん安心したようだった。名刺を一枚渡してくる。

「センシュウ記念博物館　学芸員　ヤナギダさま」

　クラシカルな綴つづり文字を苦労しながら読みあげると、ヤナギダはうなずいた。

「ミズキ通りにあるのですが、ご存じでしょうか」

「ミズキ通りにはときどき行きますが……。すみません、勉強不足で」

　大通りから一本入った、粋すい人じんの好む逸いつ品ぴんばかりを揃そろえた高級店が、ここに一軒、あちらに一軒と看板をあげている通りである。

「〈稀き覯こう本ぼん愛好会〉をご存じですか」と訊きかれたジュリが肯こう定ていすると、その少し先にあるのだという。「黒い壁かべに金きん枠わくの窓の屋や敷しき」と聞いて、ああ、と手を打った。

「あそこ、博物館だったんですね。なんのお店だろうと思っていたんですけど」

　扉には金属のパネルが留とめられており、簡略化された人型の胸むねのあたりに光が輝かがやいているような図案と文字が書いてあったのだが、凝こりすぎた書体でまったく読めなかったのだ。

「前に一度、入ってみようかなと思ったことがあるんですよ」

「残念ですが、その場ではお断りしたでしょう。こちらは会員制の博物館ですので、ご会員でないかたには、予約をしていただいているのです」

「展示されているのは、一般には縁えんのない珍めずらしいものなんでしょうか？」

「そういうわけではなく、亡なくなられたセンシュウさまが私財を投じた、いわば私設の博物館なのです。で、ご会員さまは、趣しゆ旨しにご理解をいただいたかたがたとなります」

「なるほど。それでええと、人捜しというのは」

「捜していただきたいのは、一人の少年なのです。それはそれは美しい少年で」

「美少年？　ユーちゃんとどっちがかっこいいかしら!?　いえあのっ。ご心配ですねっ」

「そうなのです。いまごろどんな目に遭あわされているのかと思うと、夜も眠れず」

「待ってください。つまりその子がいなくなったのは、家出や迷子ではなく──？」

　ヤナギダの言葉に引っかかりを覚えたジュリが問うと、初老の男は切せつ羽ぱ詰つまった表情で、唇くちびるを嚙かんで認めた。

「はい。誘ゆう拐かいされたのです」







「誘拐された少年を、普段迷い猫ねこなんかを捜しているジュリに任せるって？　そのヤナギダってジイさんは馬ば鹿かなの？」

　あらましを話し終えたジュリに、ユヅルは辛しん辣らつな口調で返した。手にしているのは高級食器店に入荷したばかりの、深い青色をした海外高こう級きゆう窯がまの新作、〈午後の海〉のカップだ。

　中身は薔ば薇らのジャムを溶かした薫かおり高い紅茶。同じシリーズの平皿には焼きたてのスコーンが二つ、濃のう厚こうなクリームを添えて載せられている。

「どうせはじめは市し警けいに駆かけこんだんだろうけれど、体制的に緊急度が低ければ『それなり』の捜そう査さしかできないわけだし。届けは受けつけるけれど、本気で捜したいなら専門家雇やとえ──って図式で、体ていよく追い払われたんでしょ？」

「どうしてわかるの、ユーちゃん」

　門前払いを食らい途方に暮れるヤナギダに、傭兵酒場を教えたのは市警の人間なのだそうだ。それで彼は柄の悪いこの界かい隈わいにやってきて、さらにジュリを紹介されたのである。

「だって、これが真の誘拐なら市警の仕事だから。まあ、警察を介入させるなという脅おどしを受けて傭兵を頼む可能性はあるけれどね。そういう場合なら、ハルトだってうちに持ちこんだりしないだろ？」

　身代金の受け渡しや人ひと質じちの救出なら、傭兵酒場の得意分野だ。

「そうやって消去していけば、おのずとわかるわけ。つまり、誘拐された少年は人形なんだろうって。平たく言って、博物館から展示品が盗まれたんでしょ？」

　その通りだった。ぴたりと当てている。

　感心しきりのジュリに、ユヅルが言った。

「もう盗とう難なんはお腹なか一杯。まさか、今回も予告状が来てるとか言わないよね？」

「うん。いまのところ、そういうのはないみたい。ただ、気づいたら人形が一体、足りなくなっていたんだって」

「その言いかただと、人形は常設展示じゃないわけだ」

　どこまでユヅルはすごいのだ。とジュリは舌を巻いた。

「そうなの。ときどき、特別展示をする大切な人形だったんですって」

「で、虫干しだか展示品の入れ替えのためにだそうとして、盗難発覚か」

「わかったのは今け朝さだそうよ。そこにしまったのは、前回の展示を終えた一ひと月つきほど前らしいの。わたしたちがちょうど、〈残ざん酷こくな子こ守もり唄うた〉事件に関わっていた時期」

　あれは、日ごろあるじに不満を持つ若い使用人たちが起こした事件だった。その後ご日じつ譚たんをハルトに聞かされたのだった、とジュリは思いだす。

「そういえば、あのとき捕つかまえた見習いメイドの子、警察を脱だつ走そうしたそうよ」

　しおらしくしていたので、たかが子どもだと見張りが油断したらしい。

「もちろん捜索したらしいけど、それきり行方ゆくえ不ふ明めい。結局、あの子にお香を渡したのがだれかも、わかってないみたい」

　見習いメイドのエリナは、頑がんとして口を割らなかったという。五つの事件のうち、犯人が捕まったのは一度きりだ。なので、エリナの逃とう亡ぼうにより手がかりは失われてしまった。

「あの子、どうやって逃にげたと思うユーちゃん？」

「興味ないし」

「んもう、せっかくハルトさんから教えてもらったんだから聞いてよ。どうやら、あのお香の残りを使ったらしいの」

　ランプの火を使って香を焚たき、幻げん覚かくを見ている見張りを唆そそのかして鍵かぎを開けさせたようだった。それを聞いたユヅルがかぶりを振り、「違うでしょ」と言う。

　なにが違うのかとジュリは訊いたが、ユヅルは答えなかった。どうでもいいことなのだろう。カップをソーサーに戻して、スコーンを指さす。

　ジュリはスコーンを二つに割り、クリームを塗ぬって渡しながら言った。

「でね、人形捜しの件なんだけれど。引き受けようと思うんだ」

「それで今月の支払い、四十四万とんで八十五ギリムが捻ねん出しゆつできるならね」

　具体的どころか正確な支払い額を挙げられ、ジュリは胃いに差しこみを覚えた。むろん、ヤナギダが訪ねてきたときににらめっこしていた紙片は、各種請求書だ。

「ヤナギダさん──というか、博物館には、高額の成功報ほう酬しゆうをだす用意があるみたい」

　人形を取り戻せるなら、いくらでも支払うとヤナギダは言っていた。

「大丈夫なの、その人。正常な判断ってできてる？」とユヅルが呆れ顔をする。

「っていうと？」

「だから、ジュリってなんでも屋でしょ」

　失うせ物捜し専門じゃないだろう、と言われたジュリは笑い飛ばした。

「やだなあユーちゃん。わたしがじゃないよ？　うちがおたすけ屋なんだもん。おねえちゃんとユーちゃんで、困っている人を助けていこうよ」

「話が通じなくて、いっそ清すが々すがしいよジュリ」

「？？？　ああ、ヤナギダさんがうちを選んでくれた理由のこと？　ユーちゃんがいるって売りこんだからじゃないかなぁ」

　遅まきながら言葉の意味を理解すると、「迷めい惑わく」とユヅルが眉まゆ根ねを寄せて横を向いた。

「そんなこと言わないでよ、ユーちゃん。おねえちゃん、この仕事が必要なんだもん。とにかく明日、ハルトさんと博物館に行くことになったの。館長さんが詳くわしい話をしてくれるそうだから」

「ハルト？」

「優しいよね？　迷惑かけるからって断ったんだけど、仕事を回した責任があるって言ってくれて」

「ジュリって馬鹿なの？　一人じゃ仕事もできないって、見下されてるの理解しなよ」

「やだ、ユーちゃんたら。その受け取りかた、ひねくれてるよ？　大丈夫、ハルトさんはそういう人じゃないから。ね？」

　笑って同意を求めたが、ユヅルは機き嫌げんを損そこねたようだった。むっつりしたため息は、「退室せよ」という合図だ。

　そっと部屋を滑りでるジュリを、尻尾しつぽをぴんと立てた「にゃにゃご」が送ってくれた。
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　センシュウ記念博物館は人形専門の博物館だった。

　玄関脇に飾られていた胸きよう像ぞうのプレートによると、センシュウ氏が亡くなったのは半年前で、享きよう年ねん九十歳だったようだ。

　博物館の展示法は一風変わっていた。人形を陳ちん列れつ棚だなに並べるのではなく、ソファに座らせたり、読書机で本に向かわせたりしているのだ。

「なんだか展示っていうよりも、生活を覗き見しているみたいね」

　玄関で待っていたヤナギダの先導で廊ろう下かを歩きながら、ジュリはそんな感想を持った。

　内ない装そうも博物館らしくなく、豪ごう奢しやな調度品でしつらえたごく普通のお屋敷だ。そこに内緒話をしているふうだったり、寝台でくつろいでいるように見える人形が配置されている。

　不ふ思し議ぎと言えば不思議で、不気味と言えば不気味だ。

「あの人形、綺き麗れいねえ。でもユーちゃんなら、あそこにそのまま座れるよ？」

　廊下の途中にもうけられた読書スペースをジュリが指さすと、ヤナギダがぎょっと跳とびあがって振り向いた。

「いえあの、冗じよう談だんです。展示品が傷つくような真ま似ねはしませんので」

　目を剝むいたヤナギダを安心させようと、ジュリは愛想笑いする。

（人形がすっごく大事なものだっていうのはわかったよ、うん……）

　ユヅルは姉馬鹿丸だしのジュリをしれっと無視し、しんがりをついてくるハルトは苦笑していた。といっても彼の苦笑は、待ち合わせ時間にユヅルが当然のごとく現れたときからはじまっているのだが。

　今日のユヅルの「お出かけ着」は、良家の子し息そくふうだった。

　膝ひざ小こ僧ぞうが、不変の愛らしさである。

　ヤナギダがジュリたちを館長室に案内すると、小柄な老人が華きや奢しやな老婦人と喋しやべっていた。すがる口調の老婦人を、老人がうるさそうにあしらっていたのだが、ジュリたちの登場にはっとして口をつぐむ。

「お話し中でしたか、失礼しました。ハイジマさま、『おたすけ屋』のジュリさまと、弟のユヅルさま。それからハルトさまをお連れいたしました」

「いらしてくれて助かったよ。館長のハイジマです」

　握あく手しゆを求めた老人の声はひどくしゃがれ、痰たんがからんだようにのどに引っかかった。

　ハイジマの年齢は六十代だろうか。かなり瘦やせており、高級そうな上着の下に着こんだシャツも、首回りが浮いたように空いている。

　もとは金きん髪ぱつだったらしい髪かみも、褪あせて乳のような色に変わっていた。青かったと思われる目も濁にごり、灰色がかってきている。

「申しわけない。少々、体調が思わしくなくてね。どうぞ、そちらにおかけください」

　ハイジマがジュリたちに応接椅子を勧めているあいだ、老婦人は所在なげに立ち尽くしていた。ジュリたちに不安そうな眼まな差ざしを投げてはハイジマを見み遣やるが、気づいていないのかあえて知らぬフリなのか、ハイジマは老婦人を振り向きもしない。

　ジュリたちが室内をきょろきょろ見回しているうちに、ハイジマはさっさとソファに腰こしを下ろした。ヤナギダは執しつ事じのようにその後ろに控ひかえたが、老婦人はあいかわらず、どうしたらいいのかわからないふうにもじもじしている。

　老婦人がどんな立場の人なのか知らないジュリでは、一緒に席に着くよう勧められない。居い心地ごこちの悪さを感じていると、老婦人はふいと顔を背そむけて出ていった。

　いたたまれず逃げだしたような靴音に、あと味の悪い思いが広がる。どうにも説明のしようがないのか、ハイジマも苦笑を浮かべるばかりだ。

　その雰ふん囲い気きを変えたのはユヅルの歓かん声せいだった。

「すごい。初代のレイリーだ。〈金髪の兄きよう妹だい〉シリーズは、初めて見た」

　ユヅルは、花柄の厚あつ織おり布ぬのを張った小さな寝椅子に駆け寄った。寝椅子の上では着飾った陶器人形の少年少女が、幸せそうに寄り添っている。

　ユヅルが人形に手を伸ばしかけるのを見て、ヤナギダが悲鳴をあげた。

「あっ、それはマックスさまの私物で──！」

「いや、かまわない」

　ハイジマが取りなすと、目を輝かせたユヅルが少年のほうを取りあげた。

　人形は〈金髪の〉と冠かんされている通りの見事な髪色をしていた。兄のほうがややくせ毛で、妹は直毛を背のなかばまで伸ばしている。目はどちらも青色で、文もん句くなしの美形だ。
















「レイリー社というのは、陶器人形の本場の老舗しにせでしてな。いまでこそ職人を置いて大量に生産しているが、もとは小さな工房だったのです」

　感かん激げきしているユヅルとは裏腹に、いま一つ価値にピンときていないジュリたちにハイジマが解説した。

　初代レイリーというのは二百年前に工房をはじめた人形師レイリーを指し、わかっているだけで生しよう涯がいに三百八十二体を作り、現存するのは十体ほどなのだという。

「正確には、八体ですな。そのうちの五体を我が博物館が有しております」

「もしかして、盗まれたというのも初代レイリー？」

　目を瞠ったユヅルが尋たずねると、ハイジマは重々しくうなずいた。

「最高傑けつ作さくである〈黒髪のミシェル〉──と言えばわかりますかな？」

　作品名を聞いて、ユヅルが口に片手を当てた。

「おまえが絶句するほどのものなんだな？」と尋ねるハルトに、ユヅルが肯定する。

「完成品はただ一体しかない。この〈金髪の兄妹〉シリーズもすばらしいけれど、価値としては比べものにならないよ」

　この人形もずいぶん高価そうだけれど……と、ジュリは寝椅子に飾られている人形を眺ながめた。こちらはおそらく、二体揃っていてこそ価値があるのだろう。

「でも、この並べかただと、なんだか兄妹じゃなく恋人同士みたいですね」

　仲むつまじそうな人形にジュリが感想を述べると、ハイジマとヤナギダが揃って目を剝いた。どうやらこの並べかたにも意味があるらしく、とんでもない野や蛮ばん人じんを見る目つきだ。

「この件、ジュリの手には負えないんじゃないかなぁ」

　人形を寝椅子に戻したユヅルまでがそんなことを言った。不安になってきたジュリは、ソファに戻りながらハイジマに申し出た。

「あのう。もし、わたしでは荷が勝ちすぎるとお考えでしたら、ほかを当たってください」

「いや。きみで──というより、きみたちでかまわない」

　ハイジマは微み塵じんもためらわずに返事をした。

「ヤナギダから『天使のように賢い』スタッフがいるとの報告を受けているよ。それは弟さんのことだろう？　ならば安心だよ。ここは、若い人に賭かけてみたいのだ」

「理由を訊いても？」

　胸の前で腕を組み、ハルトが口をひらいた。

「ヤナギダが説明したと思うが、うちはセンシュウ氏が人形管理のために設立した博物館で、あまり外界との接点がないのだ。恥はずかしい話、我々も世間に疎うといときている」

「高価な人形の登場しそうなオークションや、盗品売買ルートを知らないということでしょうか？　だったら任せてください！　わたし、いくつかツテがありますので」

　ジュリは胸を張った。この街のオークションハウスの支配人も故買屋も、顔見知りだ。

「じゃあまず、人形が流出しそうな場所を捜すのでいいでしょうか？」

「落ち着きなよジュリ。先に状況を訊いたら？　たとえば昨日の朝、紛失がわかるまでに変わったことはなかったか──とか」

　ユヅルに促うながされ、ジュリは咳払いした。

「そうか。ごほん。では、それを教えていただけますか？」

「特にありません」とヤナギダに言われて、ジュリは肩かたすかしを食う。

「そのあいだ、ほぼ一月ありますよね？　なのに、なにも？」

「はい。何度も言っておりますが、こちらは会員制の博物館です。訪問者は限られていますし、それほど多くもないので」

「新しく会員になったかたや、素す性じように疑問のあるかたはどうでしょう」

「どちらもありません。会員になるには、厳格な審しん査さを受けねばなりません。そのときに素性のほうも調べることになります」

「もちろん、働いているかたがたも潔けつ白ぱくですよね」

　ジュリの問いに、ハイジマもヤナギダもうなずく。

「当館の職員は、館長のわたしと学芸員のヤナギダのほかに、二人しかいない」

「具体的には？」とハルトが訊くと、副館長と学芸員がもう一人だという。

「副館長はわたしの姉ですし、もう一人の学芸員はセンシュウ氏の忘れ形見のお嬢じようさんで、疑うことすら馬鹿げているよ」

　ジュリは先ほどの老婦人を思いだした。彼女がハイジマの姉で副館長だろう。

「最近、人形を売ってほしいと接せつ触しよくしてきた人物は？」とハルト。

「いや。そういう人物がいれば、真っ先に疑うし挙げているよ」

「あ！　出入りの業者さんは？　こんなに広いお屋敷だと、お掃そう除じも大変ですよね」

　ジュリはひらめきを口にだす。二階建ての屋敷は、部屋数が三十室くらいありそうだ。

「業者は使っておりません」とヤナギダ。掃除は、会員が持ち回りでしているという。

「念のため、この一月の会員の出入りの記き録ろくなどがあれば、見せてもらえますか？」

　ハルトが言うと、ハイジマがヤナギダを促し、机から記録簿ぼを取ってこさせる。

　記録簿は黒くろ革かわで装そう丁ていされており、玄関扉と同じ図案と洒しや落れた文字が金きん箔ぱく押しされていた。文字のほうはおそらく「記録簿」とか「入館者名簿」と書いてあるのだろうが、凝りすぎていて判読不能だ。

　名簿は会員が自分で入退館を記録する仕組みだった。

「ジュリアン、ジュリアン、マリー、エヴァ。ハイカラな名前のかたが多いんですね」

　名簿に目を通したジュリが感心すると、ハイジマが笑って否定した。

「いや。それはすべて、当館所蔵の人形の名前だ。会員は気に入った人形の名を名乗ってよいことになっているので」

「だから、館長さんはマックスって呼ばれたんだ」

　納得するユヅルにハイジマがうなずいてみせ、ついでにジュリたちに説明した。

「この〈金髪の兄妹〉がわたしのお気に入りでしてな。マクシミリアンとマジョリカ、という名前なのですよ」

　ちなみに、マクシミリアンの愛称はマックスである。

「失礼します」

　廊下から声がかかって、黒髪を一つに束たばねた眼鏡めがねの女性がお茶のトレイを運んできた。大柄でふくよか。体重はジュリの倍以上ありそうだ。三十代なかばくらいに見え、女教師のようなリボンタイつきのブラウスに、ロングスカートを合わせている。

　ハイジマは笑顔で礼を言おうとして、ふいに咳せきこんだ。女性は急いで背後に回り、ハイジマの背中をさすってやる。

「すまない。もう大丈夫だよ」

　咳を鎮しずめたハイジマが女性を優しく押しやると、女性はジュリたちに軽くほほえんで退室した。雰囲気が職員らしいので消去法でいくと、彼女が故センシュウ氏の娘だろう。

「そうだ。あのう、言いにくいんですけれど、わたしたちを雇うことを副館長さんに反対されていたりしますか？」

　ジュリがそう尋ねると、ハイジマは怪け訝げんそうな顔をした。

「いいや。むしろ、外部の手を借りようと言いだしたのは姉だよ」

「でも、わたしたちじゃ頼りないと思われていたりとかは……」

　老婦人がなにか言いたげにしていたのは、「本当にこの子たちに任せるの？」という気持ちからだったのかもしれない。だがハイジマは、ジュリの気き後おくれを一いつ蹴しゆうした。

「一切の決定権はわたしにある。わたしが頼むと言っているのだからいいのだよ」

（そうなのかなぁ）

　釈しやく然ぜんとしなかったが、人間関係に口をだしてもはじまらない。

　とりあえず、訊くべきことは訊き終えたので、次は現場に案内してもらうことにした。




〈黒髪のミシェル〉が普段しまわれていたのは、屋敷の側そく棟とう部分の二階にある一室だった。ヤナギダがあけてくれた部屋の豪奢さにジュリは目を瞠る。

「こちらは、故センシュウ氏の私室でした」

　部屋はセンシュウ氏の生前そのままに保たれているようだった。読みかけのまま伏せられた本や、燃えさしや灰の残る暖だん炉ろ。

「〈黒髪のミシェル〉はセンシュウ氏がもっとも気に入っていた人形でした。なので亡きあと、ここに置くことに決めたのです」

　つまり「しまう」と言っても引きだしに入れるのではなく、この部屋に置いておいたということらしい。

　部屋の扉に鍵はかかるが、ナイフ一本で簡単にこじあけられそうなしろものだ。

「高価なものを置いているのに、防犯に気をつけようとは思わなかったんですか？」

　ハルトがもっともなことを訊くと、ハイジマもヤナギダも恥じ入るそぶりを見せた。

「そう言われてしまうと、返す言葉もないよ。会員制だからと油断していたのだね」

「内部の人を信じるのはけっこうですが、外にも注意を向けないと」とハルトが言うと、ヤナギダが盗とう賊ぞくよけの装そう飾しよく格こう子しがはまった窓を指さした。

　外に見えているのは庭だ。このあたりの屋敷はどこも、建物の一面が表通りに接している作りで、背面に広々とした庭を配置してある。

　念のため確認したが、格子に切りこみなどは入っていない。

「報酬なのだが、無事見つけだせたあかつきには、四十万ギリムを支払おう。それまでは、日当一万。三日ごとに、進しん捗ちよく状況を報しらせるのが条件だ」

「四十万!?」とジュリは心のなかで叫さけんだ。

（この依い頼らいを成功させれば、月末の支払いができる!!）

　ハイジマの瘦せさばらえた両手を取ったジュリは、恥はじも外がい聞ぶんもなく叫んだ。

「やりますっ。ぜひとも『おたすけ屋』を使ってくださいっっ」
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「うあああああああ～、わたしって馬鹿！　どうしてあんなこと言っちゃったの」

『おたすけ屋』に戻ってきたジュリは、床で頭を抱えて悶もだえていた。

　手のこんだ意い匠しようの敷しき物ものがしかれた、おなじみユヅルの部屋である。さっさと寝間着に着替え、着ていた服はすべて脱ぬぎ散らかしたユヅルが、お帰りのあいさつに来た「にゃにゃご」を腕のなかに迎え入れている。

「ああもう、穴があったら入りたい。っていうより、時間が戻るなら自分を止めたい。だってこんな案件、絶対に無理だよね？」

　思いつく限りの質問をし、現場の検分もしたが、手がかりは欠片かけらすら見つからなかった。

「オークションハウスでも、故買屋さんでも、人形はでてないって言われちゃったし。どっちも業界に探さぐりを入れてくれるとは言うけれど……無理だろうなぁ」

　博物館からの帰りに寄ったオークションハウスと故買屋で状況を説明したが、反応は芳かんばしくなかった。

「教えてユーちゃん！　おねえちゃんどうすればいい!?」

「って、悩むほどの問題がどこに？」

　理解不能と言われて、ジュリはぽかんとした。

「だってユーちゃん。密室から、人形が盗まれちゃったわけじゃない」

「あれのどこが密室？　外から直接あの部屋には忍びこめないってだけで、屋敷の警けい備びはゆるゆる。チャンスがあれば、だれだって入れる」

「だけど、売買を持ちかけた人もなし、盗品取引ルートにも出ていない、博物館のほうも、出入りの会員にも職員にも疑わしい人はいないって言うんじゃあ……」

「ジュリはそれを鵜う吞のみにするわけだ。ふうん」

「もしかして、疑わしい人がいたの!?　やっぱり副館長さんよね、聞き耳立ててたし」

　彼らがセンシュウ氏の部屋に移ったあと、様子を探りに来ていたようなのだ。検分をすませて廊下へつづく扉を開けると、慌あわてて遠ざかったような距離に老婦人がいたのである。

　向こうはせいいっぱいの偶ぐう然ぜんを装よそおっていたが、それほど上手な芝しば居いとは言えなかった。

　だから怪あやしいのではとひらめいたのだが、ユヅルがこの世で一番の粗そ忽こつ者ものでも見るような目つきになった。

「あれ？　ユーちゃんがそういう顔をするなら、副館長さんは関係ないのか……。そうしたら、だれなんだろう。館長さん？　それとも、じつは従順な学芸員のふりをしていたヤナギダさんとか？　ううん、疑うならセンシュウ氏のお嬢さんもか」

「いま挙げた人物の、それぞれの動機は？」

「うっ……」

　突っこまれると、だれのことも疑えるほど知らない。

「そっか。そうだよね、まず、全員の調査をしてみないとだね」

「っていうか、今回、犯人は内部の人間だから」

「えっ、どうして？」

　ジュリは目を丸くしたが、ユヅルは「なんとなくね」とはぐらかすばかりだ。

（でも、ユーちゃんの言うことは正しいし！）

　ジュリは迷いなく、疑いを博物館の関係者に絞しぼることにした。

　さいわい、入館者の名簿の控えも取らせてもらっている。

　ジュリは控えの紙束をぱらぱらめくった。しかし、人形が盗まれた日の特定すらできないのだ。怪しい人物を絞りこむ以前の話である。

　ふと気になったジュリは訊いてみた。

「人形を盗んだ動機って、なんだと思う？」

「自分で考えれば？」

「じゃあええっと。なんだろう。あの博物館は職員さんも会員さんも人形の愛好家なんだよね？　だったら〈黒髪のミシェル〉を自分だけのものにしたかった──とか」

　まず、パッと思いつくのはそんな理由だ。

「じゃなければ、その逆で〈黒髪のミシェル〉が気に入らないとか」

「ふうん。詳しく」とユヅルが珍しく、追加の説明を求める。

「つまり、愛ゆえに独ひとり占じめしたい気持ちの逆で、犯人はミシェルが憎にくいあまり放りだしたかったのよ。っていうか、それだと平ひよう仄そくが合うもの！」

　はりきって脳のう内ないで論理を完結させて手を叩たたいたジュリに、ユヅルが冷静に尋ねる。

「どういう平仄？」

「〈黒髪のミシェル〉って抱だき人形なんでしょ？　二歳くらいの子どもの大きさがあるのに、どうやって見み咎とがめられずに持ちだすの？　無理だと思うの。でも、たとえば憎しみから窓の外に放りだしたとしたら……、あとでこっそり片づけてしまえばいいんだし」

「あの窓から、どうやって放りだすのさ？」

　鉄格子がはまっていたと指摘されたが、ジュリは負けなかった。

「だからそれは、たとえば隣の部屋からでもできると思うの。ね？　どうかなユーちゃん。博物館の敷地を念入りに調べたら、残ざん骸がいがでてきたりしないかしら」

「やってみれば？　自分の愚かさ加減がわかるから」

「やだなあ、ユーちゃんったら」とジュリは笑い飛ばした。悪ぶっちゃって、かわいいんだから。

「じゃあ、手はじめにそのあたりから調べてみるわね！　ってことで、おねえちゃんちょっとハルトさんのところに行ってくるから」

「ハルト？」

「にゃにゃご」ののどをくすぐっていたユヅルが、不興げに訊き返した。

「うん。お隣の営業は夜からじゃない？　だから、昼間のうちは手伝ってくれるって」

「そんな話、いつしたわけ？」

「さっき、ハルトさんが玄関まで送ってくれて、ユーちゃんが先に奥に行っちゃったあとでだけど……？」

　なんだか雲行きが怪しい。まずかっただろうか。

「あ！　報酬のことなら、ハルトさんはいらないって言うの。日当で小こ遣づかい稼かせぎができれば、それで充分なんだそうよ」

　だから、月末の支払いには影響しないと言うと、ユヅルがどこか遠いところに視線を向けて、「美にこそ魂たましいは永久に宿る」などとよくわからないことをつぶやいた。

「そうだ、ユーちゃん。〈黒髪のミシェル〉って、どんな人形か知ってる？」

　盗まれた人形の特とく徴ちようをジュリは訊き忘れていた。というか、気後れして言いだせないままだったというほうが正確だろう。

　ユヅルは寝台の奥へ這はってゆくと、おもちゃの山から黒髪の人形を引きだしてきた。

「レプリカだけど、かなり精せい巧こうな作りのやつ」

　なるほど、服の隅すみに〈嗜し好こうの逸品俱く楽ら部ぶ〉のタグが縫ぬいつけてあった。月に一度頒はん布ぷされる品物の一つだったようだ。

　実際の焼成型を使用したという「限りなく本物に近い」人形を見ているうちに、ジュリは「んー」と声を漏もらしていた。

「初代のレイリーっていう人、モデルをおいてたのかな？　っていうのはね、このあいだたまたま、こんな感じの子を見かけたんだ」

　あれもたしか、幻覚香の事件の聞きこみをしていたときだ。もちろん、あの少年が二百年前に制作された人形のモデルのはずがないのは、ジュリも承知している。

「十歳くらいの男の子だったんだけど、びっくりするくらい綺麗だったよ。もちろん、ユーちゃんのほうが何百倍もかっこいいけれど」

「は。比べるほうが、どうかしてる」

「そうだよねっ。たいていの子は十五歳くらいになるとニキビだらけの生意気なガキになっちゃうけど、ユーちゃんは違うって、お姉ちゃん確信してるからっ」

　将来「も」楽しみでうきうきしたジュリは、やらなければならないことを思いだす。

「そうだった、ハルトさんに言ってこないと」

　酒場はそろそろ開店の時間だ。仕事が忙しくならないうちに、顔を合わせておきたい。

「んじゃ、夕食ができたら運ぶからね」

　言いおいたジュリが階段を下りていると、ユヅルが蓄ちく音おん機きをかけたようだ。どぉん！　と交こう響きよう曲きよくの第一楽章が威い勢せいよくはじまった。
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　翌あくる日。ジュリはセンシュウ記念博物館の屋根に登り、雨あま樋どいの詰まりをせっせと直していた。

　きっかけはもちろん、ジュリの「お節せつ介かい」だった。もともとは、昨日ユヅルと立てた「作戦」通りに中庭で人形の欠片を捜していたのだが、昼食をだしてもらった際、テーブルのがたつきが気になって、つい直してしまった。それがミナの目に留まり、器用さを見こまれてお願いされ、ほいほい引き受けていまに至いたっている。

　ミナというのは、昨日お茶をだしてくれた女教師のような服装の彼女だ。ジュリの世話を任されたようで、ときどき見に来ては、あれこれ気遣ってくれている。

　ちなみに、ハルトは別行動だった。探ってみたいことがあるとかで、単独で動いている。

（今後も、博物館と定期契約が結べないかなぁ）

　ガーゴイルの口のなかに針金をぐいぐいと押しこみながら、ジュリはそんなことを思っていた。

　施し設せつの掃除などは会員が持ち回りでやっているそうだが、見たところ外側にまで目が行き届いているとは言いがたい。

　草むしりもテラスのひびわれ修しゆう繕ぜんも、雨樋の詰まり直しも『おたすけ屋』の仕事の範はん疇ちゆうだ。もし任せてくれるなら、ジュリは隅々まで磨みがきたてる自信がある。

　というのは、ともかく。

　人形を窓の外に放りだしたのではというジュリの推すい理りは、方向がやや明後日あさつてだったようだ。草むしりをしながら捜したのだが、人形の欠片らしきものは見つからなかった。硝子ガラスの義ぎ眼がんや、植毛されていた黒髪などもしかりである。

　まあ、もしかしたら時間が経たちすぎているせいなのかもしれないが。

　だから言うのではないが、ここは人形の持ちだし方法よりも先に、博物館内の人間関係を調べたほうがいいのではないだろうか。

　昨日から感じていたことだが、盗難に対する職員の足並みが揃っていない。気がする。

　館長のハイジマとヤナギダ、そしてミナはジュリに好意的で、気になることはどんどん訊いて、調べてほしいというのだが……。

「副館長さんだけは、やっぱりよく思ってないわよねぇ」

　朝、来訪時に顔を合わせたのだが、あいさつは聞こえないふりをされてしまった。

（そのくせ、ときどき見てるんだよねぇ）

　見ているというか見張っているというか、物もの陰かげなどからこっそり覗いている。

　さすがにジュリも剣士の端はしくれだけあって、そういう気配には敏びん感かんだった。もっとも、老婦人のほうも、それほど上手に気配を殺せていないのだけれども。

　しかし、副館長はなにをしたいのやら。ちんぷんかんぷんである。

「もしかして盗まれたのは見せかけで、人形はまだ屋敷のなかに隠されていて、いつ見つけられるかとひやひやしてるとか!?　推理小説だとあるあるな展開──ってうわぁ！」

　雨樋の詰まりが一気に取れてバランスを崩くずしたジュリは、ガーゴイルにしがみついて命を死守した。ほっと一息ついたところに、ミナが屋敷から出てきて悲鳴をあげる。

「きゃあジュリさん！　大変！」

「大丈夫です大丈夫。雨樋の詰まりも取れましたので」

　安心させようと笑いかけながら梯はし子ごを下りてゆくと、ものすごい力で抱きすくめられる。まるで、九死に一生を得た我が子に対するようだ。

「ごめんなさい。わたしが間違っていました！　あなたのようなかよわいお嬢さんに、こんな危険な真似を!!」

「いえあの。わたし、『おたすけ屋』兼剣士なんですけども……」

　服装だって、一目でわかる典型的な女傭兵のスタイルだ。

　しかしミナはてんで聞いていなかった。しきりにジュリの無事を安あん堵どしている。

「本当に落ちなくてよかった。あなたに傷でもついていたら、わたしは自分を許せなかったでしょう」

　なだめながらどうにか身を離したジュリを、ミナが母親のようにお茶の席に連れてゆく。

　淹いれてくれたお茶は、世にも不思議な色をしていた。つんと鼻にくる香りで、薬草茶なのはわかる。

　昼食時にも似たようなお茶が出たので、ジュリは怯ひるんだ。たしか「消化を助けるお茶」だったと思うが、震ふるえがくるほど苦かった。

「疲労回復に、とても効果があるんですよ」とにっこりされ、ジュリは断りきれずに口をつけ、身悶える。脳内が真っ白になりそうなほど酸すっぱい！

　口直しのためにお茶うけに手を伸ばしたが、型抜きをしたクッキーは鋼はがねのように堅く、微塵も甘さを感じなかった。

　どこで買ってきたのだろう。懸けん命めいに嚙み砕くだきながらミナを見遣ると「自じ慢まんの野菜健康クッキーですわ」と笑顔を向けられた。

「人参とケール菜の味がオツですね。でももう少し甘みとコクがあるといいかも──」

「とんでもない！　お砂糖も脂あぶらも美の大敵！」

　断固と遮さえぎられ、ジュリは昼食のメニューを思いだす。

（そうだった。お昼も小麦粉を水で溶いて焼いただけのようなパンに、塩を振った野菜を挟んだものと、向こうが透すけて見えそうな薄切りの、蒸むし鶏どりが二きれだったっけ）

　理由はともかく、ミナが脂と砂糖を強きよう烈れつに憎んでいるらしいのはわかる。

「ジュリさん、もう少し胸が豊かならよかったのに……」

　とうとつにミナが、残念そうな視線を胸元に注そそいだ。もしかしたらここは立腹すべき場面だったのかもしれないが、ジュリはつい、我が意を得たりと熱をこめてうなずく。

「そうなんですよねえ。せめて人並み、いやその半分はほしいかなぁって」

「そうなの？　まあでも、あとで詰め物を施ほどこせばいいのだし……」

　慰なぐさめなのかそうでないのか、ミナはもごもごと言い、無難な話題へと変える。

「昨日いらしてた弟さん、まるで天使みたいですね」

「他人さまから見ても、やっぱりそうですよねっっっ！」

　鼻息を荒くしたジュリは、息もつかずにユヅルのすばらしさをまくし立てた。

「ユーちゃん、あ、弟のユヅルはとっても不ふ憫びんで、あんなにいい子なのに、普段、周りの人からはあんまり褒ほめてもらえてなくって。きっと、あんまり綺麗だから反感を買っちゃうんですね。一流好みなところも、神しん童どうと言われるほどの頭ず脳のうを持っているのも、理解されにくいところだとは思うんですけれども。

　ミナさんは、高級綿めんのシーツを好み、食器は〈薔薇の微笑ほほえみ〉店の輸入品で統一、卵はレント農園からの直送、牛乳はタカナ牧場の特級乳牛のもの、パンにもお肉にもこだわりがあって、〈嗜好の逸品俱楽部〉や〈稀覯本愛好会〉に在ざい籍せき、じつは〈機関〉からもお声がかかりそうな十二歳ってどう思います？」

「最悪な金かね喰くい虫──いえ、財力があれば、問題ないかと」

「！　ですよねっっ」

　ジュリは脳内で濾ろ過かして、都合のよい部分だけを抽ちゆう出しゆつしてはしゃいだ。

「だからわたし、一いつっっ生しよう懸けん命めい働いているんです。ユーちゃんには優ゆう雅がな暮らしが似合うから。いつも笑顔でいてほしいと思うから」

「大切な人に、いつも幸せでいてほしいと願う気持ち『だけ』は、よくわかります」

「またまたぁ、ミナさんたら。『だけ』だなんて、そんな謙けん遜そん」

　ジュリが背中を叩くとミナは複雑な表情をしたが、うやむやに話を終わらせる。

「ところで、どうでしょう。雑用ばかり頼んでいて訊くのもおかしいと思いますけれど、ミシェルは見つかりそうですか？」

「が、頑張ります」

　お茶のあとで本格的な家捜しをさせてほしい、と申し出て許きよ諾だくされた。ハイジマにはミナが伝えてくれるという。

「プロの家捜しで、無事にでてくるといいのだけれど」

　ミナたちも昨夜、館内を捜してみたのだが見つからなかったのだという。

「もしかして、バラバラにして隠したのかもしれません」

　あの手の陶器人形は、内部に紐ひもがかけてあって、それを結んでつないであるのだ。紐を切れば簡単に、頭、両手、両足、胴に分けることができる。

　そうジュリが口にしたとたん、ミナが卒そつ倒とうせんばかりになった。

「やめてくださいジュリさん！　バラバラなんて、そんな恐おそろしいことを……！」

「あー。やっぱり、紐を切ったりすると、骨こつ董とうの価値ってさがりますよね？」

「そういう問題じゃありません！」

　ぴしゃりと言われたジュリが「じゃあ、どういう問題なのだろう？」と内心首をひねっていると、ミナが我に返ったように取り繕つくろった。

「すみません。わたしたちにとって、ここの人形はとても大切なものなので」

「そ、そうですよね」

　ヤナギダの取り乱しっぷりといい、それはいやでもわかる。

「だけど、どうしてこんなときに」

　ミナが肩をすぼめてうなだれた。ジュリが問いかけようとすると、眉根を寄せたミナが上うわ目め遣づかいになって訴うつたえる。

「館長の具合が思わしくないんです。本人も覚かく悟ごしてますけれど、あと一月持つか」

「そんなにお悪いんですか」

「ええ。安らかでいてほしいときなのにと思うと、悔くやしくて」

　ミナにとって、ハイジマは父のような存在なのだろうか。いや、それ以前に、実父を亡くしてまだ半年だ。また大切な人を喪うしなうには時間が短すぎる。

　両親の悲報を聞いた日を思いだし、ジュリはしんみりした。ハイジマの死が避さけられないものなら、なんとかその日までを幸せに過ごしてほしい。

「ミナさん。わたし、せいいっぱいやりますから」

　決意をこめて言うと、ミナが憂うれい顔にかすかな希望を灯ともした。

「お願いします」







「ユーちゃん。わたし推理したんだけど、犯人はハイジマさんに恨うらみのある人じゃないかと思うの」

　帰宅したジュリは、その日一日考えていたことをユヅルにぶつけてみた。

　場所は一階の、ちんまりと居心地のいい居間だ。ハルトが申し送りに来てくれているので、ユヅルのほうが下りてきたのだ。

　二階の王国は、家族以外立ち入り禁止だった。ユヅルの口から直接聞いたわけではないが、雰囲気でそこは察せられる。

「ジュリにしちゃ、なかなか的を射いてるよその推理」、とお褒めの言葉をいただいたジュリは小こ躍おどりした。そのとたん「でも」とつづいたので、神しん妙みように耳を傾かたむける。

「動機は聞かなくても間違ってるから」

「ありゃ？　わたし、跡目争いかなにかかしらと思ったんだけれど」

「へえ」

　ユヅルが目を瞠ったが、どういう意味なのかが読めない。

「もしくは、残り少ない日々を心安らかに過ごさせてやるものかっていう──復ふく讐しゆう？」

「俺だったら、こっそり盗まずに華はな々ばなしくやるがな」とハルトに言われて、ジュリは人形の紛失時期がはっきりしないのを思いだした。

「そっか。人形がないと騒さわぎ立てないと、心労を与えられないですよね」

　今回、人形を確認したのはたまたまだったのだという。定例の展示日などであれば、確実に発覚するから狙ねらうのもアリだが、偶然に賭けるとは考えにくい。

「あ、でも。その『たまたま』確認したっていうのが、芝居だったら？」

「そこに人形がないことを承しよう知ちで見に行って、わざと騒ぐってことか？」とハルト。

「確認したの、ヤナギダでしょ？　じゃあヤナギダは、なぜハイジマを恨んでたわけ？」

　ユヅルに突っこまれてジュリは詰まる。そこまで考えていなかった。

「ええっと。じつは内部で虐しいたげられていたとか。──そんなこともなさそうだけど」

「ないんじゃない？」とユヅル。

「だよね。ヤナギダさん、執事っぽい役割が気に入っていそうだったもん」

　丁てい寧ねいな物腰もなんだか芝居がかっていて、嬉き々きとしてハイジマに仕えているふうだった。

「だいたい、じき死ぬヤツにわざわざ手のこんだいやがらせって、それ暇ひま人じん？」

　その指摘も、ごもっともだ。

　ユヅルはミナから「ぜひ弟さんに」と渡された健康クッキーを齧かじった。人気屋台のクレープですら「猫の餌えさ」と言い切るユヅルが、ソファで足をぶらつかせながら面おも白しろそうに齧っているのを見ていると、ジュリはなんだかモヤモヤする。

「そういうの、ユーちゃん好き？　美お味いしい？」

「嫌きらい。不ま味ずいし」

「ばっさり斬きるのに食べる意味、わかんない。ほんとはおねえちゃんだって、ご飯不味いって残されたりすると、けっこう悲しいんだけどな……」

　モヤモヤの根っこにある気持ちをつぶやくと、ユヅルに呆れ顔をされた。

「馬鹿だな。ジュリは『できる子』でしょ。もっと努力してほしいから言うんだよ？」

「あ、そっか」

　どうやら自分は考え違いをしていたようだ、とジュリが頭を搔かくと、同席していたハルトが苦く悶もんの顔をしていた。

「ハルトさん？」と気遣うと、「気にしないでくれ」だそうである。

「はー。人形、どうやったら見つかるんだろう。オークションも闇ルートも沈ちん黙もくしてるし、家捜しも成果なし」

　ジュリは深いため息をついた。ヤナギダやミナも動員して、できる限り捜してみたのだが実を結ばなかったのである。

「イリーナさんがわたしを気にしてるから、出てくるんじゃないかと思ったんだけど」

　イリーナというのは、あの華奢な老婦人の人形名だ。本名のほうは、ミナが口にしなかったのでわからない。

「家捜しって、どこをどう捜したわけ？」とユヅル。

「もちろん、隅から隅までよ。ちゃんと、バラバラにされている想定もして、狭せまいところも見てる。バラバラなんて言わないで、ってミナさんには怒られちゃったけれど」

「それはそうだろう」とハルトが同意する。

「どうして？　あ！　もしかしてハルトさん、なにかわかったんですか？」

　ジュリが目を瞠ると、ハルトが口をひらくよりも早くユヅルが言った。

「博物館の正体についてでしょ？　答えは宗教団体」

「宗教!?」と声をあげたジュリに、ユヅルは呆れ顔になった。

「ジュリって、感心するほど馬鹿だよね。どうして気づかないわけ？　自じ己こ主張の激しい建物の外観。そこいら中の物に描かれたシンボルマーク。会員同士呼び合ううさんくさい名前。──ハルトだってそのへんに引っかかったから調べようと思ったんでしょ？」

「そうだ」

「さらに、扉や入館名簿に描かれたそれらしい言葉。『美にこそ永久の魂が宿る』。もうこれ宗教じゃなければなんなの？　ってくらいあからさま」

　あの文字が読めたことにジュリは驚いたが、ユヅルに言わせれば「あの程度の古字は古書にいくらでもでてくるから楽勝」だそうだ。

（もしかして、昨日ユーちゃんがつぶやいてたのって、ヒント？）

　遅まきながら、ジュリは気づいた。

「ヤナギダたちの役職名は、対外的に名乗る便べん宜ぎ上じようのものなんだよな？」

　ハルトの問いに、ユヅルがうなずく。

「じっさいは二代目教きよう祖そがハイジマで、ヤナギダたちは幹かん部ぶだと思う。ついでに言えば、あのキラキラしい名前は、洗礼名」

「なるほど、洗礼名かぁ。っていうかあの呼び名って、人形の名前なんじゃあ」

　ごく自然に納得しかけたジュリは、思いだして混乱する。

「彼らによれば、人は死後、美に宿ることで復活を遂とげられるのだそうだ。楽園でな」

　ハルトの説明は難しくて、ジュリはもうちょっと嚙み砕いてくれるようお願いする。

「つまり、ひとの魂は人形という完かん璧ぺきな〈美〉のなかに入ることで、楽園での復活を約束されるという教義らしい。具体的には信者はそれぞれの気に入った人形を選んでおき、死んだら遺い灰はいをそのなかに入れてもらうそうだ」

　ちなみに遺灰は、儀ぎ式しきを経へて取りだした心しん臓ぞうと聖木とを燃やして灰にしたものだという。ジュリは「がくん」と顎あごをさげた。なんだそのトンデモ教義は。

「てことは。あの人たち、お互いに自分のお墓はかの名前で呼び合っているってこと？」

　うわあ、とジュリは思ったが同時に理解した。

「ああでも、だからあんなふうな展示だったんだ」

　展示というより、本人たちは楽園での復活を待ちつつ生活しているのだろう。おそらく、生前一番好きだったことに没ぼつ頭とうして。

「そうなると、人形ももちろん、センシュウ氏の蒐集物なんかじゃなくて、信者の預けたものなんですよね？」

　ジュリが問うと、ハルトがうなずいた。

「俺が訊いてきたところによると、博物館を謳うたったあの屋敷は〈死後の楽園〉教の聖地のようなものらしい。会員のなかでも、選ばれた者しか足を踏ふみ入れることを許されない場所なんだそうだ」

「選ばれた者──って？」

「貢こう献けん度どの高い信者。身も蓋もないことを言えば、高額献けん金きん者だ」

「それじゃあ、盗まれた〈黒髪のミシェル〉って」

　普段は、亡きセンシュウ氏の部屋に安置されていたというのだから──。

「トーゼン、死んだ教祖の遺灰入り」とユヅル。

「やだっ。そんな人形、どんなに価値があっても、わたしほしくない！」

　ジュリは身震いしたが、教団にとっては逆に特別すぎる人形になる。

「そっか、教祖さまの遺灰入りの人形がバラバラかもって想像は卒倒するか……」

　知らなかったとはいえ、ミナには刺し激げきの強すぎることを言ってしまった。

「それに、ハイジマさんもこのままじゃ死んでも死にきれないよね」

「自分の統治下で先代教祖が盗まれたから、ってだけじゃないけれどね」

「死んだ教祖がいないと、あいつらは死後の儀式が執とり行えんとか、そういうことか？」

　眉根を寄せたハルトに、ユヅルがうなずいてみせる。

「ぼくはそう推理してる。犯人の動機についても、同じく」

「館長が死にかけているから？　いや、亡くなったときに儀式を執り行えないようにしたいからか──」

「ご明察」と人を喰った仕草で肩をすくめてユヅル。

「この時期に人形紛失が発覚したのは偶然で、犯人にとっては大誤算のはず」

「だったらやっぱり、人形って誘拐でも盗難でもなく、どこかに隠されている可能性が高いような気がするんだけど。だって、犯人も信者なんでしょ？　そうしたら、教祖さまに手をだしたりできないんじゃないかな」

　もしジュリが信者なら、申しわけなく思いながら教祖さまを隠すだけにすると思う。

「まあ、妥だ当とうな推理だよね」

「そうしたら、明日も頑張って家捜しするわ。天てん井じよう板いたから床ゆか板いたまで剝はがしてみる！」

　拳こぶしを握にぎって決意したジュリは、ふと思いついて探ってみた。

「ユーちゃんは、どこにあると思ってるのか、おねえちゃん聞きたい」

「教えてあげたいのはやまやまなんだけどさ、ジュリ」とユヅルは残念そうに首を振った。

「なぜそこにあるかの合理的な説明ができないから、ムリ」

「あてずっぽうの域をでないということか？」とハルトが問うと、ユヅルはややむっとしたように答えた。

「ある場所は、確実にそこ。犯人もわかっている」

「ユーちゃんの予想っておねえちゃんと一緒かな。職員だよね？　副館長さんでしょ」

「ハズレ」

　あっさり言われて、ジュリはつんのめりかけるのをどうにか持ちこたえて訊いた。

「だったらミナさん？」

「ハズレ」

「ヤナギダさん？」

「ハズレ」

「噓、まさかの館長さん!?」

「死後の楽園に行けるかどうかの瀬せ戸と際ぎわにいるやつが犯人？　それどういう自じ虐ぎやく？」

　思いきり呆れられ、ジュリは尻しりすぼみに答えた。

「だって、ほかの人の名前はみんな挙げちゃったから……」

「一人忘れてるよ、ジュリ」

　ユヅルの言葉に、ジュリもハルトも耳を疑った。

　館長、副館長、ミナ、ヤナギダ。職員はこの四人しかいないはずだ。

「事件の陰に女あり」

　そう嘯うそぶいたユヅルが、「にゃにゃご」そっくりの笑みを見せた。
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（もう一人の女って、だれなんだろう）

　ジュリは博物館の家捜しをしながら悶々としていた。

　これといったアテがないので、館内を片端から捜しつづけてすでに三日だ。せめてユヅルが隠し場所を教えてくれればいいのだが、納得のいかないうちはどうしても明かせない、と頑かたくなに口をつぐんでいる。

　ヒントをねだってみたが、無む駄だだった。ただ、長年姉をしている勘かんから言わせてもらえば、かなり予想外の場所に、これまた予期せぬ形で隠されているのだろう。

　しかしその理由はユヅルでさえも不明のため、言いたくないようなのだ。

　そのため、現状ジュリにできることといえば、地道な家捜しと、ひらめきを信じることだった。たとえば鎧よろいの置物があれば「このなかかも!?」と覗いてみる。

　とはいえいまのところ、家捜しもひらめきも実を結んでいない。

　さらに、ユヅルの漏らした「謎なぞめいたひとこと」も気にかかって仕方がなかった。

「ユーちゃんが第三の女の存在を匂におわすなら、もうその人が犯人で決まりよね」

　つぶやいたつもりはなかったのだが、声に出ていたらしい。「あの、なにか？」とイリーナに声をかけられたジュリは、驚いて飛びあがった。

「いえっ、なんでも」

　気にしないでください、とにっこりしたが、イリーナにはおびえたように目をそらされてしまった。

　今日はイリーナの私室を捜させてもらっているのだが、「やりにくいなぁ」と思う。部屋のなにに触ふれても、イリーナが小さく息を吞むのだ。

　はじめはジュリも息を吞んだ場所＝人形の隠し場所、と気持ちをはやらせたのだが、卓上の小物入れ一つでもそうなのだから、他人に私物を触れてほしくないかジュリだからいやなのかのどちらかだろう。

　かといってイリーナの部屋だけ捜さないわけにもいかないので、ジュリはつねに笑顔を心がけている。

　部屋の片隅を占める書しよ架かに近づくと、イリーナは「あ、本まで……？」と泣き声になった。七十歳近いと思われるおばあさんを悲しませるのは、本当に申しわけないのだが、書架の後ろに隠し金庫があるかもしれないし、数冊を貼はり合わせて中身をくり抜いた偽ぎ装そうの保管庫などが鎮ちん座ざしているかもしれない。

「すみません。ユーちゃ──弟が、人形は思いがけない場所にあるだろうって言うので」

「そうなの？」とイリーナは涙目だ。だからといって「そこはだめ」と身を投げだすでもなく「でていけ」と追い立てるでもない。

　なので「この部屋でもイリーナさんでもないかなぁ」とジュリは思いはじめていた。とっても内気な人で、他人が怖いだけなのだろうと思うと、この態度にも納得がいく。

「わあ。素す敵てきな人形」

　書架を調べ終えて寝室を覗いたジュリは、枕元に置かれていた陶器人形に目を留めた。

　栗くり色いろの髪に薔薇色の頰ほおをした、抱き人形だ。

「あ、待って」

　イリーナは寝台に小走りに駆け寄ると、人形の頭からさっとなにかを取った。

「王おう冠かん？」とジュリは思ったが、ハンカチでくるまれてしまったのでさだかではない。

「〈イリーナ〉って言うのよ」と老婦人は人形を抱きあげてジュリに見せてくれた。

「レイリー社と同じくらい伝統のある老舗の、オーナーのお嬢さんがモデルだそうなの。お嬢さんは不幸にも若くして亡くなったそうだけれど、わたしはこの子が一番好き」

　少しだけ雄ゆう弁べんになった老婦人に、ジュリはほほえみを誘われる。

「イリーナさんは、本当に人形がお好きなんですね」

「ええ。だからわたし、ここにいるの」

　心ゆくまで人形たちに囲まれていられるから、という意味であるらしい。

「じゃあ、経営などはハイジマさんのほうが？」

　副館長というのも名目なのだろうかと思って問うと、ふたたび自信のなさそうな表情になって曖あい昧まいにうなずく。

　イリーナはおっとり、ふんわりした人のようだ。経営関係のことをこれ以上尋ねるのが気の毒どくになって、ジュリは話題を変えた。

「館長さんのお気に入りは〈金髪のマクシミリアン〉ですよね？　もしかして、マジョリカさんを気に入っているかたもいたりします？」

　ふっとひらめいたのだが、博物館にある人形はだれかの「墓」、ないしその前提で持ちこまれたものだ。ハイジマがいずれマックスに入るつもりなら、マジョリカは？

　単純な疑問だったが、もしやマジョリカに宿るつもりの女性こそが〈第三の女〉なのではないだろうか!?

「ええ。〈マジョリカ〉を気に入っているのはマジョリカです」

　イリーナの声がふいに嫌けん悪お感かんを帯びた。弟の恋人あるいは夫人が気に入らないのかもしれない。

「お会いになったこと、ありますよね？　どういうかたですか？」

「──あなたに似てるわ」

　言いよどむような間のあと、イリーナはそう答えた。

「おいくつですか」と訊くと「四十三」だという。

（ハイジマさんの相手としては、ずいぶん若いというか、愛人臭がするなぁ）

　イリーナが嫌っているのは、だからなのかとも思う。

「そのマジョリカさんですけど、じつはハイジマさんを恨んでいたりします？」

「まさか」とイリーナは吐き捨てた。拾いあげてもらった恩を感じても恨む謂いわれはない、というような口調だ。

「経営権がほしいとかいうのも、──いえあの関係ないですね」

　動機は乗っ取り？　と推理してみたのだが、言った側から無意味だと気づいた。乗っ取りなら、教祖さまを盾たてにしてハイジマを脅すなどの行動が必ひつ須すだ。けれどいまのところ、そういう話は聞かない。

「ジュリさん、お茶にしましょう」

　ミナが朗ほがらかに現れ、ジュリは引っぱられるようにしてイリーナの部屋を出た。

　ミナは廊下の一角にある読書スペースにお茶を用意していた。別の部屋を担当していたハルトがすでに席に着いている。

　ハルトの前には果物とクリームが山のように盛りあげられたケーキと、濃く入れた珈コー琲ヒーに薫り高い酒を垂たらして生クリームを注いだものが置かれていた。

「わあ、美味しそう」

　ジュリが唾つばを吞むと、ミナに「ジュリさんはこちら」とおなじみの薬草茶に健康クッキーを渡される。

「ええと、わたしもケーキを……」という申し出は、にべもなく撥はねつけられた。

　そういえば昼食も、ハルトだけやけに豪ごう華かだった。肉のフライ、魚のソテーにたっぷりドレッシングのサラダ。

　じつにわかりやすい好意の示しかただ。

「さあ、どうぞ。たくさん召しあがって」

　脅すようなほほえみに逆らう勇気は、ジュリにはなかった。

「イリーナさんのお部屋、どうでした？」

　やはり気になるのかミナが訊いた。なにも出なかったと答えると、ほっとしたようだ。

「そうだ、ミナさん。マジョリカさんのことを少し教えてもらえないでしょうか」

　対ついの人形に入るつもりなのだから公認だろうと考えて尋ねると、黒髪のミナはとたんにうっとりした表情になった。

「それは素敵な金髪をしていて、目は鮮あざやかな青。美しくてとても聡そう明めいで、情熱的。だれよりもマクシミリアンを愛していますわ」

　マジョリカそのものの容姿をした憧あこがれのお姉さま、という口ぶりだ。

「まさかとは思うんですけれど、そのマジョリカさんが館長さんを恨んでいるようなことは？」と尋ねると「とんでもない」と立腹されてしまう。

　ジュリが詫わびると、ミナは気持ちを変え「なぜそんなことを訊くのか」と問うてくる。

「ユーちゃ、いえ弟が、犯人はハイジマさんに恨みのある女性だろうと推理しているので」

　その答えに眉根を寄せたミナは、ハルトの皿に二つ目のケーキをとりわけながら言った。

「そう言われると、恨みではなく、ちょっとした揉もめごとだったらありましたけれど。だれが教祖──、館長のあとを継つぐかで」

「センシュウ氏が亡くなったときにですか？」とハルト。

「ええ。先代は高齢でしたから、実権はすでにマクシミリアン、いえ、館長が握っていたのですけれど、でも身しん代だいは身内が受け継ぐものでしょう？　って」

　ジュリは目を瞠った。館長とセンシュウ氏の忘れ形見──ミナが口論していたとは。

　目の前で慎つつましやかに質問に答えている裏で、じつは「人形を盗んだのはわ・た・し」とほくそ笑んでいるのだろうか。

　はやる気持ちを抑おさえて、ジュリはできるだけ冷静に訊いた。

「館長さんは、そのときなんて？」

「令嬢の地位に安あん穏のんとしていただけの女に、人がついてきますか？　と」

「ミナさんは？」

「わたし？　その通りですね、と」

　ジュリは拍ひよう子し抜ぬけした。それでは、揉めたというほどでもない。

「父親に箱入りで育てられたから世間知らずで、本当になにもできないんです」とミナは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「じゃあ、ミナさんは館長さんが経営するので文句はないんですか？」

「ええ。マックスほどふさわしい人はいませんし、時代は革新を求めていますもの」

　……新しん興こう宗教における「革新」ってなんだろう。

「先代の功こう績せきはすばらしいものですけれど、時代はつねに動いてますでしょ？　これからは、もっと可能性を探るべきだと思うのです」

「理解できたか心こころ許もとないですけど、教──じゃなくて博物館のありかたを考えるとか？」

　強引、もとい熱心な布教活動でもするのだろうか、と想像して言ってみたのだが、あながち間違いではないらしい。

「ええ。蒐集物も『人形』から、より手広くしていこうかしら、と」

　手広くというと、ぬいぐるみや藁わら人形なども扱あつかうつもりなのだろうか。

「ところで、そういう方針って、副館長さんはどう考えてらっしゃるんでしょう」

「もちろん大だい賛さん成せいですわ？」

　答えたミナの表情に訝いぶかしげなものがよぎる。苛いら立だち？　それとも動どう揺ようだろうか。

（うーん、もう少し話をして見極めないとかなぁ。あとヤナギダさんにも当時の様子を訊いてみないと……）

　ジュリがひそかに気を引き締めていると、ヤナギダが泡あわを喰った様子で階段を駆け下りてきた。

「ミナさま、大変でございます！　マックスさまがお倒れに……！」







　短い悲鳴をあげたミナがハイジマの部屋へ駆けていき、すぐに医師が呼ばれた。

　医師の見立てでは、ハイジマは思わしくないようだった。「ここ数日が山でしょう」とミナにささやいているのを、ジュリは聞いてしまった。

　涙を浮かべたミナに「急いでください」と両手を握られたが、どうにもできないのが現状だった。あれこれと用事の増えたヤナギダとは落ち着いて話のできる状態ではない。

　ばたついている館内で家捜しを続行するのも憚はばかられ、ひとまず今日は暇いとまを告げることに決めた。

「あ、待ってハルトさん」

　帰り際ぎわ、ジュリはハルトを呼び止めてイリーナの部屋に向かった。ヤナギダの知らせを聞き、イリーナもハイジマの部屋に駆けつけている。

　留守のいま、たしかめたいことがあった。忍びこむのは悪いと思うが、先ほどの疑問を、どうしてもそのままにしておけない。

　足音を殺して、ハルトとともにイリーナの寝室に滑りこんだ。朝夕はまだ冷えるため、火を入れているのだろう。暖炉の灰が片づけられないままになっている。

　暖炉の前を通りすぎて寝台に近づくと、イリーナがジュリから隠した物がハンカチに包まれたまま置いてあった。

　そっと包みをほどいて、ジュリは目を瞠る。

「真珠の王冠──」

　ハルトがジュリに「偶然か？」と問うような視線を投げる。

　真珠の王冠は、たしか〈残酷な子守唄〉事件で盗まれたもののひとつだ。

　その王冠が、なぜ、イリーナの部屋にあるのだろう──？
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「よく似た品、ってことはないよね。盗まれた王冠って、由ゆい緒しよある下か賜し品ひんでしょ？」

　使用していたのは某ぼう国こくの王女だというから、特注の一点ものの可能性が高い。

「しかも、隠したのが怪しいわよね。模も造ぞう品ひんです、ですませることもできたのにそうしなかったのは、やっぱり慌てたからだと思うんだけど」

「だろうね」とユヅルが言った。読書に飽あきたらしく、起きあがっている。

　日暮れ後に降りだした雨は、いまや篠しのつく勢いだった。二階の窓を、雨が勢いよく叩いている。

「待ってよユーちゃん。それじゃ、先月の事件の犯人はイリーナさん？　あ！　もしかして幻覚香をエリナちゃんたちに渡したのは〈死後の楽園〉教団なの!?」

「ジュリ、それ偏へん見けん。トンデモ教義だからって、なんでもやるわけじゃない」

「だったら、王冠はどうやって」

「受け代だろうね」とユヅル。

　受け代って？　とジュリが尋ねようとしたとき、「にゃにゃご」が跳はね起きて「にゃにゃご？」と鳴いた。階下に人の気配を感じたらしい。

「なんだろう。お客さんかな？　見てくる」とジュリは階段を下りていった。居間まで来たところで、細い廊下をやってきたずぶ濡ぬれのヤナギダと顔を合わせる。

「ヤナギダさん。どうですか、館長さんのご容態は」

「そんなことより、ユヅルさまは？　お目通りを願いたいのです」

　開口一番に訊かれ、「ええっと」とジュリはまごついた。

「なにか、ぼくに用？」

　珍しいことに、ユヅルが下りてきていた。寝間着の上にガウンをまとい、階段の手すりにもたれて見下ろしている。

「お願いでございます、ユヅルさま！」

　外がい套とうから滴しずくをしたたらせたヤナギダは、恥も外聞もなく床に手を突いた。

「あなたはジュリさまの数十倍聡明なご様子。どうかお知恵をお貸しくださいませ！　もう──もう時間がないのです!!」

「数十倍って、ヤナギダさん!?　失礼です、謝ってくださいユーちゃんにっっ」

「いいからジュリ。ハイジマの容態が急変したんでしょ？」

「はい。悠ゆう長ちように犯人を捜しだしているような時間はなくなりました。お願いします、ユヅルさま！　どうか我らに希望の光をお与えください!!」

　床に額ひたいをこすりつけたヤナギダに、ユヅルは勿もつ体たいぶる。

「いいけど──」

　どうしようかな、と考えるような間を空けたユヅルは「じゃあ、博物館に一緒に行ってあげる」と答えた。

　顔を輝かせたヤナギダに、ユヅルはほほえみを向ける。

「着替えてくるから、あんたの濡らしたその床拭ふいておいて」







　博物館へは、雨のなかへでていったヤナギダが仕立てた辻馬車で向かった。

　ユヅルが「お気に入りの服を雨粒一滴にだって濡らしたくない」と言ったためだ。

『おたすけ屋』のある下町からミズキ通りの博物館までは、それほどの距離ではない。辻馬車は近すぎると「稼ぎにならない」といやがる傾向があるのだが、今回の馭ぎよ者しやはホクホク顔で手た綱づなを捌さばいていた。

　ヤナギダが、チップを相当はずんだのだろう。

　屋敷には数十人が集っていた。みなりのよい老ろう若にやく男なん女によは、おそらくここに出入りすることを許された信者たちだ。ハイジマが危き篤とくと知らされ、やってきたのだろう。ヤナギダは物問いたげな彼らには軽くうなずいてみせ、ジュリたちをハイジマの部屋に案内した。

「マックスさま、ユヅルさまをお連れしました」

　寝室にはハイジマとミナ、それからイリーナが揃っていた。イリーナには大柄な男が二人、両脇から守るように付き従っている。

「ご苦労さまでした、ジョルジュ」

　ハイジマの寝台にぴったり寄り添ったミナが言った。──マジョリカの姿はない。

　こんな大事なときになにをやっているのだろう、とジュリは怪訝に思った。

　ミナがこわばった口を無理やり動かして、声を押しだす。

「ユヅルさま。ごらんの通り、マックスは死に瀕ひんしています。人形がどこにあるのか、もうおわかりなのでしょう？　どうぞいますぐ、わたくしたちに教えてくださいませ」

「いまならまだ〈死の秘ひ蹟せき〉に間に合うから？」

　ユヅルの言葉にミナは愕がく然ぜんとした。

「ご存じだったの？　だったら、話は早いですね。取り繕うのはやめます。おっしゃる通り、我々はマックスの来世への門出を祝さないとならないのです」

「そちらの事情は汲くむよ。ただし、いくつか条件がある」

「どんなことでございますか」とヤナギダ。

「まず今日までの日当と成功報酬を、いまこの場で全額払うこと」

「お待ちください」

　目を剝いたヤナギダをミナが制した。

「いいでしょう。ヤナギダ、日当五日分と成功報酬四十万を用意なさい」

「現金でね」とユヅルが言い添え、いったん退室したヤナギダが、厚みのある封筒を手にして戻ってきた。

「ご確認ください」

　ユヅルに促され、封筒を受け取ったジュリは金額をたしかめた。「はい、たしかに」とうなずいてみせる。

「ほかには、なにをすればよいのですか」とヤナギダ。

「マックスおじさん所有のレイリーをちょうだい」

「〈金髪のマクシミリアン〉をどうするつもりなの」とイリーナが声をかすれさせた。

「記念に、ぼくの部屋に飾るつもりだよ。ちゃんと妹と一対にするから大丈夫」

　ミナが軽く息を吞んだが、背に腹は代えられぬと覚悟を決めたらしい。

「いいわ、お持ちなさい」

「でもあの、マジョリカさんの了解は？」とジュリは焦あせったが、ミナは強行するつもりのようだった。ヤナギダに命じて人形を取らせ、ジュリに渡す。

「それから、恩人にふさわしい〈おもてなし〉をしてよ」とユヅルが言った。一いつ刻こくを争う事態なのだ、と怒ど鳴なりつけそうになったミナに「ぼくが真相を明かしたら、絶対それどころじゃなくなるし」と譲ゆずらない。

「ミナ。叶かなえてやれ」

　かすれた声でハイジマが命めいじた。かなり悪いにしろ、まだ意識ははっきりしている。

「タケナカのティーセットがあったでしょ？　あれでお茶淹れて」

　茶葉はナンタラ商会の初はつ摘つみ、ジャムはカンタラ高原もの、と逸品ばかりをねだる。

「それからお茶うけのケーキは、ぼくのは『ラ・カシルダ』の〈黒い森〉ケーキにしっかりと泡立てた生クリームをたっぷり添えたものにして。ジュリは苺とカスタードクリームのパイが好きだからそれを。そうだね、うん、それぞれ丸ごと一つずつ」

「脂と砂糖は敵！」が信条のミナは引きつけを起こしそうになりながらも、気丈に耐えた。

「すぐに用意しなさい、ジョルジュ。必要なら、菓か子し屋やの職人を叩き起こしてでも作らせるように」

「かしこまりました」と頭をさげたジョルジュことヤナギダをユヅルが呼び止める。

「まだあるから、メモしたら？　あとはおつまみに、チーズでしょ。茹ゆでると肉汁がじゅわっと出るピリ辛のソーセージとナッツ類。あ、ぼく、豚の耳を揚げたのが好きなんだけれど、それもお願い。下町のゲスい『傭兵酒場』ってところでわけてくれるからさ」

　ゲスい『傭兵酒場』とは言わずもがな、お隣でハルトの勤つとめ先だ。

「待ってちょうだい。あなたそれ、全部食べるつもりなの？」

　声を震わせて尋ねたミナに、ユヅルは明るく肯定した。

「任せて。並べるだけだなんて無駄なことしないから大丈夫」

「────」

　ユヅルはミナと同じように棒ぼう立だちになっている面々に向かって、笑顔で確認する。




「まあ、けっこう肥ふとるし、臭においからして脂ぎるし、ジュリはきっと吹き出物も出まくるだろうけれど。それでもよければ、おたすけしますがお客さま？」




「だめよっっ、絶対にだめっ！」

　だれよりも先に大声でわめき散らしたのはジュリだった。

「ユーちゃんが肥る!?　くさくなる!?　そんなのだめ！　おねえちゃん許しませんから!!」

　ユヅルの醜みにくくなった姿を瞬時に想像して、頭のなかが真っ白になった。

「この天使みたいなユーちゃんが、吹き出物だらけの脂ぎった顔で、座ざ敷しきブタのようなタプタプのお腹に!?　イヤアアアアアアアアっっ！」

　頭を抱えるジュリに一いつ拍ぱく遅れて、ミナも叫びだした。

「ユヅルさんだけじゃなく、ジュリさんも三段腹に!?　二重顎とたるんだ二の腕に!?　冗談じゃないわ！　ユヅルさんはマックスの、ジュリさんはわたしのものなのに！」

「へっ？」とジュリはぽかんとし、我に返ったミナが青ざめて口をつぐむ。

　ハイジマは苦い顔をし、ヤナギダはうろたえていた。平然としているのはユヅルで、やれやれというように肩をすくめてイリーナを見る。

「教祖さまを隠した理由って、これでしょ？」

　ジュリはぽかんとした。教祖さまを隠すってつまり、〈黒髪のミシェル〉を？

「ままま待ってユーちゃん。つまりイリーナさんが犯人なの!?」

　叫ぶとその声につられて、イリーナの脇を固める男たちが身じろぎした。よく見ると、彼らはイリーナの腕を摑んでいる──押さえつけていたのだ。

　ジュリが目を瞠ったのにミナが気づいた。

「動機は恨み──なのでしょう？　それがあるとすれば、この女ただ一人ですもの」

「でもあの、ハイジマさんと揉めたのってセンシュウ氏のお嬢さんじゃ」

「だから、それがイリーナだってばジュリ」

　ジュリはユヅルを見つめ、イリーナに目をやって頭を抱えた。

「お馬鹿さんのジュリに質問。玄関のところの胸像見たよね？　ジイさんって、半年前にいくつで亡くなったんだっけ？」とユヅルが訊いた。

「九十」と答えたジュリは、ミナがどう見ても三十代なのに気づいた。故センシュウ氏との年の差は約五十歳。そういう父おや娘こも皆かい無むではないだろうが、祖父と孫娘の年齢差だ。

　ひるがえってイリーナは七十手前。センシュウ氏の「娘」にはぴったりの年ごろといえる。

「イリーナさんがお嬢さんなら、ハイジマさんは息子むすこさん？」

「違う。ハイジマは単なる教団幹部」

「ええとええと。それじゃあ、ハイジマさんのお姉さんって？」

「わたくしです」とミナが答え、ジュリはさらに頭を抱えた。

「？？？　ユーちゃん、おねえちゃんわかんない」

「なんで？　ハイジマとミナが姉きよう弟だい。教祖の娘はイリーナ。単純明快」

「でも、どう考えても年齢が──」

「歳のことなら、わたしは四十三。弟は四十二歳ですけれど」とミナが言う。

　ハイジマが老ふけて見えていたのは、どうやら病気のせいのようだ。思いこみを取り払ってあらためて見ると、彼は老人よりも皺しわが少ない。ような気もする。

「だけどユーちゃん。犯人がだれかっていう話をしたとき、一人忘れているって──」

「ジュリが挙げたのは、ハイジマ、ヤナギダ、ミナ、副館長だったでしょ？」

　ミナ＝ハイジマの姉＝副館長なので、イリーナが抜けているというわけだ。

〈第三の女〉など、いなかったのである。

「……ユーちゃん。おねえちゃん、イリーナさん＝副館長さんだと思って話してたよ」

「そうなんだ？」と無む邪じや気きにユヅル。

「あっ、うん。そこちゃんとたしかめなかったおねえちゃんが悪いんだけどね」

　悩むまでもなかったのかとジュリはがっくりし、次いではっとした。

「あ！　じゃあマジョリカさんっていうのは!?」

「そのひとの洗礼名」とユヅルがミナを指さした。

「だけどユーちゃん。イリーナさんもミナさんも、マジョリカさんは金髪、青い目の美女だって……」

　ミナは黒髪だ。まごついたジュリが言うと、ユヅルは今度は金髪の兄妹人形を示す。

　どうやら、『人形のマジョリカ＝ミナの理想とする女性＝ミナ本人』という図式のようだ。イリーナがマジョリカ＝ミナであるのに「金髪」と表現したのは、それを踏ふまえたある種の皮肉だったのだろう。

「ってことは、『ミナ』は本名？」

「当然。彼女が名乗ったときはまだ、博物館を偽装していたんだから」

「だったらミナさんはどうして、イリーナさんを洗礼名で紹介したの!?」

「と言われましても、つい癖くせが出たとしか……」

　八つ当たり交じりに詰め寄るジュリに、ミナは困こん惑わく気味に応こたえてからうなずいた。

「でも、どうりでトンチンカンなはずですわね。マックスとイリーナが揉めたときのことで、どうしてわたしの反応を訊きたがるのか謎でしたの」

　苛立ったような妙な表情になったのは、訝しんでいたため、だったらしい。

「ユーちゃん、今回のははじめから内部の人間のしたことだって言っていたよね？　それがイリーナさんだってわかったのは、いつ？」とジュリは訊いた。

「ジュリが人形を盗んだ動機を『憎いから』って推理したあたりかな。もっとも、はじめからこの依頼は妙だと思っていたんだけどね。言ったでしょ、切羽詰まってるならちゃんとした専門家を雇うべきだ、って。なのにここの人たちは、執しつ拗ようにジュリを、というよりぼくたちを関わらせようとした」

　そんなことをするのは、[image: 〓]馬鹿、[image: 〓]暇人、[image: 〓]それ以外──の三さん択たくだ、とユヅルは思ったのだそうだ。

「[image: 〓]だっていうのは、追おい々おいわかったよ。金髪の兄妹人形や、館長と副館長の関係に次いで、副館長がお土産みやげにクッキーまで持たせてくれたあたりでね」

　そう言ったユヅルは、ミナに向き直って尋ねた。

「ぼくとジュリはつまり、生けるマックスとマジョリカなんだよね？」

「ふえ？」

　間抜けな声をだしてジュリはぽかんとしたが、ミナがほほえむ。

「聡明でいらっしゃいますのね、ユヅルさん。嬉うれしいですわ」

　追従するように、ヤナギダが深々と頭をさげた。

「ハルトさまには、じつによい店を紹介していただきました。思わず目を瞠りましたよ。ジュリさまこそ、まさにミナさまの理想のお姿。人形のマジョリカと見比べてくださいませ。そっくりでございましょう？」

　言われてみれば、人形とジュリは似ている。かもしれない。

「わたしとマックス、諦あきらめてましたの。本当はとこしえに姉弟でいたかったけれど、来世では兄妹ねって。それが今回思いがけず、お二人のような優良物件に出会えて。本当に不幸中の幸いとしか言いようがありませんわ」

　ミナがにっこりしたので、「ユーちゃん、おねえちゃんにわかるように詳しく」とジュリはささやいた。

「ジュリに美と健康を強要したのは、ぼくたちをそいつらの〈墓〉にする計画だから」

「〈墓〉ではありませんわ、〈家〉です」と訂てい正せいするミナの言葉を聞いて、ジュリはようやく悟さとった。

「待って。それって、ユーちゃんを人形の代わりにしようってこと？　ダメダメダメダメ！　わたしのユーちゃんを生き人形になんてあり得ないムリムリムリムリ──っっ!!」

　頭に血を上のぼらせたジュリは、ユヅルの頭をかき抱いだいた。

「落ち着いてよジュリ、いますぐぼくの息の根を止めようってわけじゃなし」

「落ち着けるもんかっ。ユーちゃんはたった一人の大切な家族、弟なんだよ!?　それを物みたいになんて、絶対扱わせない！」

「嬉しいけどジュリ、まずそこじゃないよね？　そんなことできないと思わない？」

　冷静に尋ねられ、一度は「そうか」と思いかけたジュリのなかに、疑念が芽め生ばえる。

「できないと見せかけて、新興宗教だから常識では計り知れない技術があるとか」

「ないない。あるのは常識ならぬ、常じよう軌きを逸した思想」

「ユヅルさんは間違っていますわ。『美にこそ永遠の魂が宿る』のですよ？　そしてその『美』に制限はないのです」

「だからね、オバサン。世間ではそれを異常な思想、って言うんだってば」

　ユヅルが呆れ顔をして、肩をすくめた。

「だいたい、美しいぼくの身体からだには、美しいぼくの魂が宿ってますから」

「そんな魂、仮かり初そめのものに決まっているでしょ！」

　わめいたミナが、不気味に目を底光りさせた。

「あなたとジュリさんは、わたしとマックスの家となってその使命を終えるのです！」

「何度言えばわかるの？　あなたがたの抱いているのは、邪じや想そうよ」

　震える声でイリーナが言った。ありったけの勇気を振り絞ったような声だ。

「時代遅れの干物はすっこんでいてくださらないかしら、イリーナ」

　ミナが見下しきった声をだした。

「いまこそ革新のとき。人形のなかで、ちんたら復活を待っている時代ではないのよ」

「生き人形を使って、さくっと人生継続しちゃえって？」

「ええそう。古くなってきたら、何度も何度でもよ！」

　ミナの言葉にジュリはぞっとした。これはある種の「不死の秘法」なのだ。

「イリーナさま。マックスさまとミナさまには、末永く教団を盛り立てていってもらわねばならないのです」

　おもねるヤナギダにつづき、ミナがくすくすと笑った。

「安心なさって？　あなたにはもちろん、伝統的な秘蹟を授さずけますから」

　ミナがセンシュウ氏の娘を「箱入り」と称していたのをジュリは思いだした。あれを自嘲だとジュリは受け止めたのだが、じつはイリーナに対する侮ぶ蔑べつだったのだと知り、怒りがふつふつと湧わいた。

　同時に、この事件はイリーナのせいいっぱいの反はん旗きだったのだと理解する。この目的なら、ハイジマの死まで、人形を持って逃亡すればよかったのだ。そうしなかったのは、外界に疎いせいで、持ち逃げする手段を思いつかなかったからなのだろう。

「お父さまも、あなたたちのしでかそうとしていることには最後まで反対でした。これは、ミシェルが消えたのは、お父さまの意思なのです」

　イリーナが必死に言いつのった。ジュリたちが初めてここを訪れた日も、こんなやり取りをしていたのかもしれない。

「尊そん師しさまは戻られますわイリーナ。マックスの新しい〈家〉の導きによって」

「だめよユーちゃん！　こんな契約、こっちからお断りよ。帰りましょ」

　腕を引ったくってこの場を去ろうとしたが、ユヅルにまっこうから言い返される。

「ジュリ。ぼく、弱虫は嫌いだな」

「弱虫上等！　っていうか、ユーちゃんを守るのに弱いもへったくれもない！」

　両肩を摑つかんで揺ゆさぶると、ユヅルはあてがはずれたような顔をしてからジュリに抱きつく。

「嬉しいよジュリ。だからいいから黙ってて？」

「でも」と反論しかけると、ユヅルが目め配くばせしてきた。

（なにか策があるのかもしれない。なかったとしても、おねえちゃんが守るから……！）

　ここは従っておこう、とジュリは同じように視線で応じた。

　いっこうに帰る気配を見せないユヅルを剛ごう胆たんだと受け止めたのか、ミナが応じた。

「いいでしょう。あなたがたをふさわしくもてなしますわ。吹き出物も肥満も、あとで徹てつ底てい的てきに治ち療りようします」

　身体を乗っ取ったあかつきには、血も涙もない瘦そう身しん術じゆつでも施すのだろう。

「ヤナギダ、すぐに用意して」

　命じられたヤナギダが、一礼してさがった。

「そのバアさんは、部屋にでも帰したら？」

　ハイジマの手を取って励はげましているミナに、ユヅルが言った。屈くつ強きような男たちに挟まれたイリーナは暴あばれるでもなく、いまにもへたりこみそうである。

「こんなところで風か邪ぜでもひかれたら、ハイジマにうつってやっかいでしょ？　雨降って寒くなってきたから、暖炉に火を入れてホットミルクでも飲ませとけばいいよ」

　イリーナの体調には無む頓とん着ちやくだったミナが、「ハイジマにうつる」のくだりに反応する。

「そうね。どうせメソメソ泣いているだけでしょうしね」

　ことが落ち着くまで自室に押しこめておけばいいと思ったようで、男たちに合図する。

「灰の始末をしていないから、暖炉に火は熾おこせないわ」

　イリーナがか細い声で訴えると、ミナが面倒くさそうに、顔もあげずに答えた。

「なら、お掃除なさい。そのくらい、一人でもおできになるでしょ？」

　イリーナは、ミナではなくなぜかユヅルを見ていた。「そうしなよ」とユヅルが促す。

　襞ひだの重たそうな古風なドレスの裾すそをからげて、イリーナが出ていく。あとにつづこうとした手下の一人にミナが残るよう命じ、もう一人には「掃除は手伝うな」と念を押した。

　しばらくすると、イリーナの足音が廊下を横切ってゆくのが聞こえた。手下が廊下を覗きに行って「泣きながら灰はい桶おけをぶらさげていました」とミナに報告する。

　ケーキを買いに行ったヤナギダは、三十分ほどで戻ってきた。こんな時間にどうやって調達したのか、ユヅルの要求した品物をすべて揃えている。

　荷物の半分はハルトが抱えていた。「ハルトさん！」とジュリは驚いたが、ユヅルはやっぱり、というように肩をすくめた。

「来ると思ってた」

「まあな、期待には応えるタチなんでな」

　にやりと返されると、ユヅルはやりこめられたかのように横を向いた。

　そのあいだにも、ヤナギダは買ってきたものを次々とテーブルに並べている。

「いい腕だね。勿体ないよ」

　ユヅルはヤナギダの調達能力を褒めた。トンデモ教団でくすぶっていては、という意味らしい。ヤナギダはかしこまって頭をさげ、タケナカのティーセットでお茶を淹れた。

「さあジュリ、食べよう」

　ジュリがフォークを手に取ると、ミナがひいっと息を吸いこんだ。まるで、世にもおぞましいものでも目にしたかのような反応だ。

　それを踏まえると、先日ケーキを山盛りにされていたハルトは〈おもてなし〉の反対を受けていたようだ。さりげなく引き離されていたのも、ハルトが「わたしのジュリさん」に近づかないようにするためだったのだろう。

（よかったぁ。仲を取り持とうとしなくて）

　ケーキを食べながら、どうでもいいことにほっとする。しかし、久々の高級ケーキは胃い袋ぶくろにしみた。ジュリはチーズもソーセージも、ブタの耳のおつまみも大好きだ。

　つい場所柄を忘れてぱくついた。脂と塩でぎとぎとになった指を満足そうに舐なめていると、ミナが卒倒しそうな表情になっていた。

　思わず「あ、大丈夫ですよ。わたしって、太りにくいタチなんで」と声をかけそうになり、言葉を吞みこんだ。人形扱いなどさせるつもりはないのに、安堵させてどうする。

　およそ一時間ほどかけて、ジュリとユヅルは〈おもてなし〉を堪たん能のうした。宴うたげの残骸をヤナギダが片づけると、ミナに支えられたハイジマが起きあがる。

「では、教えてもらおうか。尊師さまはどこにおられる？」

「あのおバアさんの部屋。ただし、いまは知らない」

　ユヅルのとぼけた答えに、ハイジマたちが慌てた。

「イリーナの部屋に尊師さまが!?　噓でしょう？」

「ユーちゃん？　だってわたし、くまなく捜したよ!?」

「暖炉以外は、だよね」

「暖炉ってユーちゃん。だって灰だらけだったから」

　捜すまでもなく、人形なんて見当たらなかった。

「木を隠すなら森のなかって慣用句、知らないかなぁジュリ」

　ユヅルの言葉を聞いたハイジマが、はっと息を吞んで吼ほえた。

「馬鹿な！　あのババア、まさか尊師の遺灰を──！」

「ミシェルから取りだしたの？　暖炉に撒まいたの!?」

　悲鳴をあげたミナが髪を搔きむしった。未み曾ぞ有うの冒ぼう瀆とくに当たるのだろう。

「イリーナを部屋から引きずりだしておいで！」

　取り乱して命じたミナに「ムリ。逃げたと思うから」とユヅル。

「逃げたですって!?」

「そ。なけなしの勇気を振り絞ってね。尊師さまの灰を、桶に忍ばせてさ」

「うわああああああ────！」

　ミナが絶ぜつ叫きようした。

（ユーちゃん。イリーナさんを逃がしたんだ──）

　ジュリは、ユヅルがイリーナを部屋に帰した意図を察した。

　暖炉の話をしたのは、遺灰がそこにあることを知っているとイリーナに示し唆さし、選せん択たくを促すため。このまま、ユヅルが暴くのを待つか、覚悟を決めて逃げるか。

　イリーナは後者を選び、灰桶の灰を始末しに行くと見せかけて屋敷を出た。

　ユヅルはそれに応えて、ことさら悠長に飲み食いをしたのだ。

　イリーナが逃亡する時間稼ぎのために。

「だれかっ。であえ、であえ！　イリーナが尊師をさらって逃げたわ！　捕まえて！」

　恐きよう慌こう状態のミナに応じて、集っていた信者たちが雨のなかに飛びだしていった。

「ユヅル、人形本体はどこにある？」

　ハルトが問う。そう、ジュリもそれが知りたい。

「場所の断定はできないけど、とっくに持ちだされてる」

　その辺りがはっきりしなくて言いたくなかった、と応じたユヅルが、ヤナギダに尋ねる。

「思いだしてもらえると嬉しいんだけれど、屋敷内に砂糖菓子のような匂いがしていた日ってない？」

「ありました。あれはたしか、先月マックスさまのご病状が悪化した直後でした」

　打てば響ひびくような返事に、ユヅルはうなずいた。

「じゃ、その日だろうね。ああ、気づかなかったからって自分たちを責める必要はないよ。幻覚香で朦もう朧ろうとしているうちにやられたんだし」

　当時立てつづけにあった盗難事件の一つみたいなものだし、と締めくくったユヅルが、優雅に口元を拭ぬぐったナプキンをテーブルに置いて立ちあがった。

「じゃ、ジュリ。帰ろっか」

「待ちたまえ！　ババアに持ち逃げされた尊師はどうなる!?」とハイジマ。

「さあ？」とユヅルは肩をすくめた。すでにこの件に対する興味を失なくした顔だ。

「あの女を追って、捕まえてちょうだい。別料金だというなら払います。ヤナギダ」

　ミナの指図でヤナギダが動きかける。

「お　こ　と　わ　り」

　笑顔でユヅルが言った。愕然とするハイジマたちに、当然でしょ？　という仕草をする。

「だってソンシサマが見つかったら、ぼくとジュリ、殺されちゃうもーん」

　だれがその手助けをするというのだ？　と訊かれたハイジマたちは黙りこんだ。

「しかし、わたしはもう長くはない──」

「そうだね」と応えてハイジマを絶句させておいて、ユヅルはつづけた。

「そういうのを自じ業ごう自じ得とくって言うんでしょ？　ソンシサマも止めるように言っていたことに手をだそうとしなければ、おバアさんだってこんな真似をしなかったんだから」

「わかったわ。あなたのことは諦めてあげます。予定通り、マックスはマックスのなかで生きてもらうことにしますから」

　懇こん願がんするミナに、ユヅルは言い放った。

「い　や　だ　よ　ん」

「ユヅルさま！」

「だってそれ、マックスは諦めても、ジュリは諦めないつもりなんでしょ、いまの発言。欲望が透けて見えてるよオバサン。でも残念だけど、ジュリはぼくのものだから」

「ぎゃああああん、ユーちゃん！　おねえちゃん嬉しいいいいいいっ」

　ジュリはぼくのもの。ユヅルの声がジュリの脳のう裏りで連続再生される。

　心底鬱うつ陶とうしそうな顔をしたユヅルが、先に立って歩きはじめる。

「貴様ら、無事に帰れると思っているのか？」

　追いすがるように脅しをかけたハイジマの声を合図に、ミナの手下が飛びかかった。

「ユーちゃん！」と弟を庇かばったジュリは、殴なぐられる痛みを覚悟して目をつむった。だが拳を受け止める鈍にぶい音は、やや遠い場所から聞こえてジュリは目を開ける。

（ハルトさん……！）

　ハルトが、手下の重い拳を片腕で受けていた。涼しい顔だ。止められて愕然としている手下を、いとも簡単に沈める。
















「怪け我が、ないな？」

　尋ねたハルトが、ジュリの頰に乱れかかっていた髪をととのえた。胸をぎゅっと締めつけられるような感覚に、ジュリはどうしていいかわからず、うつむいてひたすらうなずく。

「さすが、某国の元将校さま」

　ユヅルがハルトの経歴を晒さらすと、痛みにうめいていた手下が声を吞みこんだ。

「俺が動くのを計算しておいて、よく言う」

　呆れた声で応じたハルトには答えず、ユヅルがあくびを嚙み殺した。時刻は、そろそろ真夜中に近い。

「それじゃあ、おたすけ屋をご利用くださり、ありがとうございました」

　なすすべもないハイジマたちを置き去りに、ジュリたちは博物館をあとにする。
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　それから数日して、ハイジマが亡くなったらしいという噂うわさをジュリは聞いた。

　イリーナとセンシュウ氏の遺灰を、教団は臨りん終じゆうまでに発見できなかったようだ。ハイジマとミナの人形はその場に残してきたのだが、ハイジマの遺灰を儀式なしで移したのか否かはわからない。

　ジュリはミナや信者たちの突撃を警戒していたのだが、いまのところその気配はなかった。ハイジマはミナにとって、指導者であり弟だった。

　おそらく恋人でもあったのだろう。そんな大切な人を喪い、復讐心も湧かないほどにうちひしがれているのかもしれない。




　とある昼さがり。ジュリはユヅルの部屋にいた。開け放った窓からはそよ風。ユヅルはいつものように寝台で、膝に「にゃにゃご」を乗せて、のどをくすぐって遊んでいる。

「ユーちゃん。おねえちゃんわからないんだけど、恋人同士って、永遠に側にいたいものなのかな」

「にゃごふっ!?」

　鳴き声が乱れたのは、ユヅルの手が滑ったからだろうか。

「姉弟愛みたいなものなのかな？　そっちなら、すっごくよくわかるんだけれど。だっておねえちゃん、ユーちゃんとならずうっと寄り添っていられるし、来世でも一緒にいたいもん。あ！　もしかしてそっちか。だから、兄妹じゃなく姉弟のままでいたかったのかぁ、うんうん」

「ごめんジュリ。前半はともかく、後半はまったく意味がわからない」

「え？　だから、ハイジマさんとミナさんは姉弟だったわけじゃない。その関係が好きで大事にしたいと思ったから、楽園でも血のつながりを持ちたかったのかな、って。それで、できれば姉弟でいたかったけど、気に入る人形がなかったから〈金髪の兄妹〉で手を打とうとしたんでしょ？」

「で、ぼくたちっていう当初の希望が叶う物件が見つかったから、やっぱり姉弟でいようとしたって？」

「あれ？　違うの？」

　ユヅルが珍種の生き物でも見るような目つきになったので、ジュリは急に不安になる。

「あいつらは、禁断の愛に生きてるんだけど」

「うん。姉弟なのに恋人同士なんだよね？」

「それを理解できていてどうして──、いい、忘れて」

　説明が面倒になったらしく、話を切りあげられた。ユーちゃんって、いつもそう。ジュリはむくれたが、気を取り直して話題を変えた。

「ねえ。結局、〈黒髪のミシェル〉を持っていったのは、〈残酷な子守唄〉事件の真の黒くろ幕まく──なんだよね？」

　エリナたちに近づいてあるじを傷つけるよう唆そそのかし、幻覚香をわけ与えた人物だ。それが今回も関与している可能性は、現場に残された香の匂いと真珠の王冠が裏づけている。

「どうして人形を持っていったんだと思う？　っていうか、イリーナさんもよく渡したなぁって」

　センシュウ氏の「証あかし」をなんとしても隠しきろうとして、冒瀆を承知で遺灰を取りだしたことも、暖炉の灰のなかにひそませたことも理解できるのだけれど。

「本体がなかったら、あとで困るよね？　遺灰を手元に置いていたってことは、いずれ教祖さまを復活させるつもりはあったんだろうし」

「復活の際は、それを使うつもりだったんじゃない？」

　ユヅルはミシェルのレプリカを示した。

「これなら入手できるし、本物と型は一緒。違いはレイリーが手がけたかどうかだけ」

「でもそれって、『美』の部分に差が出るような。作り手の情熱が、ものを美しくするんだと思うけれど」

　イリーナは心から人形が好きだったようなので、そのあたりはわかっているはずだ。

「手放すだけの、正当な理由があったんでしょ」

「それって、黒幕が人形を所有する正当性ってこと？」

　ユヅルがうなずく。話が長くなり、面倒くさくなってきたようだ。

「もしかしてユーちゃん、黒幕がだれかもわかってたりする……？」とジュリは訊いた。

「黒幕の姿を摑むには情報が足りない。けれど、目的のほうはなんとなくね」

　いつになくするどい眼差しを、ユヅルはふいと横へそらした。

　その真剣な表情にジュリは落ち着かず、言葉を探す。

「イリーナさん、自分のお人形を持っていければよかったのにね」

　非常時だったとはいえ、大好きで大切な「家」を置き去りにしたのだ。

「離れているのなんて、少しのあいだだけだ。安全だとわかりしだい、きっとイリーナは戻るよ。あそこが、イリーナにとっての楽園のはずだから」

「戻ったとしても、これからイリーナさん大変だろうな」

　ハイジマの死で、教団は危機に面している。だれが三代目を継ぐのかで大いに揉めることだろう。二代目の姉のミナか、初代の忘れ形見のイリーナか。

　おそらくイリーナは、これまで避けてきたことと向き合わねばならない。

「今回逃げたことで、きっと彼女のなかの『なにか』が変わったはずだ」

　そうかもしれないとジュリは思った。イリーナは長く「お嬢さん」でいすぎたけれど、きっとこれからだって自立した「女性」になれる。

　人はいつだって変われるのだ。愛する者のためになら、我が身をかなぐり捨てられる。

「寝る」

　起きているのがだるくなってきたのか、ユヅルが掛かけ布ふにくるまって丸くなった。

「そう言えば、ユーちゃん。嬉しかったよ、おねえちゃんを守ろうとしてくれて」

　ジュリはぼくのものだ。あの言葉は、ほかのなにものでもない。

「だって。ジュリがいなかったらぼく、どうやって生きていけばいいの？」

　目を閉じたまま、あくびを嚙み殺しながらユヅルが答えた。

　ジュリがいなかったら。告白も同然の言葉を聞いて、ジュリは頭から湯気を噴きあげそうになった。

「！！！　ユーちゃああああん！　大丈夫、おねえちゃん一生どこにも行かない！！！」

「ハルトのとこにも？」

　訊かれて、庇ってくれたハルトを思いだした。あのとき、ちょっとどきっとした。それにまだお礼も言っていない。けれど！

（ああごめんなさい、だけどいまはユーちゃんが優先！）




　表でだれかが大きなくしゃみをしたのが聞こえた。ハルトだったのかもしれない。























　ジュリは書き物机につっぷして、頭を抱かかえていた。

　新緑の眩まぶしい季節だというのに、心は浮き立つどころか重く沈んでいる。

「おかしいわ……。払っても払っても請求書が減らない」

　むしろじわじわと増えつづけているようなのは、なぜなのだろうか。

　先月、先々月となかなかよく稼かせいだと思う。高額の仕事をすませてもまだ日があったので、翌よく月げつ以降の蓄たくわえにと、短期でわりのいい仕事を請け負いまくった。

　なので少しは楽になるはずだったのが、蓋ふたを開けてみればどうだ。

「今月の支払額、五十万とんで二百八ギリム……」

　この界かい隈わいの四人家族なら、つましくしていればゆうに半年は暮らしていける。

「やっぱり、あれかな。不況ふきようで税額があがっちゃったから」

　せちがらい世のつねで、課税対象外の品までもが値上がりした。

　そのせいで家計が圧あつ迫ぱくされたから、とジュリは思いこんでいた。だが実際は……、いやいや。弟を愛するあまり曇くもりきった目には、元げん凶きようは映らないものである。

　と、路ろ地じに面した店の玄関がひらいた。入ってきたのは、黒い──執しつ事じの衣い装しようをさらりと着こなした青年だった。年齢は二十代なかばだろうか。

「いらっしゃいませ」

　青年の美しさに目を奪われつつ立ちあがったジュリに、青年は控ひかえめにほほえんだ。

「薔ば薇らの美しい季節になりましたね」

　あいさつ代わりにそんなことを言って、す、と携たずさえていた一輪の薔薇を差しだす。

「屋や敷しきの薔薇園で咲いたものです。主人より、ジュリさまへと預かってまいりました」

　名を呼ばれてジュリは面食らった。仕事柄、執事がいるような屋敷の主人は幾いく人にんか知っているが、薔薇を贈ってくれるような人となると、心当たりがない。

「ええと、あのう」

　押しつけられた薔薇を胸むねに、ジュリは戸と惑まどって青年を見あげた。

「失礼しました。わたくしはハクアと申します。主人はランベドール。本国では伯はく爵しやくを名乗っております」

　本国という言いかたに、ジュリはうなずいた。

「ああ、外国人居きよ留りゆう地ちにお住まいなんですね」

　マトにはいくつかの租そ借しやく地ち──外国人居留地が存在している。いまは外国人も自由に居をかまえることができる時代だが、本国、とどこか誇らしげに口にするのは、圧倒的に居留地内に暮らす人々だ。

　ハクアはにっこりしてつづけた。

「本日は、主人の代理で伺うかがいました。ジュリさま、そしてユヅルさまにとってもよいお話になるかと存じますが」

「お仕事の話でしたら、どうぞ座ってください。いま、お茶をご用意しますので」

　ジュリはハクアにソファを勧すすめて、卓たく上じようコンロで湯を沸わかした。薫かおり高い白茶を淹いれて、花色の茶ちや碗わんで供する。

「心の籠こもった、とても美お味いしいお茶ですね」

　ほほえんだハクアの向かいに腰こしを下ろしたジュリは、そもそも疑問に感じていたことを訊きいた。

「あのぅ。どうしてわたしとユーちゃ──いえ、弟の名前を？」

「お二人のご活かつ躍やくと名声は、わたくしどものところまで聞こえておりますから」

「いやぁ、活躍と名声なんてそれほどでも」

　頭に手をやったジュリは照れた。

「実際は、手柄はみぃんなユーちゃんなんですよ。わたしなんて、側でバタバタしていただけで」

「ユヅルさまは、大変お美しいと聞いております」

　ハクアの言葉に、ジュリは勢いこんで肯こう定ていした。

「そうなんですよ！　もっっっっう、本物の天使みたいで、おまけにとっっっっても賢いんです!!」

「〈機関〉から声がかかりそうなのですよね、存じております」

　ハクアは暑苦しいジュリの力説に、にこやかに応じ、つづけて尋たずねた。

「ちなみにジュリさまは、ユヅルさまが〈機関〉に招じられたら、どうなさいますか？」

「もちろん応おう援えんします」とジュリが言うのを、ハクアは遮さえぎって首を振った。

「そうではなく、ユヅルさまと離ればなれになるわけでしょう？」

「！」

　指摘された事実に、ジュリはショックを受けた。そう、なぜいままで気づかなかったのだろう。〈機関〉員たちは、敷しき地ち内ないの寮りようで暮らすのだ。これまでのように、一緒には住めなくなる。

「そうですね、ええと。〈機関〉内で、まかないの仕事でもはじめようかな」

　ユヅルと離れずにすむ方法は、とっさにはそれくらいしか浮かばなかった。

「勿もつ体たいないですよ」とハクアが笑んで長い睫まつげを伏せ、おもむろに本題に入った。

「単刀直入に申しまして、わたくしどもの相談というのは、おたすけ屋の経営に参加させていただけないかということです」

「参加、ですか」

　申し出が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて、ジュリは呆ぼう然ぜんと繰くり返した。

「そうです。具体的な提案としましては、こちらの事務所の維い持じ費ひなどは伯爵が持ちます。仕事のあるなしにかかわらず、毎月固定給も支払いましょう。もちろん、依い頼らいがあった際の成功報ほう酬しゆうは、一切そちらの取り分です」

「すいません、ごめんなさい。ハクアさん、寝ぼけてらっしゃいます？」

　ジュリはそう突っこまずにはいられなかった。基本給を払い、さらに成功報酬まで与えたら、ハクアたちの利益なんてないではないか。

「いいえ、わたくしは──というか、主人は正気ですよ」

「でも、いまのお申し出って、うちにとっては経営安定につながりますけれど、そちらにとっては……」

「ご心配なく。金銭的な優ゆう遇ぐうと引き替えに、仕事はこちらで選ばせていただきたいのです。伯爵のところに集まる、選えりすぐりの事件の解決を図っていただくことになるかと」

「お断りいたします」

　ジュリは即答していた。目をあげて驚いたふうに見み遣やったハクアに、頭をさげる。

「申しわけありませんが、うちは『おたすけ屋』です。困っているかたを、わけ隔てなくおたすけするのが仕事なんです」

　迷い犬捜しから壊れた門の修しゆう繕ぜん、夜よ逃にげの算段までと、持ちこまれる案件は多た岐きにわたる。けれど共通しているのは「本当に困っている」という点だ。

「たしかに、うちは儲もうけは少ないです。でも、なけなしのお金を握にぎって、最後の砦とりでと頼ってくださるかたもいます。わたし、いえ、わたしたちは、そういうかたがたに応こたえたいのです。それが、亡なくなった両親の想いでもありますから」

　思いの丈を一息に喋しやべり、さらに頭をさげた。

　長い戦争の終結後、ジローを頼ってこの町に流れ着いた両親が『おたすけ屋』の看板をあげたのは、人々に対する恩返しのつもりからだったという。

　戦いを生き延び、ここに落ち着くまでに多くの人の手助けがあった。それに報むくいるために、今度は自分たちが助ける側に回るのだ。

　両親が話してくれたときの熱い眼まな差ざしを、ジュリはいまも鮮せん明めいに覚えている。

「お気持ちは理解できますが、それは才能の無む駄だ遣づかいではありませんか」

　ハクアが問う。

「それにこんなことを言うのは心苦しいのですが、ご両親はだからこそ亡くなったのでしょう？」

　急所を突くひとことに、ジュリはびくっと身じろぎした。

　そう。両親は仕事中に事故死したのだ。幼おさない姉し妹まいが必死でためた小遣いで依頼した、ささやかな「おたすけ」をしているさなかのことだった。

　よくない偶ぐう然ぜんが重なった結果だった。依頼した幼い姉妹も、依頼を引き受けた両親も、事故の相手も、ジュリは恨うらんでいない。

「あれは。だれも悪くない、不幸な事故だったんです」

「ええ、存じております。ですが、ちっぽけな依頼を引き受けたからこそ、でございますよね」

　穏おだやかに尋ね返され、ジュリはハクアを見つめた。

「ハクアさんのおっしゃるのは、結果論でしかありません。高額の、高度な依頼を受けたとしても、事故が起こるときは起こります」

「そうですね。しかしながら、高額の依頼主であれば補ほ償しようも求められるかもしれない。半年かかってためた全財産が三十ギリムの子どもでは、そうはいきませんが」

　淡々と述べるハクアを、ジュリはいつしかにらみつけていた。ハクアの言葉は正論だが、小遣いをためた姉妹や、依頼を引き受けた両親を侮ぶ辱じよくするのは許せない。

「すみません、帰っていただけますか。わたしたち、店を売る気はありませんから」

　怒気を籠めて言ったが、ハクアは気分を害した様子も見せずに言葉を重ねた。

「収入が安定すれば、ユヅルさまとの生活もより豊かになるのではありませんか？」

「それは──」

　即座に否ひ定ていするつもりが、心が揺ゆれた。ユヅルにもっといいものを着せて、もっといいものを食べさせ、もっと素す敵てきな調度品に囲まれた暮らしをさせてあげられる。

　──でも。

「なに不自由ない生活に、憧あこがれないと言ったら噓うそになります。けれど、誇りまで売り渡すつもりはありませんから」

　ジュリはきっぱり言って戸口に歩み寄り、扉とびらを大きくひらいてハクアを振り返る。

「申しわけありませんが、お引き取りください」

　ジュリが客をこんなふうに扱あつかうのは稀まれだ。しかし、今回のことは水に流せそうにない。

「仕方ありませんね」とハクアが立ちあがった。もっと食いさがられるのではと警けい戒かいしていたジュリは、あっさり終わりそうな気配に拍ひよう子し抜ぬけする。

　ハクアはゆったりと戸口へ向かった。

　ちょうどそこに、「にゃにゃご」が現れた。お腹なかでも空すいたのだろう。「俺さまが主人だ」と言わんばかりに尻尾しつぽを立て、のどを鳴らしながら入ってきたところを、ハクアがすくいあげる。

「ではジュリさま。本日はこれで失礼いたします」

　たくみに「にゃにゃご」をあやしながらあいさつすると、ジュリの鼻先で扉を閉めた。

「にゃにゃご」、どうするんだろう。

　猫ねこ好ずきなのかな、少し遊んだら返してくれるんだろうか。

　そんなことを考えて、ジュリはしばし反応が遅れた。

　ところが、いつになっても「にゃにゃご」が戻ってきて「開けろ」と命めいじる気配がない。

「にゃにゃご？」

　不安になって、ジュリは扉を開けた。

　昼さがりの路地が陽光に晒さらされていた。夕方から賑にぎわうこの界隈は、この時間はまだ静まり返っている。

　ハクアの姿はもうどこにもなかった。「にゃにゃご」もしかり。

「────噓」

　なかば無意識に声が出ていた。その自分の声を耳にすることで我に返ったジュリは、叫さけびながら表に飛びだす。

「ちょ、ちょっと待って！　にゃやご!?　きゃあああ！　猫さらいよ────!!」
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「ジュリって馬ば鹿かなの？　どんだけ鈍にぶいの？」

　ユヅルにこき下ろされたジュリは、今回ばかりは笑い飛ばせなかった。

　そう、そうなのだ。扉を閉められそうになったとき、それを阻はばんで「にゃにゃご」を返すよう促うながせばよかったのだ。あるいは、無言で奪い返すか。

　防ふせげたはずの事件なのに、ぼんやりと見送ってしまった。どう罵ののしられても仕方がない。

「ごめんなさい。ハクアさんが、あんまりにも自然で……」

　まさか猫をさらっていくなんて思わなかった。警戒心すら湧わかなかったのだ。そのくらい、敵意のない様子だった。

「そうやって責めるな」

　ジュリを慰なぐさめるように側についていたハルトが言った。

　ハルトはジュリの叫び声に飛びだしてきてくれ、一緒に「にゃにゃご」を捜してくれた。だが、「にゃにゃご」は見つからないままだ。

「猫は居留地へ連れ帰ったんでしょうね」

　マーニャが言った。騒さわぎを聞きつけたジローとともに『おたすけ屋』にやってきている。

「〈永遠の貴公子〉……か」とジローがつぶやき、なんのことかと一同は目を瞠みはった。

「薔薇の名前でしょ」と応じたのは、むろんユヅルだ。硝子ガラスの一いち輪りん挿ざしに活けられた、フリルのような花弁を持つ薔薇を仕草で示す。

「外国種。マトの気候と合わないらしくて、育てるのが難しいんだ」

「登場当時は、それでももてはやされてあちこちの屋敷で見たもんだがな。流行が終わっちまったいま、育てているのは物好きだけだろう」

　ユヅルの蘊うん蓄ちくにうなずいているジローを、ジュリたちは奇異なものに対する目つきで見ていた。

「おやっさん……」とハルトが口ごもったのは、歴戦の猛も者さという外見と薔薇に詳くわしすぎるギャップを、どう受け止めていいかわからないからだろう。

「なんだ？　変か？　植物を育てるのは楽しいもんだぞ。純じゆん粋すいな喜びがある」

　片かた眉まゆをあげて言ったジローは、ふと視線を遠くした。

「ときどき思うのよ。血生ぐせぇことは、もういいや、って」

　これにはハルトも感じるものがあったようだった。「そうですね」と過去を振り返る眼差しでうなずく。

　ジュリは花びらから茎くきにかけて、ピンクから黄緑の変わり咲きになっている薔薇を見つめた。

「これが珍めずらしいものなら、ハクアさんの勤つとめるお屋敷がわかりますよね？」

「行ったら絶交するよ、ジュリ」

　いまにも駆かけだして、すべての居留地をしらみ潰つぶしに当たりそうなジュリをユヅルが制した。

「そんなことをしたら、向こうの思う壷つぼだからね」

「って、ジュリちゃんをおびきだすために、青年執事とやらは猫を誘ゆう拐かいしたわけ？」

　冗じよう談だんでしょ、と目を丸くしたマーニャに、ユヅルが応える代わりに片眉をあげてみせた。

「だけど、ユーちゃん。迎えに行かなかったら、にゃにゃごは──」

　ジュリは口ごもった。

「あいつのほうがジュリの一いつ千せん倍ばいは賢いから、放っておいていい」

「にゃにゃごが隙すきを見て、勝手に逃げだすってこと？　でも、もたもたしているあいだに、ひどい目に遭あわされてたらって思うと」

「そのときは、それも運命だって思うしかない」

　ユヅルの冷たい物言いに、ジュリは声を荒あららげた。

「ユーちゃん！　なんてこと言うの!?　おねえちゃん、ユーちゃんをそんな子に育てた覚えないよ。一緒に暮らしてきた家族でしょ」

「野の良らは家族じゃない」

　ユヅルに言い切られ、ジュリは口をつぐんだ。たしかに「にゃにゃご」はある日ふらりと現れた猫だ。以来、我が物顔で出入りしているし餌えさもあげているけれど、厳密には「飼かっている」とは違う。

「家族じゃなくても友達でしょう？」

　ジュリは訊いたが、ユヅルは答えなかった。否定の沈ちん黙もくだ。

「なんで？」とジュリは混乱したが、とりつく島のない表情に言葉をつづけられなかった。「にゃにゃご」と仲がよかったのは、ジュリよりもユヅルなのにと思うと、モヤモヤばかりがつのる。

　部屋に満ちた気まずい沈黙を、マーニャが破った。

「ねえ、それはそうと、あちらさんの狙ねらいはなんなの？　この店の経営権を握ることで得るものなんて、悪いけどこれっっぽっちも思い浮かばないわ」

　マーニャの疑問はもっともだ。おたすけ屋の経営には、特別なものはいらない。

「免許や届け出の必要もなし。この店てん舗ぽだって賃ちん貸たいなわけだし、地代だって相応に払っているんだし」

　親の代から借りているため更新時の優遇があるとはいえ、常識の範はん囲い内ないで、である。

「そう言えばハクアさん、ユーちゃんの才能が勿体ないって言ってました」

　思いだしたジュリは、次の瞬しゆん間かん、はっとひらめいて声をあげた。

「わかった！　ライバルの存在よ」

「なんだって？」と残りの四人の声が重なり、ジュリはもどかしく自説を展開した。

「だから、〈機関〉入りのです。ハクアさんのご主人の関係者が、〈機関〉への就しゆう職しよくを狙ってるんじゃないかしら。ほら、〈機関〉は狭せまき門だし、ユーちゃんには〈機関〉入りする噂うわさがあるでしょ？　だから、ユーちゃんを囲いこんで仕事漬けにして、チャンスを奪うつもりなのよっ」

「ジュリ坊……」「ジュリちゃん……」とジローとマーニャが額ひたいに手を当ててうめく。

　ハルトはなんとも言えない顔をしているだけだったが、気持ちの上では二人に同意しているようだ。

「みんなして否定するけれど、ハクアさん、さりげなく〈機関〉の話を繰り返してたんですから。噂は聞いている、とか、招かれたらユーちゃんと一緒に住めなくなりますね──なんて」

　拗すねたジュリに、「それは単なるジュリへの揺さぶり」とユヅルが断定する。

「どういうこと、ユーちゃん」

「二人で一緒に暮らしたければ、おたすけ屋でいるのが一番だと思うように、巧みに誘ゆう導どうしたということか」

　ハルトの言葉に、ユヅルが応じた。

「ご明察。その証しよう拠こに、不安を煽あおった直後に取引を持ちだして、経営の安定化を強調している」

「申し出が魅み力りよく的てきだと思わせる仕掛けね。相手を操あやつるにはうまい方法だと思うけれど」

　だからといって、猫をさらってまでおたすけ屋に執しゆう着ちやくする理由がわからない、とマーニャは言うのだ。

「おまえ、なにか心当たりないのか？」とハルトがユヅルに訊いた。

「ぼくの若さと頭ず脳のうと美び貌ぼう目当てとか？」

「慎つつしみって言葉、知ってるかガキ」

　かわいらしく首を傾かしげたユヅルに、マーニャが苛いらついた様子で尋ねた。まだ時間が早く化け粧しよう前のマーニャが低い声をだすと、いつもの妖よう艶えんな姿が噓のようだ。

「やだなあ、それひがみ？」と答えたユヅルに、マーニャが摑つかみかかりかけてジローに止められる。

「やっぱりいまは理由よりも、どうやったらにゃにゃごを取り戻せるかだと思うの」

　ジュリが言うと、しつこい、というようにユヅルが語調を強くした。

「ジュリ」

「だって、無理よユーちゃん。わたしには、にゃにゃごを見捨てるなんてできない」

「おまえの気持ちはわかる。だが、いまは動くべきじゃないだろう」

　ハルトまで反対なのか、と目を瞠るジュリに、ハルトはうなずいた。

「まず落ち着け。相手はおまえたちを意のままにしたいんだ。そのための切り札を、そう簡単に傷つけたりはしないだろう」
















　それはそうかもしれない。

「現時点では、相手の意図も見えないし、それ以前に身元もはっきりしていない」

「あ、それはハクアさんがおっしゃってました」

「本国では伯爵──とだけだろう？　本国とはどこのことだ？　租借地は三つあるぞ。それに名乗ったのは、姓なのか名なのか。よしんば実際にそのナントカ伯がいたとしても、執事にハクアという男がいるのか」

　ハルトに淡々と羅ら列れつされ、ジュリの頭も冷えてきた。

「そうか。まず、身元を調べないとなんだ」

「それは俺がやる」

「ハルトさん」「ハルト？」とジュリだけでなく、マーニャまでもが目を丸くする。

「そのほうがいいだろうな」と応じたのはジローだった。

「向こうの狙いはジュリ坊なんだ。おまえさんは、迂う闊かつに動かんほうがいい」

　ジローは台詞せりふの後半をジュリに向けたが、ジュリは納得できなかった。

「でも。それじゃあハルトさんに迷めい惑わくが」

「迷惑なんかじゃない。俺はおまえを守りたい」

　まっすぐ目を見つめて言われ、ジュリは反射的に笑いだしてしまった。

「またまたぁ。ハルトさんったら、お上手なんですから」

「冗談にしないでくれ。おまえになにか起こるようなことがあれば、俺は自分を一生許せない」

　言葉を重ねられ、ジュリは反省してうなずいた。

「ですよね、ユーちゃんが悲しみますもん──あれ？」

　途中でハルトが天を仰あおいだので、なにがいけなかったのだろうと目を丸くする。

「罪な子よね、アンタ」とマーニャが呆あきれ交じりの顔をする。

　？？？　どうやら責められているらしいが、どうしてだろう。

「とりあえず、ハクアとかいうヤツの素す性じようを洗ってくるから、二、三日くれないか」

　疲れたようにハルトが言って、ユヅルの了解を得ようと見遣る。

　ユヅルは不ふ機き嫌げんそうに横を向いたが、だめだとは言わなかった。それをハルトは承しよう諾だくと捉とらえ、ジローとマーニャを連れて『傭兵酒場』に戻る。

　ユヅルもすぐに立ちあがり、二階の自室へと消えた。きっかけを逃のがしたジュリは、どこか取り残された気持ちでユヅルの部屋の扉が閉まる音を聞く。

（なんでだろう。ハルトさん、真剣だったな……）

　眼差しを思いだすと、なぜかじわじわ頰ほおが熱くなった。

　そうだ。だれかに、あんなふうに言われたのははじめてなんだと気づく。

　ずっと、ユーちゃんとの生活を守ることでせいいっぱいだったから──と思ったジュリは、次の瞬間がばっと立ちあがった。

「ユーちゃん！　もしかしてさっさと部屋に引っこんじゃったのは、やきもち!?　あわわわわっ、そんなんじゃないのよ！　おねーちゃんの一番は、未み来らい永えい劫ごうユーちゃんだから！」

　慌あわてふためいたジュリは、弁解しようと二階へ駆けあがった。

　ノックしようと手を挙げたとき、中から大きな音がした。

　なにかを叩たたきつけたようなそれに陶とう器きの砕くだけるような音が混じり、ジュリははっと息を吞のむ。

「くそっ──」

　ユヅルらしくもない悪態が聞こえた。ありったけの感情を吐きだすような声に、ジュリは意を決して扉を叩く。

　扉を開けると、棚たなに飾ってあった茶器セットが粉々に砕けていた。真下の床には、ページの開いた革かわ装そうの分厚い書物が落ちている。

「ユーちゃん」と声をかけると、ユヅルはなにごともなかったような顔で振り向いた。

「ちょっと手が滑すべっちゃって」

「あ──じゃあ、片づけるね。残念だったね、お気に入りだったのに」

　つとめて冷静を装よそおい、箒ほうきとちりとりを取りに行きながら、ジュリは心しん臓ぞうを轟とどろかせていた。

　手が滑ったというのは、あからさますぎる噓だ。ユヅルが「棚に本を投げ入れたかった」のでない限り、飾ってあった茶器を本で叩き割ったのだろう。

（ユーちゃんが、ここまで怒りを露あらわにするなんて……）

　ジュリがユヅルをおろそかにしたからだろうか、ハルトのあの発言のせいか。

　箒で茶器の破は片へんを集めながら、どう切りだして尋ねようかとユヅルを窺うかがう。

　寝台に腰を下ろしたユヅルは、敷しき布ふから茶色の毛をつまみあげていた。

「にゃにゃご」の毛だ。

　見つめているユヅルの表情に、ジュリは胸を締めつけられる。

（さっきは、あんなこと言ってたけど）

　本当は、だれよりも案じているのかもしれない。

　ジュリを危険に晒すまいと強がって、だから茶器に当たったのかもしれない。
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　翌よく日じつから、ジュリはハクアの勤める屋敷を捜しはじめた。

　むろん、こっそりとだ。ユヅルだけでなく、ハルトからも動くのを反対されているため、そんなそぶりはおくびにもださずにいる。

　マトの居留地は三つだ。どれも境界代わりのさりげない塀へいに囲われているだけなので、出入りは自由にできる。

　ジュリはまず、「ランベドール」という名からあたりをつけてみた。三つのうち、一番それらしく感じる国の居留地を巡めぐる。

　居留地は不ふ思し議ぎだ。開け放たれたままの目抜き通りの大門をくぐると、それだけで雰ふん囲い気きが変わる。建物は一区画向こうのそれと同じでも、聞こえてくる言葉が、漂ただよう料理の匂においが違う。

　滅多に足を運ばない区く域いきなので、ジュリはついわくわくしてしまった。

　途中、行き会う人々にランベドールという伯爵の住まいを尋ねたが、芳かんばしい返事は得られなかった。では薔薇園のある家を知らないかと尋ねると、みなが知っている限りの屋敷を挙げてくれる。

　だが、この居留地にはそれらしい屋敷は見つからなかった。




　次の日、ジュリは二番目の居留地を捜した。前日と同じように尋ね歩いていると、「薔薇。公園にもありまス」と乳う母ば車ぐるまを押した子守が片言でにっこりしてくれた。おもちゃを握りしめて手を振る子どもに応えたジュリは、念のため、あとで公園にも寄ってみようと決める。

　昼中かけて居留地を歩き回ってみたが、ランベドール伯の住まいも、〈永遠の貴公子〉の植えてある薔薇園も見つからなかった。

　教えてもらった公園の薔薇も美事だったが、種類はありふれたものばかりだった。

「ふうう。疲れた」

　公園のベンチに座り、屋台で買った名物のパンを食べつつ休きゆう憩けいしながら、ジュリはぼんやりと薔薇の植えこみを眺ながめた。

　ちょうど、一角に新しい苗なえを植えているところで、植木屋が地面に穴を掘ほっている。

　ふっとひらめいたジュリは、食べ終わった軽食の紙包みを丸めて、植木屋に近づいた。仕事の邪じや魔まをする詫わびを言って、〈永遠の貴公子〉の取り扱いについて教えてもらう。

「いちおう、あるにはありますよ。難しい品種ですけれど」

　答えてくれた初老の植木屋は、つづけて「ほしいのか？」と尋ねる。

　ジュリはそうではなく、苗を売った相手のことを知りたいのだと言った。〈永遠の貴公子〉はもとは外国種だが、こちらで植えるなら本国から取り寄せるよりも地元で注文したほうが早いのでは、と考えたのだ。

「ランベドールさんねえ」

　覚えがあるようなないような、と植木屋は首を傾げた。

「売ったことがある……かもしれないが、ここ最近の話じゃないような。それに、このあたりのお屋敷でもなかったような」

　店に帰れば帳ちよう簿ぼがあるので、調べてくれるという。

　ジュリは恐きよう縮しゆくしてお礼をしようとしたが、人の好い植木屋は礼金を断り、代わりに冷たい飲み物を奢おごってくれないか、と笑う。

　ジュリは仕事が終わるのを待ち、公園内の屋台に買いに行った。汗ばむ日だったので、砕いた氷で満たした特大の容器に、砂糖入りのお茶をたっぷり注そそいでもらう。

　植木屋は喜んでくれて、店の帳簿で見つからなければ、仲間にも訊いてくれるという。

　願ってもない申し出だったので、ジュリはお願いすることにした。結果を聞きに行くため、店の場所を教えてもらって別れる。

　二つめの居留地も収しゆう穫かくなしで終わったが、植木屋と出会えたのは大幸運だった。

「もし三つめも空振りだったとしても、植木屋さんのほうから、なにか摑めるかも」と思うと、疲れもそれほど気にならない。

「ジュリちゃん」

　行きつけの書店の前で、ジュリは店主に呼び止められた。

「支払い!?」と反射的にびくついてしまうのは、いつもツケをためているせいだ。先々月はユヅルの指示で屁へ理り屈くつをこねまくり、わずかな内金で書物を引き取らせてもらっている。

「そんなにおびえた顔しなさんな」と分厚い眼鏡めがねをかけた店主は苦笑し、呼び止めた理由を明かした。

「装そう丁てい師しの仕事が遅れて、ずっと入荷待ちだった本がやっと入ったんだよ。いま包んでくるから、待っていてくれないか」

「それはユーちゃんが喜ぶ！　と思うんですけれど、支払いってすんでましたっけ……」

　語尾が尻しりすぼみに小さくなるジュリに、店主は笑いだした。

「二ふた月つき前に、ほかの代金と一緒に払ってもらっているから大丈夫だよ」

　ほっとしたジュリは、店主と一緒に店に入った。店主は店の奥から木箱を持ってくると、なかから商品を取りだす。

「最高級の子牛の鞣なめし革がわに型押し、箔はく押おしを施ほどこした逸いつ品ぴんだ。どうだい、いい腕うでをしているだろう？」

　あれこれ説明しながらジュリに品物を改めさせた店主は、装丁師の仕事ぶりを褒ほめた。

　ジュリも同意見で、この装丁師に依頼したユヅルの審しん美び眼がんに感服する。

「本当に素敵。さすがユーちゃんが頼んだだけのことはありますよね」

　店主はなにやら複雑な顔をしたが、黙って品物を元の箱に収める。そのときジュリは、ふっと金箔で押された洗せん練れんされた書体の題名に目を奪われた。

「美の棲すみ家か──」とつぶやいたのは、題名にどこか聞き覚えがあったからだった。

（そっくり同じ言い回しじゃないけれど、似たような……）

　記憶を辿たどって思いだす。そうだ、〈死後の楽園教〉の聖せい句くだ。あちらは「美にこそ魂たましいは永久に宿る」だっただろうか。

　著者名を見て、ジュリは目を瞠った。

「ジャン・レイリー？」

「陶器人形の大家だよ。理想の美を追い求めて、生しよう涯がいを人形作りに捧ささげた人でね。『美にこそ魂は永久に宿る』が信念だったとか」

　店主はここぞとばかりに蘊蓄を語りだしたが、ジュリの耳には半分も入らなかった。

　人形師の口くち癖ぐせが教団の聖句になっているのは、単なる偶然なのだろうか。

　それとも、レイリーは教団と関係があるのだろうか──。







　帰宅したジュリは、ユヅルに本を渡しながら訊いてみた。

「ジュリって馬鹿なの？　算数もできないの？」

　呆れたように片眉をあげたユヅルが、嚙かんで含めるように説明してくれる。

「あの教団は、センシュウが初代教きよう祖そでしょ。レイリーは、二百年くらい前の人形師。生きてた時代は、かすりもしない」

「ってことは、たんなる偶然？」

「違う。センシュウは、レイリーに心しん酔すいしていたから、彼の信念からキテレツな悟さとりをひらいただけ」

　興味なさそうに応じたユヅルは、あぐらをかいた上にのせた羽根枕を机代わりに、レイリーの自伝を読みはじめた。

「読書の邪魔だからでていって」というオーラが、そこはかとなく漂いだす。

「えっと。じゃあ、お夕飯ができたら呼ぶね」

　言いおいて部屋を出ようとすると、背後から声をかけられる。

「ジュリがものすごくお腹減っているのじゃなければ、ゆっくりでいいから」

　珍しく気遣われ、ジュリは嬉うれしく思いながら振り返った。

「あ、わたしは平気。さっき公園で、魚のフライサンドを食べたから」

「ああ、下げ衆すな食べものって、腹持ちがいいよね」と本のページをめくりながらユヅル。

（ユーちゃんはいやがるけれど、屋台の食べものも美味しいんだけどなぁ）

　ジュリが階段を下りると、ちょうどそこに、ハルトが廊ろう下かをやってきた。『おたすけ屋』に寄ったが声をかけても出てこないため、捜しにきたのだろう。

「三つの居留地を確認してきた」

「もしかして、全部回ったんですか？」

「そうだ」とうなずかれて、ジュリは冷や汗がでそうになった。鉢はち合あわせしなかったのは、運がよかったからだ。

「ランベドールという名、あるいは姓を持つ伯爵家はどこにも存在しなかった。ハクアという執事のいる家もないそうだ」

　ハルトは居留地内にある領事館に赴おもむいて問い合わせ、かつ、ざっとではあるが歩き回ってみたという。

「そうか、領事館！」

　ジュリは思いつけなかった自分の迂闊さに顔をしかめかけ、危あやういところでこらえた。

　しかしハルトには見抜かれ、「ジュリ」と厳しい声をかけられてしまう。

「ごめんなさい。でも、どうしても『にゃにゃご』が心配で」

　首を縮めたジュリは弁解した。

　気まずい沈黙のあとで、ハルトが大きなため息をつく。目をあげたジュリの頭を、子どもにするように撫なでて言った。

「おまえの気性をわかっていて、じっとしてろと言った俺が間違っていた。一緒に行こうと言えばよかったんだな」

「ごめんなさい」

　叱しかられるよりも、ずしんときた。うなだれたジュリの顔をあげさせたハルトが、「もう心配させないでくれ」とささやく。

　ジュリはうなずいた。自分の勝手な行動が、これほどハルトを案じさせるなんて考えてもみなかったのだ。

「ハルトさん。わたし今日、植木屋さんと知り合って──」

　居留地内に薔薇の苗を卸おろした屋敷がないかを調べてもらう約束をしたのだ、とジュリが話すと、ハルトは破は顔がんした。

「だれとでも親しくなれるおまえらしいな」

「でも、公式な記録で存在を否定されちゃったんだから、無意味だったかも」

「無意味かどうかは、まだわからない。公的な記録なんてものは、絶対じゃないしな」

　たとえば、ランベドール伯が一時的な滞たい在ざい者しやの場合、領事館の判断しだいでは記録には残らない可能性もある。

　また密入国や公おおやけにできない存在の場合は、記録自体に載らない。

　後者の例なら、ぶっそうなこの界隈ではいくらでもお目にかかれる。

「だけど、ハクアさんは不法滞在者じゃないような」と、彼の身なりを思いだしたジュリがつぶやくと、ハルトが肯定する。

「そりゃあ、この辺にもぐりこんだやつらのように貧まずしくはないだろう。しかし、居留地ってやつには、『透とう明めい人間』がつきものだからな」

「透明人間？」

「身分がある。ゆえに処しよ罰ばつできないが、国にいてもらっては困るような輩やからだ」

　存在するが、しない扱いをしなければいけない『ワケアリの御お方かた』、という意味だろう。

「ああ。ユーちゃんなら、『根治できない醜みにくいおでき』とでも言いそうなかたですか」

　なるほどと思ったジュリは、次の瞬間気づいた。

「はっ、待って！　そんなケダモノにユーちゃんは狙われているの!?」

「ユヅルというか店が──いや」

　どちらでも同じだろうというように言葉を濁にごすハルトをよそに、ジュリは恐きよう慌こう状態に陥おちいりかかる。

「そんなこと、絶対にさせない。ユーちゃんは、わたしの天使なんだから！！！！」

「落ち着け。それにそう思うなら、単独行動は慎むんだ」

「はい」とジュリは肩をすぼめた。ハルトはそんなジュリに言葉を選びながら切りだす。

「じつは居留地の一つに、あの執事らしい男の出入りする茶店があるようだと聞いた。明日、訪ねてみるつもりだったが……、一緒に来るか？」

「！　いいんですか？」

「座ってじっとしてるなんて、できないだろう？　おまえらしくもないし」

　苦笑されると、自分がとんでもない跳はねっ返りのような気がしてくる。

　否定できないところが、またつらい。

「でもそうしたら、お願いします。決して足は引っぱりませんので」

　頭をさげると、あげるよう促された。

「よせ。おまえが自分を守れるのは承しよう知ちしている。それでも守りたいのは、俺のエゴだ」

「エゴですか……」

　ジュリはなんとなく「あご」を撫でた。もちろん「エゴ」が自己満足の意なのは承知だ。

「──おまえ。必死に俺を萎なえさせようとしていないか？」

　ハルトはいまにも、床に膝ひざを突きそうである。

「？？？」

　ジュリがきょとんとすると、ハルトは「忘れてくれ」と手を振った。「なにに対する台詞なのか」と訊けばさらにがっくりされそうなので、黙っておくことにする。

「明日の昼、迎えにくる」と言ってハルトは帰っていった。背中が心なしかしょげている気がするのは、ジュリの思い過ごしだろうか……。
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　翌あくる日、ハルトがジュリを連れていったのは、三つめの居留地だった。

「名前からすると関連が薄そうだったから、あと回しにしたのに」

　自分の見る目のなさにジュリががっくりすると、ハルトも同じ理由で訪おとずれたのは最後だったという。

「たまたま昼飯を摂とった店で、もしかしたら──という話が出たんだ。その偶然がなければ、俺も諦あきらめるしかなかったろうな」

　二人は目抜き通りの大門をくぐって、居留地を西に進んでいた。この居留地は三つのなかでもっとも異国風だとジュリは思っている。せせらぎのように心地ここちよく流れる言葉や、立ち襟えりに筒つつ袖そでの民族衣。若い娘は髪かみに生花を飾る風習などが、とても珍しく映る。

　天てん秤びん棒ぼうに荷を山盛りに提さげた物売りが、独特の抑よく揚ようで口こう上じようを述べながら通りを流している。品物を担かついで売り歩くなんて、居留地の外ではとっくに廃すたれた光景だ。

　途中、ハルトは小柄な老ろう婆ばを呼び止めて店の場所を訊いた。相手は母国語しか話せないようだったが、聞き取った店名とハルトの茶を飲む仕草に顔を輝かがやかせると身振りで教えてくれた。

「あの通りを左に、少し行ったら右に──かしら？」

「とりあえず、左に折れてみよう」

　わからなくなったらまた訊けばいい、と二人は歩く。

　まず左折し、目星をつけた通りで右折したが、それらしい店はなかった。どうもこの通りは飲食関係ではなく、乾かん物ぶつを扱う店が集まっているようだ。

　あたりをしばらくうろついたが捜しだせず、幾人かに尋ねてみた。みなそのたびに母国語で親切に教えてくれるのだが、いっこうに見つけられない。

「名前を間違って覚えたのか……？　それとも、俺の発音がまずすぎるのか」

　ぼやいたハルトが「レ＝ライ、レ＝ライ」と店名を繰り返すが、発音の善よし悪あしはジュリにはわからない。

　そうこうしているうちに、二人は行き止まりの小こ路みちにはまりこんでいた。あたりからはすっかり店が消え、民族衣の子どもたちが通りで遊んでいる。

「戻ります？」

「そうだな。俺が情報を拾った店まで行ったほうが、たしかかもしれん」

　らちが明かないので、もう一度訊くなり、簡単な地図を書いてもらうのも手だろう。

　ジュリとハルトは元来た道を引き返した。あちこち曲がったので、どちらから来たのかあやふやになる。

「あの窓まど枠わくが緑の家の角を曲がってきたような」

　記き憶おくのなかの目印と照らし合わせながら歩く。きょろきょろしていたジュリは、ふと視界を横切った影に声をあげた。

「にゃにゃご！」

　考えるよりも先に、ジュリは駆けだしていた。見間違えるはずがない。あの色と偉えらそうな歩きかたは「にゃにゃご」だ！

「待てジュリ。猫はさらわれたんじゃ──ああくそ」

　ハルトが言い聞かせるのを諦めて追ってくる。

「にゃにゃご」は少し先で交差する通りを、右へ抜けていった。ジュリがつづくと、「にゃにゃご」はさらに右へ。そして左へ。

　悠ゆう然ぜんとある店の窓へ飛ぶと、長い尻尾をするりと躍おどらせてなかへと消えた。

　追って入ろうとするジュリの肩を、ハルトが捕つかまえた。「様子を見てからにしろ」と目が言う。

　それで我に返ったジュリは、深呼吸をした。すると、あたりの景色に見覚えがあることに気づく。

「ここって……、はじめに来た乾物屋の通りですよね？」

　海産物や干した鮑あわびが所狭しと並べられた角の店や、軒のき先さきに海うみ亀がめの甲こう羅らが看板代わりに吊つるされた店が、そう何軒もあるとも思えない。

　近づいてみると、「にゃにゃご」が入っていった店は、薬種店のようだった。嗅かぎ慣れない、異国の薬草らしき香りが漂っていたので茶店ではないと判断したのだが、耳を澄すませてみると、奥のほうから陶器の触れ合うような音が聞こえてくる。

「もしかして、店内でお茶も供する＝茶店とか」

　ジュリはつぶやき、ハルトと顔を見合わせた。

「つまり、あのおばあさんの道案内は正しかった──ってことですかね」

「受け取る側の感度が鈍かった、ってことだ」

　とんだ無駄足を踏ふんだというべきか、その無駄足があったからこそたどり着けたというべきか。

「だけど、にゃにゃごが無事みたいでよかった」

　一番の胸のつかえが下りた。もし「にゃにゃご」が怪け我がでもしていたら、ジュリは一生自分を許せなかっただろう。

「ハルトさん。なかへ入ってみましょう」とジュリは促した。が、ハルトは慎しん重ちような姿勢だ。

「猫が出入りしているということは、ここは行きつけの店以上の場所かもしれん」

「それって、たとえばハクアさんのお屋敷勤めは噓で、ここが住居……とか？」

　声をひそめたジュリに、「そういうことだ」とハルトがうなずく。

　ハクアの正体は不明なのだ。そういう可能性はゼロではない。

　頭ではわかるのだが、ジュリは諦めきれなかった。

「でもあれ、たしかににゃにゃごだったのに……」

「すぐにでも連れ帰りたいだろうが、急せいてはことを仕損じるぞ」

「はい。だけど、ユーちゃんがずっと元気なくて。それに、一昨日おととい、本を茶器に投げつけたりもしていて」

　それにはハルトも驚いたようだった。「なにがあろうと動じない冷血漢だと思っていたが」と、ひとりごとを装ってつぶやく。

　ハルトは思案し、そして結論をだした。

「入ってみよう」

「いいんですか？」

「よくはないが、仕方がない。このままじゃ、おまえの眉み間けんの皺しわも、いつになっても取れないんだろう？」

　触ふれられて初めて、ジュリは自分が難しい顔をしていることを知った。猫さらい以来ずっとだ──とハルトが言う。

「行くぞ」とハルトは軽くうなずいてみせると、店の扉を開けた。

　店内は無人だった。それほど広くない部屋は飴あめ色いろのカウンターで仕切られており、入り口側に小さな丸卓と椅い子すが数脚、カウンターの向こう側の戸棚には紙に包まれた薬種が詰めこまれている。

　戸棚と戸棚のあいだには小さな扉があり、奥へとつづいているようだった。店が通りに面し、奥や二階が住居となっているのは、ジュリたちの住まいと変わらないようだ。

「すみませーん」

　幾度か呼びかけてみた。すると奥で物音がして、瘦やせた老人が出てきた。

　ジュリたちを見ると、くぐもった声でにこにこと話しかけてくる。

　このおじいさんも、どうやら母国語しか話せないようだ。

（せめて『猫』ってなんて言うのかくらい、調べてくればよかった）

　ジュリは後こう悔かいしながら、ハルトと交こう互ごに喋り、どうにかここが「レ＝ライ」という店で正しいらしいと納得する。

「猫を捜している」という言葉はおじいさんには通じなかったが、手で耳を作り「にゃにゃご」と鳴き真ま似ねをすると、顔をくしゃくしゃにしてうなずいてくれた。

「奥へ来い」と手招きされ、警戒しながらもついていった。薬棚の裏側にある部屋が小さな台所で、おじいさんはそこで茶を淹れていたようだ。

　廊下は細くて天てん井じようも低く、ジュリはともかくハルトは窮きゆう屈くつそうだ。おじいさんが狭い上に急な階段をあがってゆくので、頭をぶつけないよう身を屈かがめながらつづく。

　おじいさんは翡ひ翠すい色いろに塗ぬられた扉を開けて中に入っていった。

　そこはこぢんまりとした異国風の部屋だった。花鳥の精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施された長椅子と揃そろいの卓、小さめの飾り棚などが置かれている。

「にゃにゃご？」

　姿が見えないので、ジュリは声をかけてみた。おじいさんも同じように呼びかけながら、長椅子の下に手を伸ばしている。

　慣れない家だから隠れたのかな、とジュリは思った。ジュリ宅では、つねに上等の場所が「にゃにゃご」の場所で、感心するほど長々と寝そべっているものだったのに。

「にゃにゃご、迎えに来たよ、出ておいで」

　ジュリはおじいさんの側に膝を突き、長椅子の下を覗のぞきこんだ。

　おじいさんは手に触れたなにかを引きだしている。金属の蓋ふたがカタカタと鳴るような音がした直後に、砂糖菓が子しの香りが鼻をかすめた。

　甘い、と感じたとたん、強きよう烈れつなめまいがジュリを襲おそう。床にうずくまってこらえるジュリをそのままに、おじいさんは立ちあがって引きだした容器を掲かかげた。

　長柄のついた──小こ鍋なべのようなもの。蓋がはずされていた。もわりと立ち上った煙けむりにハルトが顔をこわばらせ、口を覆おおう。

「無駄でしょうて」

　噓のように流りゆう暢ちような発音でおじいさんが言った。いや、それすらも現実なのかジュリにはわからない。

『ジュリって馬鹿なの？　だから言ったでしょ』

　戸口に現れたユヅルが唇くちびるを尖とがらすのを見たのを最後に、ジュリは意識を失った──。





[image: ]






　必死に名を呼ばれ、身体からだを揺さぶられているのに気づいてハルトは目を開けた。

　ジュリが大粒の涙を流している。

「ごめんなさい、ハルトさん。わたしのせいで迷惑をかけて」

「いや」と答えたハルトは咳せき払ばらいをした。のどがカラカラで、うまく声が出ない。

　起きあがると、見覚えのない部屋だった。調度品は高価なものばかりである。

「ここは……？」

「ユーちゃんの部屋です。こうなったからには、ぼくが責任を持って世話をするって」

「その必要はない」

　寝台を滑りでようとしたが、身体が重く、思うように動けない。

「わたし、もうハルトさんと関わらないようにします。いつも気にしてくれてありがとう。嬉しかったです」

　ぺこりと頭をさげたジュリの手首を、ハルトはやっとの思いで摑んだ。

「待ってくれ。俺は迷惑だと思ったことはないし、気にかけていたのも──」

「ユーちゃんが苦労しないように、ですよね。ありがとうございます。でももう、ユーちゃんも大人になるから、わたしたち、大丈夫です」

　笑顔で手を振りほどかれた。ハルトは、ジュリの服装に目を留めた。

　見慣れない、白いドレス。髪には生花とレースの飾り。

「その衣装……」と言ったきり絶句するハルトに、ジュリは白い百ゆ合りの花束を振ってみせた。そのまま踵きびすを返すと、ドレスのスカートがふんわりと膨ふくらんで花びらのようにひるがえる。







　ざぶん、と水を浴あびせかけられたハルトは我に返った。

　見慣れた、『傭よう兵へい酒場』の店内だった。なぜ自分がここにいるのか、いままでどうしていたのかがわからず、ハルトは髪から滴しずくをしたたらせながら呆然とする。

「お　は　よ　う」

　手て桶おけを小脇に抱えたマーニャが、ひとことずつを区切って言った。

「なっさけないのねぇ、ハルト。アンタってどうして、幻げん覚かくのなかでまで弱よわ腰ごしなわけ？」

　化粧着を着て、髪に大きなカーラーをいくつもぶらさげたマーニャに呆れられ、ハルトは居留地でのことを思いだした。

「ジュリ！」と叫んで飛びだそうとし、座っていた椅子ごと床に転がる。

「あらごめん。アンタ、玄関前に倒れてたのよね。で、目が覚めたと思ったらうわ言と徘はい徊かいでさ。鬱うつ陶とうしかったから、縛らせてもらったのよぅ」

　マーニャの言うように、ハルトは椅子にくくりつけられていた。カウンターからジローが投げたナイフを宙で器用に受け止めたマーニャが、ハルトを椅子から解放する。

　立ちあがると、二日ふつか酔よいよりもひどい頭痛がした。幻覚香の後こう遺い症しようだ。

「なにがあったんだ」

　ジローに問われ、ハルトは居留地でのことを話した。ジュリを同行させたと言うと、ジローもマーニャも顔をしかめた。

「アンタがジュリちゃんを大好きで、あの娘この気持ちを大事にしたかったのはわかるんだけれどね。甘やかすのだけが愛情じゃないだろうが！　おまえ、ほんとに元将校か？」

　台詞の後半を地声で言われると、ふがいなさがいっそう胸に迫せまる。

「まあ、恋はなんちゃらと言うからな」とジロー。カウンターから出てくるとハルトにタオルを放り、倒れたままの椅子を起こした。

　苦笑交まじりの、なんとも言えない顔をハルトに向ける。

「しかし、また幻覚香か。こりゃあ、一連の事件とつながっているんだろうな」

　ハルトもそう思わざるを得なかった。しかし、どうつながるのかが彼にはわからない。

「隣に行ってくる」

　悔くやしいが、あの金きん髪ぱつの悪あく魔まにはわかっているはずだ。

「行くのはいいけど、ガキにボロクソ言われるんじゃない？」

「承知している」とハルトはマーニャに応じた。

「つまらない意地を張っている場合ではないし、これは俺のミスだ」

　警戒が甘かった。ジュリを連れていったこともだが、彼女に前を歩かせたのが最たる失策だ。

　もし自分が先に部屋に入っていれば、ジュリだけは逃がせたかもしれないと思うと、悔くやんでも悔やみきれない。

　ハルトは一度自室に寄ってから『おたすけ屋』へ向かった。事務所を抜けて、狭い廊下から二階にあがる。

「なんっ、この贅ぜい沢たくな扉」とついてきたマーニャが目を剝むいた。ジュリの不在時、ユヅルの世話を断固拒きよ否ひしていたマーニャは、二階を覗くのは初めてなのだ。

　ノックをしたが、応いらえはない。いつもそうだとジュリから聞いていたので、ハルトは「入るぞ」と一声かけて扉を開けた。

　天てん蓋がいつきの寝台の真ん中に、巨大な渦うず巻まきパンがあった。

　いや、金髪がはみだしているので、あの悪魔だ。焼成前のパン生地そっくりな色をした毛布にくるまって、いつどこから取り寄せて調理したものなのか、蒸ふかしたての肉まんじゅうを齧かじっている。

　肉まんじゅうは、三番目の居留地の郷きよう土ど料理だ。あまりの符ふ合ごうに、もうそこまでわかっているのかと、ハルトは舌を巻いた。

「おい、暑くないのかおまえ」

　マーニャがどうでもいいツッコミをすると、ユヅルが首だけを巡らせて見あげる。

「あーあ」

　心底うんざりしたようなそれが、第一声だった。彼らの訪おとないだけで、なにが起きたのかを察したからだろう。

「すまん」

　ハルトが頭をさげると、ユヅルは長々とため息をついた。

「ちょっとは使えるかと思ったから、ジュリを任せておいたのに」

「って、アンタ。ジュリちゃんが動いてたのも知ってたっていうの？」

　目を瞠ったマーニャに、ユヅルは面倒くさそうに答えた。

「なに言ってんの？　あのジュリだよ？　予想できないとか馬鹿でしょ。詰めも甘いし」

「詰め？」とジロー。

「屋台で魚のフライサンドを食べたんだってさ。それ、居留地の名物料理だってば」

　間抜けすぎるとぼやくように言ったユヅルが、ハルトを見遣った。

「不意打ちで幻覚香を使われて、ハルトだけ帰されたんだ？　敵は女子どもとか老人とか──、油断しやすい相手に、してやられたんでしょ？」

「小柄な老人だった」とハルトは屈くつ辱じよくをこらえて答えた。店で罠わなにはまるまでの過か程ていを話すと、ユヅルは驚きもせずにうなずいた。

「ああ、じゃあジュリはもうそこにはいないね」

「！　あの店は、誘いこむための場所だったというのか？」とハルトが問うと、そうだと言う。

「実の姉が囚とらわれたってのに、ずいぶん余裕じゃないのよ？」

　マーニャが苛立ちを覗かせたが、ユヅルは平然と肉まんじゅうを食べ終え、指についた肉汁を、満足そうに舐なめている。

「騒さわいでも事態は好転しない。安心していいよ、オバサン。そんなに皺しわを増やさなくったって、ジュリにすぐには危険は及ばないから」

「しっ皺ァ!?」と色めきたつマーニャを抑え、ハルトは言った。

「助けてくれ、ユヅル」

「だれを？　ハルトを？」と意地悪く目を輝かせてユヅルが訊いた。

「ジュリをだ。その仕事を、おまえに依頼したい」

　へえ、とユヅルが起きあがったのは、興味を惹ひかれたからだろう。

「ハルトにしちゃ面おも白しろいことを言うよね。家族を助けるのって、当然のことだと思うけど」

「むろんそうだが、てっとり早くおまえを引っぱりだしたい」

「札束で横よこっ面つらを張るより、依頼したほうが体てい裁さいいいもんね？」

　答える代わりに、ハルトは小さなノートをユヅルに放った。

「俺の全財産だ」

　通帳をめくったユヅルが軽く口笛を吹いた。

「退職金も恩給も手つかず♪」

「ちょっ、ハルト!?　馬鹿な真似はよしなさいよ？　このガキを引きずりだしたいなら、首根っこ摑んで連れていけばいいでしょうが」

　慌てるマーニャに、「黙ってくれ」とハルトは手ぶりで示す。

　通帳を閉じたユヅルは品定めの目つきになった。「まあ、そこまで言うなら考えなくもないけれど」と勿体ぶる。

「頼む」

　ハルトは頭をさげた。最敬礼のハルトに、ユヅルが言う。

「ジュリの前から消えてくれるならね」

「はあ？」と声をあげるマーニャを遮るように、ユヅルがつづけた。




「条件は全財産プラス、目の前から消えること。それでもよければ、おたすけしますがお客さま？」




「消えるよ」

　ハルトは、まっすぐにユヅルの目を見て応じた。口の端はしをかすかにあげているユヅルに、真剣にうなずく。

「ジュリをたっぷり幸せにして、百年後くらいにな。現時点の全財産は、おまえに遺のこす」

　ユヅルの余裕の笑みにかすかな亀き裂れつが入る。台詞の前半部と後半部、どちらが余計気に障さわったのかは知らないが。

「ぼくのジュリをさらわれるようなミスをしたくせに、責任も取らずにそれ？」

「違う。ミスをしたからこそだ。俺の今後を捧げて幸せにしてから消える」

「よくも、しゃあしゃあと──」

「どこまでだって図ずう々ずうしくなれるほど、俺にとって、ジュリは大事な女なんだ」

　呆れたように言いかけるユヅルをハルトは遮り、それからにやりとした。
















「おまえだって、この程度のことで引きさがるような男じゃ困るだろう？」

　あんぐり口を開けたユヅルが言葉を失った。たっぷり二呼吸は置いてから、「別に」と悔しそうに横を向く。

「一つ訊いてもいいか？　ユー坊を引っぱりだすと、どうしてジュリ坊が助かることになるんだ？」

　そこがどうも理解できない、とジローが眉根を寄せる。

「向こうの真の狙いは、ユヅルだからだ」

　ジローとマーニャはぎょっとしたが、ユヅル本人は不機嫌なまま言った。

「ああ、ハルトは気づくよね」

「まあな」

「って、いつから？　どこから？　それよりなんで、あんたたち二人はわかり合ってるっぽいのよ!?」

　なにそのライバル関係臭、と意味不明な後半は無視して、ハルトは前半部に答えた。

「他人がおたすけ屋自体を手に入れる利点はないと考えたのが一つ。ジュリの目の前であからさまに猫をさらったのが一つだ」

「ジュリ坊の性格なら、絶対助けに来る。ジュリ坊を押さえれば、ユー坊もでざるを得ない……っていうイモヅル方式か」

　なるほどな、とうなずいたジローはつづけた。

「手間をかけずにいきなりユー坊を誘拐しないあたりは、俺らも評価されてるのか」

「たんに、向こうが暇ひまなだけ」とユヅルがばっさり斬きった。

　手間を手間と思わず楽しんでいるのだと説とくユヅルに、マーニャは納得のいかない様子で嚙みついた。

「こんな性悪なガキを手に入れて、どうしようっていうのよ。まさか、本気で〈機関〉入り妨ぼう害がいとか、そういう話なの？」

「だったら爆ばく笑しようものだけど、あれはジュリお得意のトンデモ推すい理り」

「じゃあ、真の真意ってなによ」

「ユヅルの若さと美貌のはずだ」

　ハルトが言うと、マーニャは本気でぽかんとしたが、ユヅルは平然とうなずく。

「そういうこと」

「そういうことって、どういうことよハルト」

「俺にはわからん」

「ハルト!?」とマーニャに詰め寄られ、ハルトは押しとどめながら言葉を継ついだ。

「──が、ユヅルにはわかってるんだろう」

「いまはね。それ読んだし」

　ユヅルは豪ごう奢しやな装丁本を示した。『美の棲家』という題にハルトは目を留める。

「ジャン・レイリー著。このあいだのなんちゃら教団にあった人形の作者ね」

　ユヅルの言葉に、ジローが悪い冗談でも聞いたような顔をした。

「おいおい。まさかこの件は、幻覚香だけじゃなく、そっちともつながっているってか」

「ご明察」

「おまえ、まさか犯人もわかってるんじゃねえだろうな？」

　マーニャが脅おどすように訊いたが、ユヅルは臆おくさずうなずいた。

「まあね」

「まあねじゃねえだろうが。教えろ、ガキ」

「そうやって小鼻を膨らませると、ボーボーの鼻毛まで見えるからやめたほうがいいんじゃない？」

「やかましいわ！　いいから言いなさいよッ」

「むかつく動機だから教えない」

「なぁんですってぇ！」

　吼ほえるマーニャを尻目に、ユヅルは巻き毛布から抜けだした。寝台を滑りでると眉をひそめて宙をにらみ、それから衣い装しよう棚だなのほうへ恨みがましい目を向ける。

「選んでやろうか？」とハルトが訊くと「冗談でしょ」と返された。

　ユヅルはさも気乗り薄な様子で衣装を引きだし、それらを長椅子の上に放りだすように積みあげると、寝間着の胸元のリボンをほどく。

「なにやってんのさ」

　むすっとした表情の理由がわからずハルトたちがぽかんとすると、ユヅルが追い払うように手を振った。

「着替えるんだから、さっさと出ていけ」
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「お目覚めですか？」という穏やかな声でジュリは覚かく醒せいした。

　射さしこむ夕日で、部屋が真まっ赤かに見える。徐々に目が慣れてくると、自分は寝台に寝かされているのがわかった。

　遠くで頭痛がする。幻覚香を嗅いで意識を失ったあの部屋ではない。おそらく、朦もう朧ろうとしたまま、別のところに連れてこられたのだろう。

　と、寝台の側の人影にジュリは気づいた。

　ユヅル──ではない。黒髪のひどく綺き麗れいな少年が、キジトラの猫を抱だいている。

「にゃにゃご！」

　飛び起きようとすると、少年の傍かたわらにいたハクアに押しとどめられた。

「いきなり動くと、頭痛がしますよ。あのお香には、そういう成分が入っております」

「にゃにゃご」は少年に耳の付け根を搔かいてもらい、うっとりしていた。目を細めたままジュリを見ようともしない。

　虐ぎやく待たいされていなかったこと自体は喜ばしいのだが。これは……助ける必要もなかったのだろうか。

「もしかして、『にゃにゃご』と知り合いだったりします？」

　慎重に上体を起こしたジュリは少年に訊いた。

「にゃにゃご」は飼い猫ではなく、ジュリ宅が立ち寄り先の一つであるのに過ぎない。いまさらだが、この少年の住まいもそうである可能性に気づいたのだ。

　答えは「にゃにゃご」が鳴いて教えてくれた。あの見下しきった声は、「そうだ」と言ったのに等しい。

「口の肥こえた猫だね。新しん鮮せんなものと高級なものしか食べないんだから」

　少年はおかしそうに言った。彼は「にゃにゃご」のそういう点を気に入っているらしい。

　それにしても綺麗な子だ、とジュリは思った。つややかな黒髪に、深い緑色の目。歳よりも大人びた雰囲気もあって、濃のう紺こんの衣装がよく映はえている。

「あなた──、町ですれ違ったことがあるわ」

　ふとジュリは思いだした。

「きみと赤毛の大男が一緒だったとき？　前をよく見てなくて、わたしにぶつかりそうになったよね？」

　少年のほうも覚えていたようだ。

「あのときはごめんなさい。あなたと一緒だったのは、ハクアさんよね？　大きな楽器ケースを背負っていて──」

「中身は、人形だったんだ」

　目を丸くしたジュリに、ハクアが横から口を挟んだ。

「〈黒髪のミシェル〉を博物館に取りに行った帰りでした」

　あっとジュリは声をあげた。あの楽器ケースがそうだったなんて。

「こんな小さな子に泥どろ棒ぼうの片棒担がせたんですか？」

　怒りを覚えたジュリはハクアをにらんだ。いくら周囲に対する目くらましだったとしても、ユヅルよりも幼い少年ではないか。

「噂通り、いい人なんだね。ジュリ」と少年が笑った。

「でも、勘かん違ちがいしているよ。ハクアがわたしを連れていったんじゃなく、わたしがハクアを連れていったのだから」

「？？？」

　理解できずにジュリが首をひねると、少年が優ゆう雅がに辞じ儀ぎをする。

「あいさつが遅れてすまない。わたしはアラン・ランベドール。伯爵を名乗っている」

「あなたが……伯爵さま？」

　ジュリはぽかんとした。漠ばく然ぜんと、老人なのではと思っていたのだ。

「でも、おかしいこともないですよね。爵位を若くして継ぐ人もいるもの」

　ほほえんだアランは、ハクアに合図した。ハクアが廊下に声をかけると、入ってきたメイドたちがテーブルを組み立てはじめる。

「せっかく来てもらったんだ。食事を摂りながら話そう。こちらの料理人は、すばらしい料理を作るのでね」

「いりません。弟が心配していると思うので、帰してください」

「無理だ。きみは、ユヅルをおびき寄せる生いき餌えなんだから」

「そこまでして『おたすけ屋』がほしいんですか？」

　ジュリの抗こう議ぎを、「まさか」とアランは笑い飛ばした。

「ただの方ほう便べんを真に受けないでほしいな。たいした儲けもない、町の便利屋を手に入れたところで、わたしになんの得が？」

「じゃあやっぱり、アランさんはユーちゃんのライバルで〈機関〉入りを狙って──？」

「わたしは外国人だよ？　この国の政府関連機関に入れるわけがない」

「ならばなぜ」とジュリは混乱した。こうまでして、ユヅルを引きずりだしたい理由が見つからない。

「彼はこのわたしに選ばれたからさ」

　ジュリは目を丸くした。

「選ぶって……」

　なんのために、と訊くべきかなぜ、と訊くべきかに迷って口をつぐむ。

「わたしはね、もう長いこと退たい屈くつな日々を過ごしてきたんだ。毎日がつまらないことの繰り返し。刺し激げきらしい刺激もない」

「本を読んだらどうでしょう？　よかったら、ユーちゃんのお勧めを貸しますけれど」

「本など虚きよ構こうの世界に過ぎない。虚構で満たされる退屈など、わたしにはもう残っていないよ。あるのは、血に飢うえた獣けもののような退屈でね。もっともっと手て応ごたえのある、生身の事件でないと、とても追いつかないんだ」

　まじめくさった顔で言うアランに、ジュリは思わず噴ふきだしてしまった。すぐに非礼を詫びたが、油断すると頰がゆるみそうになる。

（大人ぶっちゃって、かわいい）

　きっと、わがままいっぱいに育った伯爵さまなのだろう。歳よりもずっと利発そうなので、対等につきあえそうなユヅルを遊び相手にしたいのかもしれない。

「ユーちゃんとお友だちになりたいのなら、こんなことしないで『おたすけ屋』に来て？」

　目を合わせて笑顔を作ると、冷笑が返った。

「ジュリ。きみはいい人だけれど、救いようのない凡ぼん人じんだね。ユヅルとともに歩む相手としては、いささか不足がありすぎる」

　突き刺さるひとことだった。つねづね、心の奥底で思っていることを引きずりだされたようで、胸がヒリヒリする。

　少年は自分の放った言葉の効果を承知しているようだった。追い打ちのようにほほえむ。

「しばらくしたら、晩ばん餐さんだよ。それまで無駄なことはせず、おとなしくしているように」

「！　どういう──」

　ハクアを連れてでていくアランを追いかけようとすると、足首に違い和わ感かんを覚えた。ぎょっと掛布を剝はいで、ジュリは絶句する。

　右足首が、鉄てつ鎖さつきの枷かせにつながっていた。ジュリは敵に囚われたのだ。

「噓。どうしよう、ユーちゃ──ん!!」







　ユヅルはまばゆいばかりの恰かつ好こうをしていた。

　白いドレスシャツに白い上着、白い半ズボン。白いブーツ。

　差し色に髪と同じ金色をあしらっているので、豪奢感が増している。

　自分の美点を最大限に生かした衣装だ、とハルトは素直に感心しつつ言った。

「あの生活で、よくこんな服を持っていたな」

「たしなみがあるかどうかってことじゃない？」

　互いに、微量の毒どくを含んだ言葉を応おう酬しゆうする。

　武装という名の化粧を完かん璧ぺきに施したマーニャが、ドレスの肩に剣を担いで言う。

「そんなところに無駄金を使うから、ジュリちゃんが苦労するんだろうが」

「苦労？　ナニソレ美味しいの？」とユヅルがとぼけた。頭に血を上らせるマーニャを止めながら、ハルトは妙に冷静に思う。

「なるほど。おまえが本気をだしたら、ジュリの支払い能力じゃ追いつかんか」

　図星だったのか、ユヅルは横を向いてひとことつぶやく。

「ハルトって、タチが悪いよね」

「おまえがだろうが」と毒づくマーニャを抑おさえつつ、ハルトは訊いた。

「ジュリはすでに乾物街にはいないと言ったな。だったら、どこに連れていかれた？」

「居い候そうろう先さき」

　思いがけない答えにハルトが目を瞠ると、ユヅルは当然のように応じた。

「だって、『ランベドール』でしょ？　あの国にそういう姓はないしっていうか、ランベドールはもう亡ない国の皇おう姓せいだし」

　かつて栄えた国の名をユヅルは挙げた。ハルトは遠い昔に世界史で習っただけなのでうろ覚えだが、革命がきっかけで滅めつ亡ぼうしたのではなかっただろうか。

「おいおい、ユー坊は皇族さまに狙われているのか」

　冗談を聞かされたような顔をしたジローが、『傭兵酒場』の入り口に「臨時休業」の札をさげる。

「皇族っていうか、亡ぼう霊れい？」と返したユヅルが、ハルトに訊いた。

「ジュリの居場所の目星ってつく？　それとも、ぼくの意見を静せい聴ちようする？」

　マーニャはこめかみの血管を切れさせそうになっていたが、ハルトは淡々と答えた。

「目星はつかんから、おまえの意見を聞きたい──が」

　その前に植木屋に寄っていいか？　と訊くと、ユヅルがにやりとした。

「薔薇の出所から屋敷を捜すの？　執事のヒントを拾ったのは正しいけど、いまから植木屋を回っていたら、いつまでかかるか」

「いや、昨日のうちに頼みずみなんだ。向こうも忙いそがしいだろうから、調べてもらえているかは運しだいだが」

　ハルトはジュリが植木屋と知り合ったいきさつを話して聞かせる。

「調べてくれてるんじゃないかしら」とマーニャ。

「あの娘、まっすぐで一いつ生しよう懸けん命めいでお人好しだから、ついこっちも応えちゃうのよねぇ」

　おめェとは違ってな、とユヅルに向かって毒づいてしまうのは愛あい嬌きようだろう。

「じゃ、そういうことで馬車呼んでよ」

　しれっとまとめたユヅルに、ハルトは厭いや味み交じりに応じた。

「むろん費用は俺持ちでな」




　ハルトの雇やとった辻馬車は、植木屋を経由して居留地内のとある屋敷に着いた。

　レ＝ライ邸てい。言わずもがな、あの茶店兼薬種問屋の持ち主の屋敷だ。

　ジュリが知り合ったあの植木屋は、自分の店だけでなく仲間のところまで聞きこんでくれていた。わざわざまとめてくれた一覧のなかにレ＝ライ邸があり、関連性が浮上したところで、ユヅルが正解だと明かしたのである。

「なんでいちいち上から目線!?」とマーニャは憤ふん慨がいしたが、争うのはあとだ。

「お約束でございますか」

　門番に問われ、ユヅルがランベドール伯の名をだす。

「アラン・ランベドールに呼ばれた」とユヅルが言うと、門番は離れを教えてくれた。

「あちらさんも承知か」

　歩きながらジローがつぶやいた。まあそうだよな、という口調だ。

　離れに着くと、厨ちゆう房ぼうがあるとおぼしきあたりから食事の匂いが漂ってくる。空腹を覚えながらハルトは「で、どうする？」とユヅルに尋ねた。

　ユヅルが片眉をあげてみせ、それから澄まし顔になって言った。

「ぼくは紳しん士しだから、一発ぶちかますなんてそんな」

「ぜひやれ、という希望か。了解した」

　ハルトが応じると、マーニャが嬉き々きとして足をあげた。

　轟ごう音おんを立てて、玄関を蹴け破やぶる。

　分厚い玄関扉が木こっ端ぱのように砕けた。物音に叫びながら飛びだしてくる使用人に、彼らは全員で笑顔を向ける。

「失礼。お邪魔します」
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「ふぬぬぬぬぬぬ……っ！」

　ジュリは足枷をはずそうと躍やつ起きになっていた。

　手の届く範囲にあっためぼしいものは、すでに試したあとだ。欠けた水差しや、表紙のちぎれた書物があたりに散らばっている。

「あらまあ、ジュリさん」

　部屋に入ってきた白はく髪はつの老婦人が、惨さん状じようを目にするなり声をあげた。

「イリーナさん!?」とジュリはぎょっとする。

「どうしてイリーナさんがここに？　博物館──教団から出ていったあと、転がりこんだんですか？」

「というよりも、拾われたのね。行き場のないわたしに、あのかたが迎えを差し向けてくださったの」

　イリーナは無む邪じや気きに、ほっとしたような笑みを浮かべた。路頭に迷わずにすんだことに、恩を感じているのだろう。

「〈黒髪のミシェル〉は、やっぱり盗ぬすまれたんじゃなくて譲ゆずったんですね」

　ジュリがたしかめると、イリーナはうなずいた。

「ええそう。ミシェルはあのかたが持っているべきだと感じたから。お父さまの教えをハイジマたちに悪用されるのにも耐えられなかったの」

　盗とう難なんに見せかけたのは、話しても許可されるわけがないし、強行して責められたときにどうしたらいいかわからなかったためだという。

「だからあえて、アランさまに泥棒の真似をしていただいたの」

　ここに落ち着いたのち、センシュウ氏の遺い灰はいは別の人形に安置し直したという。

「アランさまは、父には手のだせなかった憧れの人形もお持ちで、そのなかから好きなものを、と選ばせてくださって」

　いまは、アランの骨こつ董とうを管理しているのだそうだ。博物館に置いてこざるを得なかった「イリーナ」もつてを辿って取り戻すことができ、平へい穏おんに暮らせているのだという。

「さ、ジュリさん。支度をなさって、手伝いますから」

　ちょうどいい間合いで、メイドがドレスを運んできた。茶色の髪の見覚えある少女に、ジュリは声をあげる。

「エリナちゃん！」

「そのせつはお世話さま」とエリナが応じた。〈残ざん酷こくな子こ守もり唄うた〉事件で、ジュリとハルトが捕まえた、カイマン邸の見習いメイドだ。

「警けい察さつから逃げて、ここに駆けこんでたの？」

　隠し持っていた幻覚香を使って脱走したあと、行方ゆくえ不ふ明めいになったとジュリは聞いていた。

「逃げたんじゃなく、ご主人さまが迎えを寄よ越こしてくれたんだけどね」

　イリーナだけでなく、エリナにも迎えが行っていたことにジュリは驚いた。それに気づいたエリナが、誇りを傷つけられたようにむっとして言った。

「あたしたち、ご主人さまに選ばれたの。みんな喜んでるんだから」

　選ぶ。アランがユヅルを指して言ったのと同じ言葉だ。

「みんなって言うのは……？」

「バッコスやゴンドーに、一ひと泡あわ吹かせてやった『みんな』さ」

　つまり、同時期に起こったほか四件の盗難事件の犯人を指しているのだ。彼らがどさくさに紛まぎれて辞めたあと、アランに集められていたなんて、とジュリは絶句する。

「あのいばりんぼたちが床に這はいつくばるなんてさ、傑けつ作さくだったよ」

「エリナちゃん。たしかに、カイマンさんたちはひどかったけれど、あなたがしたことは犯罪なのよ」

　ジュリが諭さとすと、エリナが苛立ったようにドレスを突きだした。

「オトナみたいな説教なんて、うんざり。いいから、さっさと着替えなさいよ」

　ドレスはほんのりと淡い金色で、胸元が大きく開いていた。怯ひるんだジュリは断固拒否し、イリーナに頼んで身み繕づくろいだけにさせてもらう。

　エリナはイリーナとともに不満そうにさがっていき、やがて、アランがハクアを伴ともなってやってきた。晩餐にふさわしい装いをしている。

　傭兵服のままのジュリを見て、呆れたように首を振った。

「わたしとの晩餐には、ふさわしい服装をしてほしかったな」

　ハクアがアランに椅子を引き、ジュリも席に招こうと、足枷の鎖くさりを寝台からはずす。

　唯ゆい一いつ無む二にの好機だと感じたジュリは、しおらしく寝台を下りると、ハクアに回し蹴りを入れた！　──はずだったが。

「残念」とアランがにっこりする。

　ハクアは無言で、ジュリの攻撃を受け止めていた。見た目からは想像できない、キレのよい身ごなしだった。

　ハクアは問題にすらせず、「こちらへ」とジュリを食卓へ引きずっていき、新たに鎖を固定する。

（この人、強い）

　ジュリは危機感を覚えた。あらためてハクアを見ると、彼が闘とう気きをうまく押し隠しているのがわかった。見抜けなかったのは、ジュリの甘さと未み熟じゆくさだ。

「悪あがきはやめて、食事を楽しまないか？」

　アランが前菜を示すが、そんな気になれないジュリは横を向いた。すると、どこからともなく現れた「にゃにゃご」がテーブルに飛び乗り、ジュリのお皿から料理を失敬した。

「猫のほうがわかっているようだよ」と揶や揄ゆされ、小こ憎にくらしい気持ちを紛らわせるために、この際、疑問を解消することにする。

「質問してもいいですか」

　ジュリが口火を切ると、アランが「どうぞ」と仕草で応じた。

「幻覚香を使った盗難事件も、あなたの仕し業わざなのよね？　どうしてあれを盗んだの？」

　木馬、スプーン、真珠の王おう冠かん、音筺、ぬいぐるみを模もした愛らしい熊くま。ジュリは犯人像を「近く子どもの生まれる盗とう賊ぞく団だん」と推理して、ユヅルに盛せい大だいに馬鹿にされた。

「理由は、わたしの気持ちに沿ったものだったからだよ。馬鹿みたいに高価で無価値な、子どものおもちゃ。なんというか、この世のくだらなさを体現しているだろう？」

「ごめんなさい。そんな〈闇やみ夜よのウナギ〉のような話をされても──」

　なにを言いたいのかが、まったく摑めない。

「あとよくわからないのが、わざわざ泥棒までして手に入れた王冠を、どうしてイリーナさんに？」

「理由は二つ。一つは、手に入れてはみたけれど、わたしの好みとは違った。もう一つは、彼女が〈イリーナ〉を所有していたから。あの王冠は、ミシェルよりもイリーナのほうがよく似合う」

「ミシェルよりも？　つまり、〈黒髪のミシェル〉のために集めてたの？　あれれ？　でも、ほとんど同時期ですよね」

　アランは、ジュリたちがカイマン氏の事件に関わっていたころにミシェルを入手している。正確には、王冠や木馬を盗ませた時期のほうが若じやつ干かんだが早い。

「ミシェルが手に入ることはわかっていたからね」

　だから先に、その身を飾る品々を用意しはじめていたというのだ。

　たいそうな自信──と呆れかけたジュリは、その根こん拠きよを知りたくなる。

「どうしてイリーナさんが譲るとわかっていたの？　アランさんは、たとえばレイリーさんの子孫だとか」

　イリーナの「アランこそ人形の正当な持ち主」という主張からだと、そのくらいしか思いつかない。

　アランは笑って否定した。

「ジャンとわたしに、血のつながりはないよ。ミシェルを見てもらえばわかるだろうけれど、あれはわたしとよく似ているんだ。生き写しと言ってもいいくらいにね」

「そんな理由で」

　ジュリは啞あ然ぜんとしたが、事実イリーナはアランを「正当な持ち主」と認めて譲っている。

　変だ。とジュリは思った。人形と生き写しという理由だけで、譲ってもらえると思っていたアランも、父の遺灰の容いれものだったのに、あっさり明け渡したイリーナのほうも。

　呆れたようなつきあいきれないような気持ちになったジュリは、妙なことに引っかかりを覚えた。

「アランさん。すごく変なことを訊いてもいいですか？　あなたがユーちゃんを選んだのってまさか、金髪のマクシミリアンに似ていたから。とか言わないですよね？」

　ジュリ本人もミナから、「マジョリカそっくり」と狙われたばかりだ。あながちないとは言いきれない。

　身がまえると、アランは笑って否定する。

「まさか。金髪でくせ毛の美少年なら、たいていマックスに似てるものだろう？」

「そんなことないと思いますけど」

　ユヅルを貶おとしめられた気がしたジュリは、むっとして唇を尖らせた。悔しさもあいまって、厭味を返してしまう。

「でも、人形を飾るために泥棒するなんて、もしかして、アランさんは思っているより貧びん乏ぼう──いえあの、なんでもっ」

　わざとらしく語尾を濁してみたが、アランは気を悪くした様子も見せずに答えた。

「あれは、人材集めも兼ねていたからね」

「え。品物ごと、犯人も抱きこむってことですか？」

『あたしたちは選ばれた』。エリナが言っていた言葉の、真の意味はこれなのか。

　二の腕をざわつかせたジュリに、アランがその通りだとうなずく。

「単純で良質な労働力は、得がたいものだよ」

「それ、褒めてないですよね？　エリナちゃんたちのこと、馬鹿にしてるんですか」

　アランの口調と表情に反感を覚えたジュリは、きつめに言った。アランは肯定するかのような無言を通す。

「ユーちゃんを選んだっていうのも、そういう基準なの？　だったらわたし、ものすごく怒るわよ」

　たとえ鎖につながれていようが暴あばれてやる、と決意を固めるジュリにアランは笑った。

「ユヅルは違う。彼はわたしがようやく巡り会った、真の逸いつ材ざいだ」

「逸材？」とジュリが聞き咎とがめたとき、遠くで物音がした。ふいに邸てい内ないが騒がしくなったようだ。

「おいでになったようですね」

　耳を澄ませたハクアが言う。悠然とうなずいたアランは、飲みものに手を伸ばす。

　入り乱れた足音が、しだいにこちらに近づいてくる。なにごとかと扉を振り向いたジュリは、蹴け開あけられた扉が左右に吹っ飛んだのを見てぎょっと腰を浮かす。

　遠巻きに止めようとする使用人たちを引き連れてまず現れたのは、着飾って大剣を担いだマーニャだ。

「どうもぉ。『おたすけ屋』ですぅ」

　わざとらしく語尾を伸ばすマーニャに続いて、ジローとハルトが入ってきた。

　心配そうなハルトと目が合い、「助けに来てくれたんだ」と胸を熱くしたジュリは、最後に姿を見せた少年に声をあげた。

「ユーちゃんっっっっ!!」

　自分の目が信じられなかった。

「噓でしょ？　外出嫌ぎらいのユーちゃんが!?　しかもなんか、王子さまっぽい衣装で！」

　白が基調なので、王子というよりも花はな婿むこだろうか。ジュリは盛大に後悔する。

「ああっ。その服だって知ってたら、おねえちゃんもドレスに着替えたのにいっ」

　ドレスの色が近かったので、お揃い……に見えたかもしれない。

「ハルトしっかり！」

　マーニャがどこかうつろな目をしたハルトに活を入れた。我関せずといった体ていのユヅルはアランたちには目もくれず、当然のようにジュリに命じる。

「帰るよ、ジュリ」

「はい！」

　勢いよく立ちあがったジュリは、足枷に阻まれた。ちらりと見るや、肩かたからはずした大剣を一いつ閃せんしたマーニャが、気合いとともに鎖を断たち切る。

　すかさずハルトがジュリを引き寄せた。

「野や蛮ばんですね」と眉をひそめたのはハクアだ。

「あいにく、俺らはそういう要員なんでね。今回はそう必要もなかったんだが、まあ、ジュリ坊をさらわれたことに対する腹いせだと受け止めてくれよ」

　ジローが飄ひよう々ひようと、とんでもない要求をする。

「せっかくだから、一緒にどうかな」

　アランは動じもせずに、ユヅルをテーブルに招いた。ユヅルだけを、なのがはっきりわかる口調と仕草だ。

　ユヅルは無言だったが、ものすごく面倒くさそうな表情になった。事実面倒くさいと思っているのだろう。

　おかまいなしに、アランはハクアに席を用意させる。

「聡そう明めいな君なら、わたしがだれでなにを望んでいるかは、もうわかっているんだろう？」

「この場にはお馬鹿さんもいるから、説明してやれって意味？」

　ユヅルは心底いやそうな顔をすると、ジュリに丸投げしてきた。

「ジュリ、ぼくの代わりに答えといてよ」

「ユーちゃん。叶かなえたいけど、おねえちゃんにはそれ無理。だっていまだに、『ユーちゃんの〈機関〉入りを妨害するライバル』以上のことを思いつけてないし」

「これだからジュリは」

　肩をすくめたユヅルが、仕方なさそうにアランの正体を明かした。

「アラン・ミシェル・ランベドール。滅亡したラバイユ帝国の最後の皇おう子じ、の一人」

「ええっ、皇子さま？」

　ジュリが目を瞠ると、ハルトが言った。

「驚くところはそこじゃないだろう。その帝国とやらは、二百年くらい前に滅んでいる」

「つまり末まつ裔えいってことですよね？　ん？　最後の皇子さまだから違うのか？　あれ？」

　意味を摑めず混乱したジュリに、ジローが助け船をだした。

「ユー坊は、目の前のガキが二百年以上生きてるって言ってるんじゃないのか？　亡霊ってのは、そういう意味だろう？」

　台詞の後半をユヅルに向けると、ユヅルが親指を立てる。

（にひゃくねん──）

　なかば思考の停止した状態で、ジュリはアランを見た。

「ユーちゃん、だってこの子、どう見ても十歳くらいなんだけど」

「まあ、だれかさんみたいに頑がん張ばって若作りしても、ここまで膚はだがつるつるは無理だよね。ね、マーニャ？」

「うるせえぞゴルァ！　だけど、そうよね。アンタ、本当に若く見える」

　ユヅルを怒ど鳴なりつけたマーニャだったが、一転、まじまじとアランを見つめた。

「どこの化粧水使ってるの──ってレベルの問題じゃないわよね、この若さ」

「使ったのは魔ま術じゆつ」とユヅル。

「ラバイユは、かつて〈魔術師の帝国〉と言われた国だ。いまの感覚で言うなら『医い療りよう技術の進みすぎた国』になるんだろうけれど、いろいろ秘法もあって、その一つがこれ」

「って、まさか不老不死!?」

　真っ先に食いついたのは、やはりというかなんというかマーニャだ。

「『限りなく』という但ただし書きがつくけれどね。正確を期すなら『遅ち老ろう遅ち死し』だ」

　アランが言う。

「歳を取りにくく、生命力が増す処置をしたということか？」

　ハルトが訊くと、「した」ではなく「された」だけど、とユヅルが訂てい正せいする。

「効き目は人それぞれだから、皇族や有力者は、効果が長くつづくことを期待して、早い段階で試したらしいよ。で、奇跡的によく効いた例が、この人」

「じゃあ、普通はその処置を受けても、ここまで長くは生きないのか？」とジロー。

「二百年だよ？　魔術が成功したんじゃなければ、ヒトが生きていていい齢じゃないし」

「アンタ、そういう情報はどこから得てんのよ」

　訝いぶかしむマーニャに、ユヅルは「常識」とひとこと。

「待って、待って、待ってください」

　ようやくジュリは割って入った。利発な子どもだと思っていた人は、実は二百歳を超えたおじいさんだというのだ。

「本当なんですか」

　どうしても信じられず、アランに訊いた。

「むろん。わたしは故国の崩ほう壊かいも、先の大戦もつぶさに見てきたよ」

　先の大戦というのは、二十年ほど前に終結した、ジュリたちの両親やジローが兵として関わった戦争である。

「当時の皇室では不老処置はごく当たり前のことでしたし、アランさまは希け有うな例でもあります」

　ハクアも肯定した。そのとき、ジュリのなかでふいに物事がつながる。

「ああああっ。〈黒髪のミシェル〉は、あなた自身がモデルなのね!?」

　驚きのあまり、アランを指さしてしまった。

　アラン・ミシェルという名。人形と生き写しだという外見。

　人形師レイリーはたしか、二百年くらい前に活躍したはずだ。つまり、目の前にいるアランが二百歳ならば、生きていた時代が重なる。

　モデル本人なら、「正当な持ち主」というイリーナの主張も一理ある。

「やっとわかったんだ」

　呆れ声で言ったユヅルが、出典を挙げつつ説明した。

「レイリーは革命前夜のラバイユで偶然皇子さまを見かけて、〈完璧な美〉の虜とりこになり、人形作りをはじめたんだってさ。『美の棲家』からの要約」

　独学で人形作りを学んだレイリーは、生来の器用さと美的感覚で、瞬またたく間に人気の人形師に上りつめた。祖国崩壊後は外国に移り住み、理解ある出資者も得て、大きな工房をかまえるまでになる。

　流行や注文に応じて人形を作っていたレイリーは、心の奥底ではずっと、若き日に見たアラン皇子を追っていた。

　そんなレイリーが数十年後、とあるサロンでアランに再会する。夢に見つづけた「あの日のまま」のアランを目まの当たりにした瞬間、レイリーは天てん啓けいを受けた。

「それが、『完璧な美には永遠の魂が宿る』って考えか」

　うなるように言ったハルトに、ユヅルがうなずいてみせる。

「そう。で、レイリーは究極の人形作りに打ちこみはじめた。本当にほしい本も人のは手に入れるべくもないから、その代わりを生みだして、命を吹きこもうとしたわけ」

　ついでに言えば、〈死後の楽園〉教の教祖だったセンシュウ氏は、そのへんの思想にかぶれて、あのトンデモ教義を思いついたのではないかということだ。

「つまりそうやって完成したのが、世界に一つしかないとかいう人形？　げえ」

　気持ち悪い、とえづく真似をしたマーニャに、ユヅルが教えた。

「レイリーは、極めたと感じた最高傑作とお墓はかに入るつもりだったらしいけど」

　マーニャが突とつ如じよ背中を搔きはじめた。蕁じん麻ま疹しんでも出たのだろう。

「崇すう高こうな愛だ。わたしは、そこまでわたしを恋こうた、レイリーが愛いとおしい」とアラン。

「人形制作に費やした時間が、オレサマへの愛の証あかしってわけか。失礼」

　拒絶の身振りをしたジローも、げっぷの仕草をする。

「ユーちゃん。でも、ミシェルはレイリーさんのお墓には入らなかったんだよね？」

　それとも、故センシュウ氏が墓あばきでもしたのだろうか。

「ミシェルは葬そう儀ぎの際、レイリーの崇すう拝はい者しやに盗まれて、それきり行方不明でした」

　ハクアが言い添えた言葉に、ジュリはひらめいた。

「あ。それを見つけたから、イリーナさんに譲ってもらったんですか？　レイリーさんのお墓に入れてあげるために？」

　ジュリが尋ねると、アランは笑って否定した。

「いや。思い出を取り戻しただけだ」

「思い出って、どういう……」

「かつてのわたしが、それだけ人に愛されたという思い出。ジャンが生涯を捧げただけあって、じつによくできている」

「キモ」とマーニャがつぶやいた。悪いけれどジュリもそう思ってしまった。

「たかが三十年すら生きてない者に、この気持ちはわからないだろうな。よい思い出は、昔を思いだすよすがになるんだよ。この退屈な日々に潤うるおいを与えてくれる」

「退屈紛れに窃せつ盗とうしてたら世話はねぇよ。もっとマシな趣味でも見つけちゃどうだ？」

「見つけますよ」とアランはジローにほほえんでから、ユヅルにうなずく。

「ユーちゃんがなんですか？」

　たちまち警戒したジュリに、アランは答えた。

「わたしは近く、王国を興おこす。この世のくだらない法になど縛られない、自由の国をね。そこに、ユヅルを招こうと思っている」

「王国に招く？」

　意味を摑みかねたジュリをそのままに、アランはユヅルに語りかける。

「わたしがマトを訪れたのは、ミシェルを手に入れるためだった。そのついでに、おもちゃを五つばかり失敬しようと思ってね。正直、無味な滞在になると思っていた。用心棒の背後に、珍しく頭の回る者がいると知るまでは」

　用心棒というのは、カイマン氏に雇われたジュリたちのことだろう。

「たかが幻覚香のことくらいで、おおげさな。ラバイユの秘法の一つでしょ」

　ユヅルは言ったが、アランはほほえんで首を振った。

「いまではもう、ラバイユを思いだす者すら少ない。もっとも、それだけならわたしはきみになんの興味も持たなかったろう。きみがわたしを高こう揚ようさせたのはね、ユヅル。頭脳のほかに、若さと美貌が備そなわっていたからだよ」

「ああ、はいはい。ぼくの頭と身体が目当てね」

　あしらったユヅルに、アランは熱を籠めて言った。

「永遠を与えてあげよう、ユヅル。きみは、ラバイユの秘法を受けるにふさわしい」

「ちょ。このガキに不老処置を施すって言ってんの？　それ害悪すぎるだろう!?」

　嚙みつかんばかりの勢いで抗議するマーニャに、ユヅルが涼しい顔で毒を吐いた。

「誘われなかったひがみって、見苦しいよ？」

「待ってください、アランさん。ユーちゃんを仲間にするつもりなんですか？」

「嬉しいだろう、ジュリ。『ユーちゃん』は、不変の美を得ることになるのだから」

「ユーちゃんが、永遠にこの天使の姿のまま……」

　ヒゲもすね毛も生えず、皺も刻きざまれない。

　ジュリは陶とう然ぜんとしかけ、ハルトに肘ひじで小突かれて我に返った。

「じゃなくて、その話を持ちかけるために、『にゃにゃご』までさらったんですか!?」

「さらったなんて、人聞きが悪いな。もともと顔見知りの猫だよ？」

「だから『行くな』って話したの」

　こうなるのがわかっていたとうんざりするユヅルに、ジュリは反論した。

「でも、ユーちゃんがこっそり怒っていたから。本で茶器をなぎ払ったでしょ？」

「あれは、この展開を予想して、ついイライラしただけ」

　ジュリはぽかんとしたが、判明した事実を鑑かんがみると、どうやらそれが正解らしい。

「ユーちゃん。もしかしておねえちゃん、一人で突っ走っちゃった……？」

「この期ごに及んで『もしかして』とか、ジュリってどんだけ馬鹿なの？」

「うん、ごめんね。だけど、こうやって来てくれて嬉しかったよおねえちゃん」

「やっぱりジュリって馬鹿だよね。ジュリが戻らなかったら、ぼくの世話はだれが？」

「ユーちゃん。おねえちゃんのこと、そんなに思ってくれてるなんて……っ！」

　感激したジュリに、ジローたちが「いやジュリ坊」「それ違」などと口々に否定する。

「君も来ていいよ、ジュリ。ユヅルの世話なら、王国で好きなだけすればいい」

「あ、それは考えてないです」

　ジュリは断った。アランが愕がく然ぜんとしたのは意図が伝わらなかったからだろうと、言葉を足す。

「わたし、この港町のあの家で、父さんと母さんが遺してくれた『おたすけ屋』をユーちゃんとやっていきたいんです。隣にはジローおじさんやハルトさん、マーニャさんがいる、そういう暮らしが好きなので」

「きみがそうしたいのはかまわない。が、わがままだとは思わないのかな？　迷い猫を捜し、屋根の修理をする。そんな生活は、ユヅルの才能の無駄遣いでしかないだろうに」

　アランの指摘が、ずんと胸に響ひびいた。自分は間違っているのだろうかと思いはじめるジュリの機先を制するように、ハルトが言う。

「心配してもらわんでも、こいつが才能を使いたくなったら、〈機関〉でもどこへでも行くはずだ」

　アランがせせら笑った。

「〈機関〉ね。所しよ詮せん、人に使われる一生で終わるのと、使う側に回るのとでは、どちらがいいかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろうに」

「『おたすけ屋』を買い取るとか言ったの、だれだっけかしら？」

　マーニャがとぼけてあたりを見回す。アランはそれを無視してユヅルに言った。

「わたしの元へ来れば、もっと刺激的な日々になるよ。きみにしか叶わない名声を得ることもできるだろう。いい加減、わたしも傍ぼう観かん者しやでいるのは飽あきた」

「それで〈子どもの王国〉でも作ろうってか」

　ぼそりと言ったハルトの言葉は的を射ていたようだ。アランが口元を笑ませ、肯定する。

「そいつぁ、世界各地でろくでもない事件が起こるんだろうなぁ」

　ジローの予想も間違いではないらしい。そうだろう。アランは「退屈」を追い払おうとしているのだから。

　ジュリは血の気が引くのがわかった。アランのもくろむ〈子どもの王国〉は、「子どもであること」を盾たてに取った犯罪集団のことなのだ。

　人材集めと称して、人を傷つけてものを盗む子どもを受け入れたのも、捜そう査さ陣じんをだし抜くユヅルの頭脳を欲した理由にも合点がいく。

「だめよユーちゃん！　犯罪者になるなんて、おねえちゃん許さないからっ。たしかに、もしかしたら国家を相手に渡り合うのは楽しいかもしれないけれど、人の物を盗むのも、だれかを傷つけるのも、悲しい思いをさせるのもいけないことなんだからね！」

　思わずすがりついて力説すると、ユヅルが悲しそうな顔をして首を振った。

「わかってないなぁ、ジュリ。なんでいまさら、そういうことを言いだすわけ？」

「ユーちゃん」

「ぼくのことを、一番理解してくれてるんじゃなかったの？」

「そのつもり、だけど……」

「だったら、どうしてそういう論法になるのかが不思議。なんでぼくが、この亡霊を楽しませなくちゃならないわけ？　逆でしょ？」

　ジュリは目を丸くし、首を傾げて尋ねた。

「アランさんが、ユーちゃんを楽しませるの？」

「じゃなくて、世界が」

　うへぇ、という顔をしたマーニャたちを尻目に、アランがユヅルに手を差しのべる。

「わたしと来なさい。そうすれば、世界は刺激に満ちる」
















「人形遊びには、興味がない」

　断言したユヅルに、目を細めたアランが問い返す。

「──人形遊び？」

「これをほかになんと呼べば？　どこかのぼくちゃんが、世界という名のお店から選んだ兵隊やら世話係やら友だちを集めて、王様になろうとしてるんでしょ？」

　辛しん辣らつだった。が、的を射ている。

　アランが口をつぐみ、ユヅルはつづけた。

「おもちゃなら間に合ってる。馬鹿で、トンデモ推理ばかりしていて、朝から晩まで捨て犬に里親を見つけたり、壁かべの修繕をしているぼくのジュリでね」

「！」

　ジュリは頰を染め、頭から蒸じよう気きを噴きあげそうになった。

（ぼくのジュリ！　ああ、これで二度目……っ!!）

　ユヅルは心底いやそうにため息をつくと、アランに言った。

「ラバイユの秘法とか、永遠の命とかどうでもいいし。っていうか、ただでさえうんざりしてるこの世に永遠に生きつづけるなんて、それどういう拷ごう問もん？」

「ユヅルさま！」

　ハクアのするどい声に、ジュリは我に返った。

　ユヅルはアランの急所を刺したのだ。拷問。そうなのかもしれない。人が生まれ、そして死んでゆくのを、アランは十歳の少年の姿で見つづけているのだ──もう二百年も。

　思わずジュリはアランを見つめた。

　アランはジュリと目を合わせたのち、ゆっくりと表情を殺してユヅルに視線を向ける。

「それが君の答え──ということでいいかな？」

　尋ねたアランに、ユヅルはにこやかに応じた。

「もう迷惑かけんな」

　アランは「さがれ」と手ぶりをした。ハクアに、客の見送りをしろと命ずる。

「にゃにゃご」

　ユヅルが呼ぶと、晩餐を堪たん能のうしていたキジトラ猫が飛んできて腕のなかに収まった。食事はすんだから、居い心地ごこちのいい場所に移動して惰だ眠みんをむさぼるつもりなのだろう。

「ジュリは返してもらうから。じゃあね、伯爵サマ、お元気で」

　ユヅルはアランに背を向け、ジュリたちを従えて部屋を出る。

　ハクアが無言であとをついてきた。玄関の手前でジュリたちを追い越し、蹴破られた扉の残ざん骸がいの傍らに立つ。

　ユヅル、ジュリ、ジローの順で戸と枠わくをくぐった。「どうもお邪魔さま」とマーニャがドレスの裾すそをひるがえす。

「っ」

　圧おし殺したハクアの声を聞き、ジュリは振り向いた。

　ハルトがハクアを突き放したところだった。苦痛に顔をゆがめたハクアの手元から、銀色の小さな──銃じゆうのようなものが転がり落ちる。

　ハルトはわざわざ拾ってやり、銃口を向けて押しつけ返した。

「大事なものだろう？　しまっておけ」

　受け取らざるを得なかったハクアの表情に、ジュリはぞくりとした。ハルトが追いつくまでのあいだ、ジローが庇かばうようにジュリの肩に腕を回す。

「側仕えとしちゃ、ちょっと仇かたきを討うちたかったんだろう。追つい撃げきはないはずだ」

「そこのガキが禁句を口にして、ジュリちゃんが同情しちゃう。なかなかの連れん携けい攻撃だったと思うわよ」

　マーニャの言葉に、ジュリは胸が疼うずいた。そんなつもりではなかったけれど、アランに憐あわれみを覚えたとき、すうっと表情がなくなったのを思いだす。

「！」

　ジュリはジローの腕をほどくと、ハルトの脇をすり抜けてハクアの元へ戻った。室内へ戻ろうとしていたハクアは目を剝き、頰をこわばらせる。

「なにか？」

　冷たい、警戒した声でハクアが問う。

　謝ると余計に傷つける、と瞬時にジュリは判断した。なので代わりに、気になっていたことを訊く。

「ハクアさんは、──いつからアランさんと一緒なんですか？」

　虚きよを突かれたような顔をしたハクアが、探さぐるような眼差しで答えた。

「あのかたが、殿でん下かと呼ばれていたころからですが」

「じゃあ、ずっと側に？　よかった」

　アランが独ひとりではないことに、ほっとする。

　ハクアがジュリの腹部に銃をこじりつけ、無表情に言った。

「ええ。『家族』ですからね、傷つけられたら守りたいと思うんですよ」

「これからも、そうしてあげてください」

　ジュリはまっすぐ目を合わせた。厭味でも憐れみでもなく、本心で。

「あなたに、命じられるまでもありません」

　ハクアは、ほんのわずか笑んだ。銃を引き、無造作にポケットに放りこむとそれきり歩き去る。

「またおまえは無茶を！」

　ジュリの腕を取ったハルトが叱る。

「ごめんなさい、心配かけて」

　すぐ側で、いつでも攻撃に移れる体勢を取ってくれているのを感じていたのだ。

「ジュリちゃんといると、ほんっとうに命がいくつあっても足りないわよねぇ」

　みなのところまで連れ戻されると、待っていたマーニャが呆れ顔をした。

「それがジュリ」とユヅルは涼しい顔だ。

「本当にごめんなさい。それに、来てくれてありがとう」

　ジュリは頭をさげた。

「いいんだって」とみなは鷹おう揚ようだった。連れだって歩きながら、嬉しさがほのぼの湧き起こる。

「どっちにしろ、そのうち鬱陶しい事件が起こるんでしょうね」

　遠ざかったレ＝ライ邸を振り返る仕草をしながらマーニャが言った。

　アランはやがて、計画を実行に移すだろう。ユヅル抜きでも。

「止めたいけれど、なにかできることあるかな」

「ジュリ」とハルトにたしなめられたが、「やってみたら？　逃げられるだけだから」とユヅルは「にゃにゃご」ののどをくすぐっている。

「向こうがマトにいる理由はこれでなくなったし。『ぼく以下の』別の逸材でも探しに行くんじゃない？」

「すげぇ自信だなおい」とマーニャが呆れ、ふと思いついたように訊いた。

「数年後、〈機関〉入りしたアンタと因いん縁ねんの対決、って？」

「あ、それないから。あんなトコ入る気ないし」

　さらっと宣言され、ジュリは驚いた。

「でもユーちゃん。招しよう聘へい通知が来たら」

「破って捨てる。おしまい」

「〈機関〉入りを蹴るってか。アンタ将来どうすんのよ？」

「ジュリといままで通りに暮らす」

　ユーちゃん！！！　とジュリは舞いあがった。「オマエ死ぬまで姉を搾さく取しゆすんのか──!?」と怒鳴るマーニャの声も耳に入らない。

「ユーちゃん！　おねえちゃん頑張る!!　ユーちゃんがもっといい暮らしできるように、いっぱい働くからっっ」

「これ以上働いたら、死ぬわよアンタっ」

　マーニャがわめいたのも聞こえない。

「……カニが食べたい」

　ぼそりとユヅルが言い、ジュリは気づいた。

「そうよ、夕飯！　みんな食べてないですよね？　食べに行きましょう！　好きなだけ、いーっぱい食べてねユーちゃん！」

　おあつらえ向きに、カニ専門店の看板が見えてくる。カニ料理はこの居留地の名物だ。

「♪茹ゆでガニ、焼きガニ、素す揚あげに団子～」

「おいユヅル！　あの看板どう見ても高級店だろ！　そんな歌うたうな！」

「大丈夫ですよ、マーニャさん。今日のお礼に、わたし奢りますから」

　財さい布ふの心配にジュリが力こぶを作ると、なぜかマーニャが逆上する。

「だからオマエ、過労死するって言ってるだろ!?」

「そうならないよう、俺が守ろう」

　ハルトの言葉にジュリはどきりとする。

　顔を見ようとすると、ユヅルがくしゃみをした。「大変、風か邪ぜ!?」と慌てたジュリは、スカーフをほどいて肩にかける。

「優しいよね、ジュリ」とユヅルが笑う。にんまりしているところは、本当に天使だ。

「アンタも婚こん期き逃しそうよねっ。いまのまんまじゃ、あっという間にジイさんよ！」

　ユヅル、ジュリ、ハルトを見比べたマーニャが、ハルトに嚙みつく。

　諦てい観かんした表情のハルトにジュリがきょとんとすると、ジローがハルトの肩を揺さぶった。

「頑張れ。負けるな」




　朧おぼろに滲にじんだ月が、ジュリたちを優しく照らしていた。





終わり
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　初めましての方もそうでない方もこんにちは、響ひびき野の夏か菜なでございます。

　和風ファンタジーから一転、無む国こく籍せきな港みなと町まちの、天使の皮をかぶったド悪あく魔ま王子と天然おねえちゃんの、よもやま話をお届けいたします。

　いや～、ド悪魔って難しいですね。「なに考えてるんだろうユーちゃん」、と思うことしばし。

　反対にドレ○思考のジュリちゃんは、書きやすかったです。たぶんわたしがそっち側の思考持ちなんだろうな……（苦笑）。

　さて。今回、ミステリー風味を目指してみました。あくまで「風味」ですが。

　ジャンルで言うと、安あん楽らく椅い子す探たん偵ていものの方向でしょうか。探偵役が外出嫌ぎらいだと、必然的にそうなりますよね。

　しかし、自分で書いておきながら、書いているあいだ中ユーちゃんが羨うらやましかったですよ。この生活で、よく太らないよなぁ＆おねえちゃん我わが家やにも欲しいなぁ、と。

　マトにわたしが住んでいたら、ソッコー家政婦で雇やといますね。あちらも安定した連続収入につながるので、きっと、そこそこの賃ちん金ぎんで雇われてくれるだろう。

　ユーちゃんさえ横よこ槍やりを入れないでくれれば（笑）。

　脇を固める『傭よう兵へい酒場』の面々は、趣しゆ味みに走りましたすみません。しかしわたし、赤毛の短たん髪ぱつ好きだなぁ。ハルトで何人目だろう。




　ページも押し詰まってきたので、唐とう突とつではありますが謝しや辞じを。

　イラストを引き受けてくださったマルイノさま！　タイトなスケジュールの中、素す敵てきな姉きよう弟だいをありがとうございました!!　いま、表紙のサンプル画像がデスクトップでわたしを癒いやしております。

　担当さまをはじめとする、スタッフの皆みな様さま。相変わらず算数が苦手でトンチンカンな間違いをしまくっているので、皆様が頼りでございます。多謝!!




　それでは。マトの下町でけなげに（笑）生きる姉弟のやんごとなき生活を、楽しんでもらえますように～。


響野夏菜









著者

響野夏菜

Kana Hibikino




蚊が烈しく嫌いです。

今夏の騒動で、嫌いゲージが振り切れました。

もう見るのもイヤ。

これ以上被害者が増えず、事態が収束することを望みます。

というわけで、全然つながりませんが、華麗なるユヅルの王国をお楽しみください～。







イラスト

マルイノ

Marui-no




はじめまして、マルイノと申します。

金髪の美少年と黒髪の美少年…至高です。

物語を楽しむお手伝いができておりましたら冥利に尽きます。
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